超越 の 再発 見 


精神 の 催眠 解除 
紀 
ょ り 深 い 関係 を 築く 


デイ ツン ドッ コネ ホク ディ イィ イング * マ ニュ アル 
この 世界 に 共感 を も た ら す た め に 


マー ディ シー ザー、2022 年 0 月 


以下 は 、 私 の 著書 De Herntdekking van Transcendentie の オラ ンダ 語 か ら の 
部 分 的 な 機械 翻訳 で す 。 訳 に あい まい な 点 が ある 場合 は 、 元 の 英語 

を 参照 し て くだ さい (ここ で 見 つけ る こと が で きま す )。 
https://ia601408.us.archive.org/2/1tems/rediscovering- 
transcendence/Rediscovering%%20Transcendence.pdf) を 見 つけ る こと が で きま 
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テキ スト 自体 に 表示 され る ハイ パー リン ク は 、 ソ フト ウェ ア に よ ょ っ て 完 
全 に 提供 さき まれ て いる わけ で は な いた め 、 コ ピー し て ブラ ウザ ー に 周り 付 
ける こと が で きま す 。 

参考 文献 に 記載 され て いる 本 の タイ トル は 、 お そら く 自 動 ソ フト ウェ ア 
に よっ て あな た の 斉 語 に 変換 され て いま す 。 英語 版 で は 、 タ イト ル の 正 
し い ぃ 指定 が 見 つか り ま す 。 


著者 


注 : こ れ は 、 以 前 の 電子 書籍 の 拡張 版 で す : Resonance with the Self ホリ ス 
ティ ッ ク 科 学 の 7 つの 基本 原則 に 関す る 新しい 章 が 追加 され 、 ロ ー マ 
カト リッ ク 教 会 の 7 つの 秘跡 の 難解 な 意味 に 関す る 新しい 付録 も 追加 さき 
まし だ 

第 4 章 は 、 い くつ か の 新しい 要素 で 拡張 され まし た 。 


この 本 の 目標 : 


文明 の 危機 を 理解 する : ビジ ョ ン の 欠如 、 唯 物 論 的 価値 観 、 社 会 の 束 退 


人 生 の 目標 の 回 復 : 世界 に お ける 人 間 の 位置 。 
断片 化 さ れ た 世界 で 意味 を 見 つけ る 


生命 に つい て の 十分 に 根拠 の ある 理解 の 発達 
内 還 較 0 くさ ご 
人 生 哲 学 の 発展 


健全 な 世界 へ の 移行 に 向け て 協力 する : 
自己 中 心から 環境 中 心 へ 
宗 引 


序文 


第 1 章 : 知覚 と 信念 
音信 : 人 類 の 遺産 
人 は 自分 が 真実 で ある と 信じ て いる も の を 見 る - た と える 話 


価値 観 は 私 た ちの 考え や 信念 を 導き ます 
あな た の 価値 観 は 何で すか ? 簡単 な 調査 
サイ コ サ イ バ ネ テ ィ ッ クス : 目標 指向 の 脳 


第 2 章 : 思考 過程 の 分 析 


思考 は 何で すか 新しい 視点 
思考 の 性 格 

思考 プロ セス 

意識 的 思考 思考 の 流れ を 観察 する 
マイ ナス 思考 を 中 和 す る 簡単 テク ニッ ク 


思考 の 7 つの 側面 
思考 パタ ー ン を 変え る : 

思考 、 行 動 、 習 慣 、 性 格 の サイ クル 

スト イシ ズム 、 パ ン サ イキ ズム マル クス ・ ア ウレ リウ ス 、 香 帝 哲学 者 


意識 の 流れ を 観察 する 

ば 次 ラス の エク ササ イズ 

思考 の 流れ の 制御 

| メグ レッ ショ ン の マト リッ クス また は コル クシ ョ ン は あり まず か ? 
演習 の まとめ 


第 3 章 ハイ ヤー セル フ : あな た の 真 の 父母 


輝く 自分 

ハイ ヤー セル フ と の 出会い の 証 

人 間 に 影 響 を 与 を る いく つか の 普通 的 な 原則 
ゴー ルデン ルー ル : 美徳 は すべ て 重要 で す 
あな た が 時 くも の は あな た が 刈り 取る も の で す 
本 当 の 自分 に な る こと を 学ぶ 

すべ て の 生命 の 統一 


第 4 章 : 間 詞 。 2 きく 生態 系 


貨幣 制度 
生態 学 的 考慮 
案 華 コー ス 。 
成長 低下 


人 工 知 能 

バイ オ テ ク ノロ ジー と 大 手製 薬 会 社 
気候 変動 

地政 学 

社会 輝久 チチ 
哲学 : パン サイ キズ ム 

8 が アジ セリ メグ と オメ ライ ング ルー グ 


第 $ 章 : 死 と 死後 の 世界 

前 書き 

死に つい て の 伝統 的 な 考え は 、 死 に つい て 考え る こと を 奨励 し な い ぃ 
死に ゆく 過程 の 知識 が 役立つ 理由 

男 : 意識 の 流れ 

死 は 段階 的 な プロ セス で す 

昌 智 学 に よる 死後 の 状態 

供 さ れ た 情報 を 自分 で 確認 する に は どう すれ ば よい で すか ? 


主 
H 選 


ー つ に 


語 


員 


第 6 章 : ロベルト ・ ア サジ ョ ー リ の 心理 統合 と 意志 の 行為 


意志 の 行為 の 段階 


第 7 章 : 統合 科学 の た め の 7 つの 重要 な 公理 
1. 循環 は 自然界 に 山 在 する 

2. 行 動 に は 結果 が あり ます 。 フ ィ ー ド バッ ク の 役 寺 
3. 自然 は ホロ ン 、 部 分 全体 の 複合 体 か ら な る 

4. す べ て が 独自 の 振動 パタ ー ン を 持っ て いま す 
ジロ グル ツン シダ 2 そ ポ り ュー シュ ョ シ 

6. 二 元 性 は 顕現 の 特徴 で す 

7. 多様 性 の 中 の 団結 


ーー 


付録 A: 人 間 の 単項 モデ ル 
人 間 の 複合 体質 


付録 B: 人 間 の 精神 で 機能 する 特性 
英語 版 を 見 る 


付録 C: 秘跡 の 光 : 7 つの 秘跡 の 障る され た 、 ま た は 難解 な 重要 性 


序文 


今日 の 細分 化 さ れ た 社会 で は 、 多 く の 人 々 が すべ て の 意味 と 目的 を 失っ 
写る の まる で よら 

私 た ちの 唯物 論 的 科学 は 、 私 た ち が 大 き な 脳 を 持つ ある 種 の 高度 な サル 
で ある こと を 教え て くれ まし た . 「 適 者 生存 ] と 烈 な 競争 が ドグマ に 打 
ち 込 まれ まし た 。 宗教 は 、 科 学 と の 矛盾 また は 不一致 の た め に 、 多 く の 
人 に と っ て 魅力 を 失い まし た 。 「 神 は 死ん だ 」 と フリ ー ド リッ ヒ ・ ニ ー 
た は 育ま し た 。 


さら に 悪い こと に 、 世 界 は 気候 変動 、 環 境 悪 化 、 パ ン デ ミッ ク 、 戦 争 、 
資源 不足 、 金 融 不安 、 独 裁 政権 な どの 碧 威 に 取り 組ん で いま す 。 イ コバ パ 
シー の リー ダー シッ プ な ど 。 


し か し 、 そ れ だ け で は あり ませ ん 。 こ の 世界 に は 目 に 見 える 以上 の も の 
が ある こと を 説明 する こと に よっ て 助け よう と する 精神 的 な 教師 が 常に 
存在 し 、 今 で も 存在 し ます . あ な た は 、 こ の 世界 を 今日 より も は る か に 恨 
い 場 所 に する こと が で きる 洞察 を 私 た ち に 与え を て くれ まし た . 


実際 、 こ の 本 の 目的 は 、 こ れ ら の 教え の 本 質 の いく つか を 要約 し 、 生 、 
死 、 協 力 、 闘 争 が 何 を 伴う か に つい て の 意識 を 高め る た め の さ ま ざ ま な 
テク ニッ ク と 実践 を 提供 する こと で す . 

焦点 は 、 あ な た の 「 内 な る ゲ ダーム] と 、 シ ステ ム 内 の 相反 する 衝動 に ど 
う 対 処す る か に あり ます 。 一 部 の ペー ジ に は 、 演 習 で の 観察 や 経験 を 書 
き 留め る た め の ス ペー ス が 確保 きれ て いま す 。 


上 


員 


人 類 が 現在 取っ て いる コー ス を 変更 する た め に 個々 の 努力 を 組み 合わ せ 
ょ うと する 新しい 組織 に も 注意 が 払わ れ ま す . 結 局 の と ころ 、 洞 察 は 日 常 
生活 に 適用 する 必要 が あり 、 今 日 の 生活 は 消費 と エコ ロジ カル フッ ト プ 
リン ト を 通じ て 全 世 界 に 影響 を 与 を て いま す 。 


この 情報 が あな た 、 読 者 、 そ し て あな た が 関係 する 人 々 に 役立ち ます ょ 
うに 。 私 に 連絡 し た い 場 合 は 、ResonanceSelf⑦protonmail.com に メー ル し 
て くだ さ 。 


この 本 を 書く きっ か け を くれ た すべ て の 人 に 感謝 し ます 。 


パー の イン クシ デザ グー 


私 の academia.edu ペー ジ : https://uu.academia.edu/MartinEuser 


archive.org の 私 の ライ ブラ リ : https://archive.org/search.php? 
query テ Martin 二 Euser 尼 sin= 


質問 や 提案 は 英語 の み で 、ResonanceSelf②pm.com に 送信 で きま す 。 
十分 な 関心 が あれ ば 、Facebook グル ー プ また は 代替 プラ ッ ト フ ォ ー ム を 
私 が 立ち 上 げ る こと が で きま す 。 


喝 
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本 書 の トピ ッ ク は 幅広 い 分 野 を カバ ー し て いま す 。 そ れ ら は 、 知 覚 、 信 
念 体 償 、 世 界 観 (宗教 、 科 学 、 哲 学 ) か ら 、 自 然 全体 に 見 られ る 基本 的 な 
原則 に まで 及び ます 。 こ の 資料 の 一 部 は 、 私 の 著書 Resonance with the 
Self と Vitvan に 関す る 私 の 記事 (Ralph Moriarty deBit の 実践 的 な グノー 
シス 主義 の 教え ) で 見 つけ る こと が で き 、https://archive.org/search.php? 
query=Martin+Buser で 無料 で 入手 で きま す 。 


ここ で は 、 そ の 資料 の 一 部 を 要約 し 、 い くつ か の 新しい 洞察 と 私 の 新 し 
い 記 事 を 追加 し まし た . 


[超越 の 再発 見 ] 、「 人 間 の 精神 の 催眠 術 を 解除 し 、 関 係 を 調和 させ 
る | と いう タイ トル を 選ん だ の は な ぜ で すか ? 

その 理由 は 、 日 々 の 生活 習慣 を 構築 する た め の 基 盤 を 見 つけ る 必要 性 と 
関心 が 人 々 の 間 で 高まっ て いる と 私 が 信 じ て いる か ら で す . よ り 深 い レ ベ 
ル で 仲間 の 人 間 と つなが る 必要 が あり ます 。 問題 は 、 そ れ を どの よう に 
行う か で す 。 
私 の 答え は 、 内 省 を 練習 し 、 自 分 の 存在 理由 を 発見 する 必要 が ある と い 
うこ と で す . 自 分 の 奥深 く で ハイ ヤー セル フ が 働い て いる の を 見 る こと が 
で きま す 。 


私 の 著書 |「Resonance with the Self] で は 、 こ の タイ トル の 理由 と し て 次 
の ょ よう に 書い て いま す 。 

ここ に 問題 が あり ます 。 自 分 の 性 格 と 可能 性 に 適し た 、 人 生 の 目的 と 目 
標 に つい て ある 程度 の 明確 き が な けれ ば 、 際 限 な く 苦 労 し 、 お そら く 人 
生 の 意味 に 絶 思 す る で し ょ う . 

自然 が か どの ょ うに 機能 する か の 第 一 原理 を 研究 する こと は 、 心 と 心 を 満 
足 さ きせ る で し ょ う 。 人 間 を 含む 自然 と 共に 働 ぐ と と を 学ぶ こと は 、 自 己 


に 喜び を も た らし ます (そし て ハイ ヤー セル フ に も ! )。 「 自 己 」 と は 、 
あな た の スピ リ チ ュ アル な 部 分 を 指し ます 。 実 際 に は 、 ハ イヤ ー セ ルフ 
は あな た の 親 で す 。 ハ イヤ ー セ ルフ に 同調 する こと を 学ぶ こと は 、 自 分 
が 誰 で ある か を 深く 発見 し 、 よ ょ り 調 和 の と れ た 世界 の た め に 他 の 人 と 協 
力 す る こと を 学ぶ こと を 意味 し ます . も っ と 重要 な こと は 何で すか ? これ 
は 、 さ ら に 成長 し 、 自 分 の 可能 性 を 広げ る た め の 自 然 な 方 法 で も あり ま 
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「 人 間 の 精神 の 催眠 術 を 解除 する ] と いう フレ ー ズ に つい て は 、Covid- 
19 バ パンデミック の 過去 2 年間 に お ける 主流 メデ ィ ア と 政治 家 に よる 四 迫 
を 指摘 する だ け で 十分 で す 。 Matthias Desmet 教授 は 、 こ の 時 期 に 大 箇 教 
育 と ヒス テリ ー ま た は 集団 催眠 に 関す る 関連 本 を 執筆 し まし た (イン タ 
ビュ ー に つい て は Youtube を 参照 し て くだ さい )。 

本 の タイ トル : 全体 主義 の 心理 学 . 
(https://www.bol.com/nl/nlp/the-psychology-of- 
totalitariantsm/9300000101664004/?bltgh=ovaSM3Swu-0TpZ7- 
qd92HOw.4 12.14.ProductTitle) 


さら に 、 第 2 章 で は 、 読 者 は 、 教 育 シ ステ ム 全 体 が 調和 し て 生き る た め 
に 必要 な スキ ル と 洞察 を 人 々 に 提供 し て いな いこ と に 気付 く で し ょ う 。 
一 方 で は 、 基 本 的 な 心理 的 知識 、 社 会 的 相互 作用 、 さ ま ざ ま な 宗教 に つ 
いて の 知識 、 実 践 的 な 園芸 と 身体 トレ ー ニ ング に つい て 考え て いま す . 


この 本 で 説明 する テク ニッ ク と 実践 は 、 歴 史 の この 瞬間 に お ける 現在 の 
状況 と 現在 の 世界 情勢 を ょ り 明 確 に 把握 し た い 人 々 を 支援 し ます . そ れ は 、 
すでに 多 す ぎる 一 提 千 金 の スキ ー ム で は あり ませ ん 。 す べ て の 中 心 に あ 
る の は 小さ な 自己 、 ま た は 自我 の 人 格 で は な く 、 そ れ が 埋め 込ま れ て い 
る より 大 き な 世 界 が 重要 で ある べき で す 。 共 感 は 、 私 た ちの 世界 で 非常 
に 必要 と され る 品質 で す 。 


坦 常 に 役立つ 演習 の 1 つ は 、 複 数 の 視点 を 取る こと を 学ぶ こと で す 。 状 
況 を 複数 の 角度 また は 視点 あら 見 る こと を 学び ます 。 こ れ に より 、 コ ン 
テキ スト の 感度 が 向上 し 、 他 の 人 の アイ デア や 行動 を より よく 理解 で き 
る よう に な り ま す 。 自分 と は 反対 の 見 方 を する 人 に 共感 で きれ ば 、 多 く 
の こと を 学ぶ こと が で きま す 。 ま た 、 そ の よう な 意見 を 助長 する 議論 を 
検討 す 4 こ と に よっ て 、 そ の よ ょ うな 反対 意見 を 擁護 する 練習 を する こと 
も で きま す 。 


多く の 誤っ た 信念 を 明らか に し 、 記 っ た 条件 付け を 純 す 必 要 が あり ます 。 
人 類 全体 が この 点 に 到達 する に は 、 長 い 時 間 が か か り ま す 。 あ な た は 個 
人 と し て 、 今 か ら 始 め て 、 自 分 自身 を 深く 見 つめ る 機会 が あり ます 。 
そう する こと で 、 こ の 世界 と 宇宙 全体 の すべ て が 相互 に 関連 し て いる た 
め 、 周 囲 に も 影響 を 選 を ます 。 


人 格 の 変容 は 時 に 大 変 な 作業 で す 。 し か し 、 満 足 と 喜び は 計り 知れ ませ 
ん 。 楽し く 実 りあ る 旅 に な る こと を 願っ て いま す ! 


填 者 


第 1 章 : 知覚 と 信念 


人 生 に 意味 が ある か どう か 疑問 に 思っ た こと は あり ます か 9 


あな た 自身 の 人 生 は どう で すか ? また 、 あ な た の 信念 体系 が 目標 の 考え 
方 に 影響 を を て いる と 思い ます か ? も し そう な ら 、 ど の よう に ? 


これ ら の 質問 に つい ぃ て 少し 考え て 、 こ の ペー ジ を 印刷 する か ノー ト に 以 
下 の 答え を 書き 込ん で くだ さい 。 


私 の 人 生 の 目標 (また は より 大 き な 目 的 ) は 次 の と お り で す 。 


私 の 信念 は 、 次 の よう に 私 の 人 生 観 に 影響 を 与え ます 。 


私 が これ ら の 質問 を する 理由 は 、 あ な た の 人 生 に 対す る 認識 、 信 念 体系 
を 探求 する 旅 に あな た を 連れ て 行く た めで す . あ な た の 両親 、 学 校 、 教 会 、 
友人 、 そ の 他 の 人 々 は 、 私 た ち が 住 ん で いる 世界 に つい て 何 を 話し た り 
教え を た り し まし た か ? 


彼ら か ら 受 け 取 っ た 暗黙 の 、 ま た は 隠さ きれ た メッ セー ジ は 何で し た か ? 
彼ら は 宗教 、 精 神 性 、 死 、 愛 、 仕 事 に つい て 何 を 教え を て くれ まし た か ? 


巡 玉 5 人 答 を を 書い て ぐだ さめ い 。 


私 の 両親 、 学 校 、 教 会 、 友 人 、 メ ディ ア は 私 に 宗教 / ス ピリ チュ アル に つ 
て あて で くれ まま した: 


彼ら が 生 と 死に つい て 私 に 語っ た こと は 次 の と お り で す 。 


愛 に つい て : 


勉強 と 仕事 に つい て : 


私 た ち は 今 、 多 く の 側 面 を 持つ 意識 と 知覚 の 世界 を 掘り 下げ 、 古 代 の 知 
恵 の 伝統 に 基づい た 物事 の 見 方 を 発展 させ 始め ます [1]。 真 の 知恵 は 決し 
て 古く な り ま せん 。 ま た 、 状 況 の 変化 に 応じ た 新しい 洞察 も 含ま れ ま す 。 
普 刀 的 な 原則 は 決し て 変わ る こと は あり ませ ん が 、 必 要 な 王 感 を 呼び 起 
こす た め 、 洞 察 の 適用 は 特定 の 状況 に 適 店 し ます 。 

古 観 と は 、 状 況 と そ あ ら ゆ る 側面 か ら 全体 と し て 把握 する 能力 で す 。 知 性 
は 、 必 要 に 応じ て 動 的 に 調整 で きる 行動 計画 を 考案 する こと が で きま す 。 


[1]。 知 恵 の 伝統 は 「Philosophia perennis] と し て も 知ら れ て お り 、 さ ま ざ 
まな 哲学 の 学派 (Advaita Vedanta、 仏 教 、 新 プラ トニ ズム 、 ス ー フ ィ ズ ム 、 
カバ ラ 、 キ リス ト 教 神秘 主義 、 神 智学 な ど ) の 最高 の 難解 で 神秘 的 な 著作 
が 舎 ま 梶 で ます 。 


私 た ち が 最 初 に や ろう と し て いる こと は 、 信 金 体系 を 調べ る こと で す 。 


可 
> 
と 
藻 
の 
軸 
暴 


折 学 的 に は 、 信 念 体 系 は 大 きく 2 つの カテ ブ ゴリー に 分 けら れ ま す 。 
唯物 論 と 精神 的 な 信念 体系 (また は 人 生 の 概念 )。 


唯物 論 的 見 解 に は 、 物 質 が すべ て で ある と いう 信念 が 含ま れ ま す 。 意 識 
は 、 物 質 の 副産物 、 つ まり 脳 内 の ニュ ー ラ ル ネッ トワ ー ク に よっ て 生成 
され る 神秘 的 な も の と 見 な され ます 。 

この 見 方 に は 、 私 が 簡単 に 音 及 す る こと し か で き な い 多く の 問題 が あり 
ます 。 科 学者 た ち は こ の 問題 を まっ た く よ く 理 解 し て いま せん 。 有 名 な 
量子 力学 の 科学 者 で ある リチャード ・ フ ァ イ ン マン は 、 素 粒子 の 振る 舞い 
や 量子 力学 の 理論 を 理解 し て いる と 主張 する 人 は 誰 で も 間違っ た 方 向 に 
進ん で いる と 述べ まし た . 

[物質] を 素 の 部 分 に 分 解す る と 、「 物 質 ] が 消 を えて し まう よう に 見 え 
ます 。 残る の は 波動 エネ ルギー( 測 定時 の 粒子 特性 ) で す 。 さ ら に 謎 を 追加 
する た め に 、 物 理学 者 や 他 の 人 々 が 繰り 返し 示し て いる よう に 、 人 間 の 
意識 が この 波動 エネ ルギー に 影響 を 与 を て いる よう で す 。 

生物 学 の 分 野 で は 、 ど の よう に し て 生命 が 誕生 し た の か は 誰 に も わか っ 
て お ら ず 、 タ ン バ パク 質 -mRNA の 「 仕 組み ] が どの よう に し て 生じ た の か 
な ど 、 大 き な 問 題 が 山積 し て いま す 。 


テレ バシ ー、 千 里 眼 、 了 臨死 体験 、 幽 体 腕 体験 、 神 秘 体験 な どの 現象 に 
つい て は 、 適 切な 説明 が あり ませ ん 。 

いわ ゆる 「 ク オリ ア 問 題 ] が あり ます 。 光 の 周波 数 し か な い の に 、 ど う 
し て 赤み の よう な 性 質 を 経験 する の で し ょ うか ? David Chalmers は この 質 
問 に つい て 書い て いま す 。 

も ちろ ん 、 感 情 、 価 値 観 、 意 味 、 洞 察 な ど に つい て も 同じ こと が 斉 え ま 
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第 7 章 で は 、 現 在 の も の ょ より も は る か に 不可 欠 な 学問 分 野 へ の 別 の 道 を 
概説 し ます 。 こ の 道 に は 、 ス ピリ チュ アル で 全体 論 的 な 人 生 観 が 含ま れ 
ます 。 


ネオ リベラ ル な 資本 主義 と 相まって 、 人 類 の 物質 主義 的 な 人 生 観 は 、 表 


面 的 な 快楽 、 中 毒 、 食 欲 、 エ コ サ イ ド 、 テ クノ パラ ダイ ス の 約束 に 過ぎ 
ず 、 貧 富 の 差 は 日 々 拡大 し て いま す 。 多く の 人 が 絶望 の 中 で 生き て いる 
の も 不思議 で は あり ませ ん 。 な ぜ こ れ ほ ど 多 く の 人 が 物質 主義 的 な 人 生 
観 を 持っ て いる の か 疑問 に 思わ れる か も し れ ま せん 。 これ に 対す る 答え 
は 、Iin Mcdilchrist の 最新 の 本 、The Master and his Emissary お よび The 

Matter with Things で 見 つけ る こと が で きま す 。 17 世 紀 の い わ ゆ る | 北 

蒙 ] 以降 、 す べ て が うま くい か な く な っ て きま し た 。 理 性 が 知性 に 勝っ 
た 。 この間 題 に つい て は 、Hiin McdGilchrist の YouTube チャ ン ネ ル を 確認 
し て くだ さい 。 明確 に する た め に 。 


科学 と 技術 は 、 少 な く と も ( 脱 ) 工 業 国 で は ある 程度 の 繁栄 を も た らし た と 
主張 する こと が で きま す . 確 か に 、 し か し な ん と 価格 で ! 

水 続 的 な 経済 成長 に 基づく 誤っ た 通 貸 シ ステ ム と 生態 人 へ の 配慮 の 無視 
の 組み 合わ せ に より 、 地 球 上 の 生命 の 破壊 が ます ます 近づい て いま す 。 


人 生 の スピ リ チ ュ アル な 見 方 に は 、 意識 が 顕在 化 に 先行 する と いう 倍 念 
が 含ま れ ま す 。 より 具体 的 に は 、 意 識 、 実 体 、 お よび 生命 は 、 同 ヒ 「 も 
の | また は 存在 また は プロ セス の 3 つの 側面 で す 。 今 日 の 私 た ちの 斉 語 
に は 、 そ の よう な 三位一体 の 存在 を 説明 する 音 葉 が あり ませ ん 。 折 学者 
は 、 意 識 を 実体 か ら 分 離す る と いう 必 に 陥っ て いま す 。 彼ら は 、 そ の よ ょ 
うな 分 離 が あっ て は な ら な い 別 の カテ ゴリ ー を 作成 し まし た 。 ル ネ ・ デ カ 
ルト は 、 こ の 巨大 な 過ち を 犯し た 哲学 者 の 1 人 で し た 。 

私 が この 本 で 説明 し て いる スピ リ チ ュ アル な ビジ ョ ン に は 、 い わ め ゆる 心 
身 の 問題 は 存在 し な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 す べ て は 意識 ・ 物 質 ・ 生 
命 の 表現 で ある た め 、 そ れ は 存在 の 進化 レベ ル の 問題 で あり 、 顕 在 化 に 
関 挟 し て いる よ ょ うに 見 える カカ や エネ ルギー の 相互 作用 に すぎ ませ ん 。 フ 
ラク タリ ティ や ネス ト さ れ た シス テム な ど 、 こ れ に 関す る さら に 多く の 
情報 は 、7 つの 公 準 に 関す る 第 7 章 の 参考 文献 と 付録 A に 記載 され て い 
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物質 と 意識 の スピ リ チ ュ アル また は ホリ ステ ィ ッ ク な 見 方 は 、 博 士 に 
ょ っ て 提示 され た 証拠 と 一 致し て いま す .Iain McGilchrist (上 記 の 彼 の 著 

参照 を 参照 )。 こ の 見 方 は 、 二 元 性 と 補完 性 を 理解 し て いま す 。 彼女 
は 、 相 反する も の は 和解 する こと が で き 、 し ば し ば 調和 し て 一 緒 に 働く 
こと が で きる と 主張 し て いま す . 例 と し て 、 脳 の 2 つの 半球 が あり ます 。 
左 半球 は 規則 、 静 的 な イメ ー ジ 、 質 問 に 対す る 厳格 な イエ ス / ノ ー の 答え 
に より 関心 が あり ます が 、 右 半球 は より 全体 的 に 機能 し ます 。 状 況 や 人 
の 形 や 全体 を 見 て 、 よ り 「 流 れ ] に 同調 し ます 。 読 者 は 、 脳 が どの よ ょ う 
に 機能 する か に つい て の 理解 を 広げ る た め に 、McdGilchrist の 作品 を 探求 
する こと を お 失 め し ます 。 


骨 
〇 
| 
Rt 
居 


宇宙 全体 は 、 無 数 の 水滴 を 含む 海 の よ うに 、 す べ て に 浸透 する ワン ライ 
フ の 現れ で す . そ れ は 実質 的 な 側面 と 意識 的 な 側面 の 両方 を 持っ て いま す 。 


スピ リ チ ュ アル ビジ ョ ン の 詳細 に つい て は 、 こ の 本 と 一 緒 に 、 私 の 電子 
書籍 Mysteries of the human mind 、 特 に Vitvan の New Gnosis の 部 分 を お 
読み くだ さい 。 この 本 で は 、 概 人 金 の 具体 化 、 つ まり 概念 を 物 に 変え る こ 
と に つい て 説明 し ます 。 こ れ は 左 半球 が 好 ん で 行う こと で あり 、 際 限 な 
く 抽象 化し 、 一 般 化 し て 、 か つて 生き て いた 対象 を 無生物 の み に す る こ 
8 用 で 0 も ま 水 。 

左 半球 は 、 右 半球 の 活動 で あわ る プレ ゼン テー ショ ン よ り も 表象 に 関与 し 
CMt ま すず.。。 

こと わざ に ある よう に 、 地 図 は 領土 で は あり ませ ん 。 地 形 の 多く の 詳細 
を 省略 し て いま す 。 役 に 立つ こと も あり ます が 、 現 実 と 混同 し な いで く 
だ さい 。 


自分 た ちの モデ ル に 深刻 な 欠陥 が ある こと を 示す 大 量 の 証拠 に 長 面 し て 
も 、 自 分 た ちの 現実 の モデ ル に し が みつ く 左 脳 優位 の 科学 者 を 思い 起こ 
させ ます 。 こ れ ら の モデ ル を 変更 する 代わ り に 、 そ の ょ うな 科学 者 は 現 
実 を 無視 し 、 愛 する モデ ル に し が みつ く こ と を 選択 し ます 。 左 半球 は 、 
内 部 の 一 貫 性 を 持つ 閉じ た シス テム を 好み ます 。 し た が っ て 、 モ デル と 
矛盾 する 証拠 を 無視 また は 軽視 する こと は 非常 に 役立ち ます 。 尋 ね られ 
る 質問 の 性 質 は 、 科 学者 に よっ て な され た 仮定 に よっ て 決定 され ます が 、 
それ は し ば し ば 明確 に され た り 、 認 め ら れ た り し ませ ん 。 こ の 観察 は 、 
次 の セク ショ ン へ の 良い 導入 で す 。 


あな た は 自分 が 真実 だ と 信じ て いる こと を 見 る 


蛇 と 縄 の た と え 話 


イン ド の ウ バ パニ シャ ッ ド に は 、 夕 暮れ 時 に 村 を 歩い て いた 少年 が 突然 へ 
ビ を 見 た と いう 美しい 話 が あり ます . 彼 は 叫び 始め ます : スネ ー ク ! ライ 
ン ! し ば らく し て 彼 が よく 見 る と 、 彼 が 踏み そう に な っ た の は と ぐろ を 
巻い た ロー ブ プ で ある こと が わか り ま し た 。 

これ は 、 私 た ちの 訟 識 が 、 自 分 自身 と 世界 に 対す る 信念 に よっ て どの ょ 
うに 色付け され 、 影 響 を 受け て いる か を 示す 完璧 な 例 で す 。 他 人 を 信用 
で き な い と 信じ て いる な ら 、 ど こ に で も 誠 購 が 見 らん る で し ょ う 。 それ 
は 自己 実現 的 な も の で す 。 自 分 の 意見 や 信念 を 、 適 遇 する 状況 に 投影 す 
る b 適 切 。 知 覚 と 信念 は 、 自 分 自身 の 意識 に 対す る フィ ルター の ょ うに 
機能 し 、 意 識 か ら 多 く の 貴 重 な 情 報 を 焦 断 し ます 。 

で すか ら 、 自 分 の 信念 を 注意 深く 調べ て くだ さい 。 社会 、 教 育 、 仕 事 、 
人 間 関 係 に つい て の アイ デア は どこ か ら 得 て いま すか ? マ スコ ミ か ら ? 親 
や 友達 か ら ? 経験 か ら ? 

この た と え 話 は 、 思 考 が 知覚 に 帰す る 真実 また は 現実 を 指し て いま す 。 
ブリ タニ カ 百 科 事 典 か ら : https://wwwr.britannica.com/biography/Michacl- 
Oakeshott 尋 ef1185930: 


「.. 客観 的 理想 主義 。 私 た ちの 現実 の 経験 は 思考 に ょ っ て 媒介 され る と 
主張 する 一 方 で 、 現 実は 完全 に 主観 的 で あり 、 し た が っ て 相対 的 で ある 
と いう 考え を 拒否 し ます (主観 的 理想 主義 )。 」 


興味 の ある 読者 は 、 哲 学 に 客観 的 理想 主義 の 考え が 含ま れ て いる 哲学 者 
リック グ 8 も 講 炎 て 人 ます 。 


明確 な 認識 を 達成 する の は 容易 で は あり ませ ん 。 心 の 浄化 が 必要 で す 。 
これ に つい て は 第 2 章 で 詳し く 説 明 し ます 。 そ こ で は 、 心 を 明確 な 知覚 
と 明確 な 思考 の 道 に 導く た め の テ クニ ッ ク と 方 法 が いく つか 紹介 きれ て 
いま す 。 


価値 観 は 私 た ちの 考え や 信念 を 導き ます 


価値 観 が 私 た ちの 生活 に 大 き な 影 響 を 与え を る こと は 、 驚 くべ きこ と で は 
あり ませ ん 。 結 局 の と ころ 、 価 値 観 は 、 成 功 の 重要 性 、 良 好 な 関係 を 持 
つこ と 、 お 人 金 を 稼ぐ こと 、 異 性 に 魅力 的 に 見 えれ る こと な ど 、 さ さまざま な 
役割 を 果たし ます が 、 倫 理 的 な 問題 や 道徳 的 な 決定 、 美 徳 の 発達 に お い 
て も 役割 を 果たし ます . 人 々 は 物 、 人 、 成 果 に 感謝 し ます 。 私 た ち は 、 信 
念 体系 を 通し て フィ ル タ リ ング され た 感覚 に 意味 を 与 を ます 。 


あな た の 価値 観 は 何で すか ? 簡単 な アン ケー ト 


自分 の 価値 観 を 発見 する 簡単 な 方 法 は 、 次 の 質問 を 自問 する こと で す 。 

人 生 の パー トナ ー に 何 を 求め て いる か 、 何 を 期待 し て いる か ? 私 が 最も 楽 
し ん で いる も の は 何で すか (有料 また は 無料 )? 私 が 最も や り た い 仕 事 は 何 
で すか ? お 金 の 使い 方 は ? 私 の 趣味 は 何で すか ? 私 は 人 と 一 緒 に 働く の 
が 好き で すか ? 私 は 研究 が 好き で すか ? 自然 の 中 で 働く ? 育児 ? 車 の 修 
理 ? な ん で ? 最も 重要 な 価値 観 の 概要 を つか むように し て くだ さい 。 次 
の ペー ジ に それ ら を 書き 留め ます 。 数 年 後に メモ を 再 確 認 し て 、 値 を 変 
更 し た か どう か を 確認 する 価値 が ある か も し れ ま せん . 


サイ コ サ イ バ ネ テ ィ ク ス : 目標 指向 の 脳 


最近 、Maxwell Maltz の サイ コ サ イ バ ネ テ ィ ッ クス の オー ディ オ ブッ ク 
を 聴き まし た 。 Penguin Random House Audio か ら 出 版 さ れ て いま す 。 


audiobooks.com で 見 つけ まし た 。 サ イコ サイ バネ ティ ックス 財団 の 会 長 
で ある マッ ト ・ フ ュー リー が 音声 解説 を 提供 し ます 。 

サイ コ サ イ バ ネ テ ィ ッ クス の スピ リ チ ュ アル な 形態 で ある 、 私 自身 の 著 
作 と 多く の 類似 点 が ある こと に 驚き まし た 。 オ ー デ ィ オ ブッ ク の 最初 の 
30 分 の ハイ ライ ト を 埋 い 換え る と 、 次 の よう に な り ま す 。 


ビジ ュ ア ライ ゼー ショ ン と メン タル イメ ー ジ の 操作 
セル フイ メー ジ と 成功 

精 圭 の 劇場 

脳 の 目的 指向 特性 


自己 イメ ー ジ は 、 オ ー デ ィ オ ブッ ク で は 、 個 人 の 精神 的 な 自己 イメ ー ジ 
と し て 定義 き 8 きれ て いま す 。 そ れ は 「 人 間 の 人 格 と 行動 の 真 の 鍵 ] で す 。 

第 1 章 を 参照 し て くだ さい 。 Maltz/Furey は 、「 潜 在 意識 に ある 心 の 青 
号 真 が 私 た ちの 未来 を コン トロ ー ル し て いる 」 と 主張 し て いま す 。 

誰か が 過去 に 行き 詰まり 、 自 分 の 過ち だ け を 覚え て いる 場合 、 そ れ は 自 
尊 心 が 低い こと を 示し て いま す . 

アド バイ ス は 次 の と お り で す 。 これ を 毎日 行い ます 。 

も ちろ ん 、 目 標 を 設定 する 必要 が あり ます 。 ま た 、 前 向き な 道 を 歩む た 
め に 、 ボ ジテ ィ ブ 心理 学 (Martin Selisman) と NLP (神経 音 語 プロ グラ ミ 
ング ) の 演習 も 役立ち ます 。 


精神 の 劇場 で 「 あな た の 最高 の 思い 出 、 勝 利 、 成 功 、 最 も 幸せ な 時 間 を 
思い 出し て くだ さい | . こ れ は 、NTP 手法 の アン カリ ング に 似 て いま す 。 
次 に 、 特 に 興味 深い 点 が あり ます 。 

「 閣 来 の 目標 の 達成 を 想像 し て 感じ ます が 、 達 成 さ れ た 目標 を 思い 出さ 
せる よう に 、 今 それ を 体験 し て くだ さい 。」 

これ は 、 第 6 章 に 含ま れる Roberto Assagioh に 関す る 私 の 記事 で 吉 及 し 
た 演習 に 対応 し て いま す 。 

[目標 を 達成 する 前 に 幸せ に な る こと が で きま す 」 。 

私 の メモ : 人 生 を プロ セス と し て 見 る こと で 、 そ の 瞬間 を 楽し み 、 今 ここ 
に 集中 する こと が で きま す 。 


脳 は 目的 志向 で す 。 そ れ は 目的 論 的 で す 。 そ れ は まっ た く 神 秘 的 で は あ 
り ま せん 。 サ イ バ ネ ティ ックス (制御 と フィ ー ド バッ ク の 科学 ) は 、( ブ 
ログ ラム され た ) 目標 指向 の 行動 メカ ニズム か ら 生 じ ま し た 。 第 二 次 世界 
大 戦中 お ょ び 戦 後 ま も な く の jcal シス テム 。 対空 ミサ イル は 、 よ り 効 果 
的 に 飛行 機 を 撃墜 する は ず で す 。 そ の た め 、 マ シン に フィ ー ド バッ ク 制 
御 が 実装 され まし た 。 マ シン の ター ゲッ ト 動 作 が 調査 され 、 最 適 化 され 
詩 Sb 


目的 論 や 便宜 の 考え は 、19 世紀 に 科学 か ら 禁 止 さ きれ ま し た 。 そ れ は まだ 
議論 の 余地 が ある と 私 は 信じ て いま す が 、 そ れ は 今後 の 時 代 に 受け 入れ 


られ る 知恵 に な る で し ょ う . 科 学者 は 単なる 人 間 で あり 、 通 常 、 非 常に 限 
られ た 教育 を 受け 、 ト ン ネ ル ビジ ョ ン に 苦し ん で いま す 。 歴史 は これ を 
常に 示し て いま す 。 科 学 の 偉大 な 頭脳 は 常に これ を 認識 し て いま す 。 護 
か が テー ブル か ら ベ ペン を 離す 方 法 を 正確 に 説明 で きた 人 は いま せん 。 そ 
の 事実 を 達成 する た め の 行 動 に お いて 、 あ な た の 手 に ある ペン の 考え は 
どの よ ょ うに 具体 化 き れ ま すか ? 

確か な こと は 誰 に も わか り ま せん 。 こ の 点 で 私 た ち は 謙 虚 で な けれ ば な 
り ま せん ! 


音声 に 戻り ます 。 「 自 己 イ メー ジ は 人 間 の 個性 と 行動 の 鍵 で す 」 . 「 セ ル 
フイ メー ジ が 変わ る と 、 性 格 や 行動 も 変わ り ま す 。」 

自己 イメ ー ジ は 、「 知 性 や 知 的 な 知識 だ け で な く 、 経 験 に よっ て 、 恨 く 
も 悪く も 変化 する 」. 

「 私 た ちの 現在 の 自信 と バラ ンス の 状態 は 、 私 た ちの 経験 の 結果 で 

bk 訂 | 

実際 、 こ こと 第 2 章 で 与え を られ た 演 折 は 、 人 が 自分 の 人 生 を 整理 し 、 前 
向き な 方 向 に 向け る の に 役立ち ます 。 

[創造 的 な 経験 を 使っ て 、 よ り 良 い セ ルフ イメ ー ジ を 作成 する 」 . 

これ に つい て は 、 第 2 章 で きら に 説明 し ます 。 そ こ で は 、 和 下 定 的 な 考え 
を 変換 する た め の 視 覚 化 テク ニッ ク が 提供 され ます 。 


成功 は 自信 を 高め 、 和 失敗 か ら 多 く を 学ぶ こと が で きま す 。 

和 柔軟 で オー プン で ある こと 。 自 己 受容 は 、 私 た ち が 宇 宙 の 不可 欠 な 部 分 
で ある と いう 認識 に よっ て 刺激 きれ ます . こ れ に つい て は 、 次 の 章 と 付録 
A で さら に 詳し く 説 明 し ます 。 そ こ で は 、 あ ら め ゅ る 時 代 の 偉大 な 賢者 の 
経験 と 知識 に 照ら し て 、 人 間 の 可能 性 が 議論 され て いま す 。 


最後 に : どん な に 小さき く て も 大 きく て も 、 達 成 し た こと を 思い 出し て 、 
日 々 の 生活 で 直面 する 課題 を 続け る よう に 促し て くだ さい 。 


第 2 章 : 思考 プロ セス の 分 析 [2] 


思考 は 何で すか 新しい 視点 


自分 の 心 が か どこから 来 る の か 考え ん た こと は あり ます か ? 人 間 は どの よ ょ う 
に し て 複雑 な 数 学 的 シス テム を 構築 し 、 格 来 の 出来 事 を 予測 し 、 そ れ に 
応じ て 計画 を 立て る こと が で きる の で し ょ うか ? 思 考 は 何で すか あな た は 
思考 の 創造 者 で すか 、 そ れ と も 他人 か ら 来 る 思考 の 受動 的 な 受信 者 で す 
か ? テ レバ パシ ー は どう で すか ? 次 の セク ショ ン で は 、 思 考 プ ロ セ ス を 詳し 
く 見 て いき ます 。 以 下 の 点 に 注意 し て 、 こ れ ら の アイ デア を 実際 の 状況 
に 関連 付け て みて くだ さい 。 特 に 断り の な い 限 り 、 引 用 は 私 の 著書 
Mysteries of the Human Mind か ら の も の で 、archive.org また は 
academia.edu で 無料 で 入手 で きま す 。 


[2] この 章 を あり が と う DJP ボ ポイ ント ・ ロ マ 神 智学 協会 の オラ ンダ 支部 
[プラ ヴァ ツキ ー 家 ] の 元 指導 者 コク 。 


思考 の 性 格 


科学 者 は 、 思 考 が 実際 に 何で ある か を 知り ませ ん 。 彼ら は 、 脳 内 の 
ニュ ー ロ ン の ネッ トワ ー ク が 何ら か の 形 で 思考 を 生み 出す と いう 仮説 を 
立て て いる よう で す が 、 こ れ が どの よ ょ うに 機能 する の か 、 ま し て や 抽象 
的 な 思考 が どの ょ うに 発生 する の か は わか り ま せん 。 


思考 は 非常 に 多様 で あり 、 質 も 異な り ま す 。 た と えば 、 思 考 の 1 つの 側 
面 は 渦 思 で す 。 欲 紀 と 生 の 情熱 が あり ます が 、 空 飛ぶ 野 纏 も あり ます 。 
人 々 は 苦し め ら れ 、 考 え に 取 りつ か れる こと さえ あり ます 。 思考 は 、 人 
が 的 抗 で き な い ほど 強く な る こと が あり ます 。 


生き 物 の 特徴 を 見 て み ま し ょ う 。 何 か を 生き て いる と 呼ぶ に は 何 が 必要 
で すか ? 


基準 は 生物 学者 に よっ て 異な り ま す が 、 以 下 を 使用 で きま す 。 


1. 生物 は 誕生 と 死 の 過程 を 経る 。 

2. 生物 は 何ら か の 形 で エサ を 必要 と し て いま す ( 代 謝 ) 
3. 生 き 物 に は それ ぞ れ の 性 格 が あり ます 。 

4. 生物 は 何ら か の 形 で 繁殖 する こと が で きま す 。 


$. 生物 は それ ぞ れ の 意識 を 持っ て いま す 。 


思考 分 析 は 、 思 考 が これ ら す べ て の 点 を 満た し て いる こと を 示し ます 。 


1. 歴史 で は 、 あ る 時 代 に お ける 「 ア イデ ア の 誕生 ] に つい て よく 語ら 
ます 。 名 乗る 例 は た くさ ん あり ます 。 フ ラン ス 草 命 定め YOT 
事 だ け で な く 、 ル ネッ サン ス 、 産 業 革 命 。 コ ユン ピュ ー タ ーー 時 代 、 デ ー タ 
ハイ ウェ イ な ど 、 徐 々 に 発展 し て いく 他 の 多く の エピ ソー ド も この よう 
に 見 る こと が で きま す . ア イデ ア が 生ま れ た 後 、 そ れ は 成長 し 、 あ る 程度 
進化 し 、 最 終 的 に は 別 の アイ デア (パラ ダイ ム ) に 取っ て 代わ られ る た め 
に 消滅 し ます 。 


2. 何 か を 買い た いな どの 欲求 が し ば し ば ある こと は 誰 も が 知っ て いま す 。 
私 た ち が こ の 願い を 叶え る と 、 付 随 す る 考え は し ば し ば すぐ に 消え て し 
まい ます 。 それ を 実現 で き な い 場合 、 次 の 2 つの こと が 起こ り ま す 。 そ 
れ は 、 忘 れ て し まう か 、 そ の 欲求 が 三 常 に 強く な り 、 そ の 欲求 を 満た さき 
な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 こ の 願い が 叶う まで 、 私 た ち は 気 が 
狂い そう に な り ま す 。 私 た ち は 常 に この 思考 に 欲望 の エネ ルギー( 思 考 の 
第 4 の 側面 、 以 下 を 参照 ) を 与 を て お り 、 そ れ が この 思考 を 丘 常 に 強力 で 


大 き な も の に し て いま す 。 こ の プロ セス の 多く の 例 は 、 私 た ち が 自 分 自 
身 の り コ ント ロー ル を 失い 、 い くつ か の 行動 に 巻き 込ま れ 、 本 当 に 混 沖 と 
し た 状況 に な る 可能 性 が ある こと を 示し て いま す . あ あ 、 こ れ ら の こと を 
芝 二 と が な が っ ら た らち ポ か っ た の C。 

思考 は 、 維 持 す る 度合 い に よ っ て 形 に な り 、 長 持ち し ます 。 私 た ち が 彼 
ら に ほとん ど 注 意 を 払わ な いと 、 彼 ら は 死ぬ 可能 性 が 高く な り ま す . 


3. 独自 の 性 格 を 持つ 思考 は 、 次 の ょ うに 理解 で きま す (コッ ク 氏 の 思考 
の 流れ の 私 の 癌 い 換え )。 私 た ち 自 身 の 性 格 の これ ら の 思考 の 逸 科 し た 性 
格 が あり ます 。 こ れ ら の 考え は 、 根 を 下ろ し て 発 非 する の に 適し た 土壌 
を 私 た ちの 中 に 見 つけ られ ませ ん 。 


逆 に 、 考 え や アイ デア の 性 質 が 私 た ちの 性 格 の 性 質 と 一 致し て いれ ば 、 
その 考え や アイ デア は は る か に 簡単 に 意識 に 届き ます 。 

誰か が すでに 人 種差 別 へ の 要素 や 傾向 を 持っ て いる 場合 、 人 種差 別 的 な 
考え は 誰か の 心 の 中 で より 簡単 に 反響 し ます . 私 た ち が 自 + 自 身 の 中 に 美 
意識 や 調和 を 発達 させ た と き 、 芸 術 は より 高く 評価 され ます . 


4. 思考 の 伝播 は 、 一 見 奇妙 に 思え を る か も し れ ま せん 。 し か し 、 私 た ち は 
皆 そ れ を 知っ て いま す 。 先生 が 私 た ち に 何 か を 育 い 、 私 た ち が そ れ を 受 
け 入 れる と き 、 こ れ ら の 考え は 私 た ちの 頭 の 中 で 肥 汰 な 土合 を 見 つけ 、 
成長 し 、 開 花 し ます 。 そ し て 実 を 結ぶ 。 次 に 、 こ れ ら の アイ デア を 他 の 
人 に 伝え (「 心 の 種 を まく ] )、 そ こ で 新しい 命 を 見 つけ る こと が で きま す 。 
今日 、「 ミ ー ム 」 に つい て 耳 に し ます が 、 さ ら に 一 歩 進 ん で 、 思 考 は 空 
中 に 浮か ぶ 情 報 以 上 の も の で ある と 詩 い ます 。 


$. 思考 に は 独自 の 意識 が あり ます 。 私 た ち は 隅 、 考 を え を に か な り 「 取 りつ 
か れ て いる | こと が ある こ 隊 R 私 た ち は 、 思 考 の 強い 影 
響 力 か ら 逃 れる の が 丘 常 に 困難 で す 。 思 考 は 巨大 な 割合 に 成長 し 、 私 た 
ちの 意識 か ら 他 の 思考 を ブロ ッ ク し ます . こ の ょ うな 状況 に どの よう に 対 
処し ます か ? 私 た ち は 全 力 で 他 の 考え に 集中 し な けれ ば な り ま せん 。 何 
ょ り も 、 こ の 鉄 の 東 縛 か ら 自 分 自身 を 解放 する た め に 行動 し な けれ ば な 
り ま せん 。 建設 的 な アプ ロー チ に つい て は 、 次 の セク ショ ン を 参照 し て 
くだ さい 。 

この 自己 認識 の 良い 例 は 、 私 た ち が 普 段 は し な い 無 私 の 行動 に つなが る 、 
偉大 で 感動 的 な 考え を に と ら わ れ て いる と き で す 。 


コッ ク 氏 は 「 思 考 は 生き 物 だ 」 と 結論 すけ て いま す 。 
[彼ら は 振動 的 な 側面 を 持っ て いる だ け で な く 、 そ の 中 に 生命 を 持っ て 
いま す 。」 [3] 


[3] 今 日 、 汎 心 論 の 哲学 が 哲学 者 の 間 で 支持 を 得 て い ます 。 科 学者 は 意識 
を まっ た く 説 明 で き な い か ら で す 。 確か に 、 パ ン サ イキ ズム は 古代 の 


人 々 の 間 で 普 刀 的 で し た 。 デ カル ト が 彼 の 二元論 的 スキ ー ム を 策定 し 、 
唯物 論 的 哲学 が 勢い を 増し た 後 、 そ れ は 拒否 され まし た . 


次 に 、 私 た ちの 頭 の 中 を 流れ る 思考 の 流れ は 、 多 数 の 生き 物 で 構成 され 
て いる と いう コク 氏 の 主張 に 従い ます 。 彼 は 、 私 た ちの 心 は いわ ば 、 思 
考 形態 や イメ ー ジ を 知覚 する 能力 で ある と 付け 加 を て いま す 。 こ れ ら の 
エン ティ ティ の 影響 に 受動 的 に 服従 する 必要 が な いこ と が すぐ に わか り 
ま が か 


ュ コッ ク 氏 は 続け て 次 の よう に 述べ て いま す 。 こ の 知識 を 応用 する こと で 
(次 の 段落 も 参照 )、 知 覚 と 経験 の 新しい 視点 を 開く こと が で きま す 。 

も ちろ ん 、 こ の 鍵 を 適用 する 前 に 、 自 分 の 思考 で この 位 連 の 正 し さ を 体 
験 し な けれ ば な り ま せん 。」 


次 の 部 分 は 、 私 が 持っ て いる コッ ク 氏 に よる 丘 公 開 文書 の ゆる い 圭 い 換 
えと 翻訳 で す 。 


生き て いる 存在 と し て の 思考 の 性 質 を 探求 する た め に は 、 自 分 自身 を 思 
考 の 創造 者 と し て で は な く 、 思 考 の 観察 者 また は 目撃 者 と し て 見 る こと 
を お 勧め し ます . す べ て の 存在 の 本 質 で ある 一 つの 生命 の 一 部 と し て 自分 
自身 を 見 て くだ さい 。 そ うす る こと で 、 目 撃 し や すく な り ま す 。 
思考 プロ セス 


ここ で 、 私 の 最初 の 本 「 人 間 の 心 の 謎 ] に 書い た こと の いく つか を 、 莉 
千 の 修正 を 加え て 繰り 返し ます 。 


知恵 の 伝統 は 「 意 識 的 な 思考 と 無意識 の 思考 を 区 別 す る . 


[無意識 の 思考 は 、 私 た ち が 頻 島 に 行っ て いる こと で す 。 私 た ち は 、 科 
学 の ドグマ 、 商 業 ス ロー ガン 、 技 術 革新 、 政 治 的 宣伝 な ど を 無 批 剃 に 受 
け 入 れ ま す 。 強 い 個 性 が 自分 自身 へ の 影響 や 世界 の 状況 に つい て 知ら な 
い 限 り 、 強 い 個 性 が 人 々 に アイ デア を 押し 付け る こと は 非常 に 簡単 で す 。 
世界 。 そ れ で も 、 私 た ち は も っ と よく 知る べき で す 。 私 た ち は 皆 、 戦 争 
の プロ パガン ダダ が いか に 人 々 を 狂気 に 駆り 立て る か を 知っ て いま す 。 プ 
ロ パ ガン ダ 、 ス ロー ガン 、 広 告 な ど は 、 人 々 が それ ら の メッ セー ジ の 影 
響 を 認識 し て いな い 場 合 、 簡 単に 影響 を 与 を る こと が で きま す 。」 


「 思考 過程 や 思考 が 他人 や 自分 自身 に 及ぼ す 影 響 に つい て の この 無知 は 、 
人 類 に 多く の 災害 を も た らし て きま し た 。 私 た ち は 意 識 的 に 考え を て いる 、 
事実 が そう で は な いこ と を 示し て いる と き に 自分 の 考え を を コン トロ ー ル 
し て いる と いう 錯覚 に 陥り ます 。 実 際 の と ころ 、 私 た ち は 明 確 な 理由 
(個人 的 な 利益 、 政 治 的 権力 、 商 業 的 理由 な ど ) を 持っ て いる 強力 な 人 物 
に よっ て 投影 され 、 増 峠 され た 思考 の 波 に 乗っ て いま す 。 気 を つけ て く 
だ さい 、 こ れ は すべ て 菅 妙 に 行わ れ て いま す 。 私 た ち は 丘 常に 多く の 権 


利 を 持っ て いる と 信じ な けれ ば な り ま せん (私 た ちの 貴 任 は どう で すか 9)。 
私 た ち は 、 こ れ ま た は その 最新 の 技術 オブ ジェ クト が 必要 で ある と 信じ 

な けれ ば な り ま せん (本 当 に 必要 で すか 9)。 彼ら は 私 た ち に ほとん ど 何 で 
も 信じ きせ よう と し ます 。 恐ろし い 状 況 で す 。] 


「 ど うす れ ば この 受け 身 の 考 え 方 を 打破 で きる で し ょ うか 。 意 識 的 また 
は 明確 な 思考 を 通じ て 。」 


意識 的 思考 : 思考 の 流れ を 観察 する 


ーー * 


思考 を 生き 物 と し て 認識 する こと は 、 意 識 的 な 思考 へ の 重要 な ステ ッ 
プ で す 。 な ぜ な ら 、 そ れ に よっ て 、 自 分 自身 の 思考 に 対す る 自分 自身 の 
責任 に つい て 疑い が な く な る か ら で す 。 思考 は 単純 で 、 衝 動 f に 奴隷 的 
に 従う 基本 的 な 存在 で す 。 従 う 。 彼ら は 通常 、 思 考 プ ロ セ ス が 手 に 負え 
な く な っ た と き に 自分 の 意識 を 表現 し ます 。 

これ ら の 事実 を 知り 、 そ れ ら に つい て の 知識 を 適切 に 適用 すれ ば 、 多 く 
の 精神 障害 を 予防 で きる 可能 性 が あり ます 。] 


「 思考 プロ セス を 説明 する た め に 、 ラ ジオ や テレ ビ の 電波 を 送信 する 技 
術 に つい て 考え る こと が で きま す 。 受 信 機 は 特定 の 周波 数 を 受信 する こ 
と が で き 、 チ ャ ネル の 1 つ に 同調 する こと で 、 メ ッ セ ー ジ が 目 に 見 えて 
理解 で きる よう に な り ま す 。 同様 に 、 人 は 自分 の 思考 周波 数 の 範囲 内 に 
あぁ る 思考 波 を 拾い ます 。 人間 の 心 の 場合 、 思 考 の 送り 手 と し て も 受け 手 
と し て も 機能 で きる こと は 明らか で す 。」 


「 子 ども を 見 る と 、 生 まれ た 時 か ら そ れ ぞ れ の 人 性格 を 持っ て いる こと に 
気づき ます 。 人 徐々 に 、 人 生 の 最初 の 数 年 間 で 、 彼 は 自分 の 性 格 を 表現 し 
全 め ます 。 こ の キャ ラク ター は いわ ば 帯域 幅 を 形成 し 、 そ の 中 で 思考 が 
吸収 また は 認識 され ます 。 

育成 、 教 育 、 お よび 他 の 多く の 要因 が 子供 に 影響 を 与え を 、 狭 い 人 生 観 を 
通じ て この 範囲 を さら に 狭め ます 。 た と えば 、 子 供 が 思春 期 に 伝統 や 修 
見 に 反撃 し な いわ け で は あり ませ ん が 、 通 常 、 環 境 の 影響 は 強 す ぎ て 反 
撃 で きま せん 。 そ し て 、「 ま と も な 」 市 民 が 生ま れ 変 わり 、 功 利 主 義 的 
な 生き 方 に 適切 に 適 店 し ます 。」 


注 : 今日 、 こ の 教育 は も は や 十分 で は あり ませ ん 。 健康 で 調和 の と れ た 生 
活 様 式 へ の 移行 は 、 人 類 の 生存 に と っ て 絶対 に 必要 な も の に な っ て いる 
か ら で す 。 


「 こ れ は 、 新 し く て さわ や か な アイ デア が 人 間 の 心 に 入る の が 非常 に 難 
し い 理 由 を 説明 し て いま す . 私 た ちの 心 は 、 人 生 に つい て の 伝統 的 な 概念 
や 考え を に あま り に も 結 卓 化し て いま す . 受 信 脳 は 、 特 定 の 周波 数 の 思考 の 
み を 受信 し て 伝達 する こと が で きま す 。 こ の 事実 は 、 知 ら ず 知ら ず の う 
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ち に 、 あ る い は 故意 に 、 商 業 的 お よび 政治 的 目的 に 悪用 きれ て いま 
す 。 | 


「 ど うす れ ば これ を すべ て 変え る こと が で きま すか ? まず 第 一 に 、 変 化 
の プロ セス は 人 々 自身 か ら 始 め な けれ ば な り ま せん 。 なぜなら 、 彼 ら は 
自分 が 買 か れ て いる 精神 的 (心理 的 ) 状況 や 状態 を 認識 し な けれ ば な ら な 
いか ら で す 。 そ うし て 初め て 、 彼 は 考え 方 を 変え る 決心 を する こと が で 
きま す 。 彼 また は 彼女 は 他 の 思考 周波 数 、 つ まり ょ り 高 い 思 考 の 側面 に 
同調 する こと が で きま す 」 (以下 の 7 つの 思考 の 側面 を 参照 )、 洗 練 さ れ た 
思考 の 質 。 「 彼 ] と 書き ます が 、 も ちろ ん 「 彼 女 ] と も 読め ます 。 


マイ ナス 思考 を 中 和 す る 簡単 テク ニッ ク 
「 今 、 自 分 の 性 格 の 欠点 と 戦 お うと し て も 、 う まく いき ませ ん 。」 


" 女 ぜ だ めで すか ? 戦う こと で 、 生 き 物 で ある 思考 を 養う か ら で す 。 彼ら 
が 負え る 代わ り に 強く な る よう に 。 戦う 代わ り に 、 不 要 な 考え を 忘れ 、 
死な せな けれ ば な り ま せん 。 そのため に は 、 自 分 の 考え を 認識 し 、 正 反 
対 の ポジティブ な 考え を 単純 に 考 を る こと で ボ ポジティブ な 衝動 を 与え る 
必要 が あり ます 。 こ の ボ ポジティブ な 考え に 従っ て 考え 、 行 動 す る こと で 、 
ネガ ティ ブ な 考え の 影響 を 凌 人 和 し ます 。 こ の 実践 に 固執 する こと で 、 思 
考 の 質 を 変え ん る こと が で き 、 私 た ちの 心 を 他 の 周波 数 、 ょ り 利 他 的 、 ス 
ピリ チュ アル 、 ボ ジテ ィ ブ な ど で 機 能 き せる こと が で きま す 。 彼ら が 私 
た ち を 動 き せな いで くだ さい )。 私 は ここ で か な り 正 気 な 人 々 に つい て 
話し て い ぃ る. 


注 : 社会 で 間違っ て いる こと に 対す る 怒り や 怒り な ど は 、 和 否定 的 な 考え と 
は 見 な され ませ ん 。 和 怒り の エネ ルギー は 、 通 常 、 力 の プー ル を 通じ て 、 
物事 を 成し遂げ る た め に 利用 で きま す 。 B. 市 民 社 会 組織 、 労 働 組合 な ど 
に よる 

常識 は 人 生 の すべ て に お いて 常に 必要 で す 。 


思考 の 7 つの 側面 


知恵 の 伝統 に は 、 思 考 の 7 つの 側面 が 挙げ ろ れ て いま す 。 

肉体 的 、 感 情 的 、 活 力 、 欲 求 、 知 性 、 古 感 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン 。 

私 の 最初 の 本 (上 記 参 照 ) で は 、 こ れ ら の 側面 を 詳細 に 説明 し まし た 。 こ 
こ で は 、 こ れ ら の 資料 の 一 部 を 要約 し ます 。 

上 記 の 引用 は 私 の 本 か ら の も の で す 。 


思考 の 物理 的 側面 は 、 身 体 の ケア と 必需 品 を 扱い ます 。 も ちろ ん 、 こ れ 
は ある 程度 必要 で す 。 
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後 で 見 る ょ うに 、 体 に 注意 を 向け すぎ る と 、 他 の 側面 か ら 注意 が そら さき 
れ ま す 。 


思考 の 感情 的 側面 は 、 心 に 与え られ る 感覚 的 印象 と 、 そ の 知覚 に 対し て 
人 が 与え る 反応 に 関連 し て いま す 。 そ れ が 多 す ぎる と 、 感 情 に 退化 する 
可能 性 が あり ます 。 エ ピク テト ス や マル クス ・ ア ウレ リウ ス な どの スト ア 
派 ( ス ト ア 派 ) の 著書 を 読ん で みる の も いい か も し れ ま せん 。 今 日 、 ス ト 
イッ ク な アイ デア は 、 人 々 が 心 の 安らぎ を 見 つけ る の を 助け る た め に 勢 
い を 増し て いま す . 後 で マヤ マー カス ・ ア ウレ リウ ス に 戻り ます 。 


思考 の 重要 な 側面 と は 、 具 体 的 な 行動 に お ける 心 (「 精 神 、 心 」 ) の 活動 を 
指し ます 。 活 力 を 過度 に 表現 する 例 と し て 、 ビ ジネス の すべ て を 計画 お 
ょ び 管 理 し た い マ ネー ジャ ー を 考え て み ま し ょ う 。 

思考 の 渦 形 の 側面 は 、 し ば し ば 誤解 さん て いま す 。 

欲 刀 は 、 電 線 を 流れ る 電気 の よう な 中 立 的 な カカ で す 。 良く も 悪く も 使え 
まま 9 


私 の 最初 の 本 で 、 私 は 次 の よう に 書き まし た 。 


| 自分 の 行動 の 育 後に ある 動機 を 理解 する こと は 、 自 己 認識 の プロ セス 
の 基本 で す 。 こ の 動機 は 、 利 己 的 また は 無 私 の 場合 が あり ます 。 文 化 や 
時 代 ご と に 異な る 相対 的 な 用 語 で ある 「 良 い ] また は 「 悪 い ]| に つい て 
話す 代わ り に 、「 利 己 的 ] また は 「 義 利 己 的 ] と いう 用 語 を 基準 と し て 、 
自分 の 行動 や 思考 を 剃 断 する 基準 と し て 使用 する こと を お 勧め し ます 。 

. し か し 、 私 た ち は 利 他 的 で ある 可能 性 が ある 野心 な どの 微妙 な 動機 に だ 
まさ れる 可能 性 が あり ます 。 


私 た ちの 動機 が 何で ある か を 明確 に 理解 する に は 、 多 く の 誠 実 き が 必 要 
で す 。 発達 し た 痢 断 や 理解 の レベ ル に 応じ て 、 こ れ ら の 微妙 な 動機 を 見 
分 ける こと が で きま す 。 


私 た ち は 自 分 の 情熱 の 奴隷 で すか 、 そ れ と も 心 の 活動 を コン トロ ー ル し 
て いま すか 9?9 こ の 重要 な 主題 は 、 バ ガ ヴ グ ヴァ ッ ド ギー ター で の クリ シュ ナ 
と アル ジュ ナ の 会 話 の 一 部 で す 。 


高 次 の 例 : 崇高 な 野心 。 下 位 形 の 例 : 激しい 情熱 。 


思考 の 知 的 側面 は 、「 思 考 の 1 つの 側面 に すぎ ず 、 最 高 の も の で は あり 
ませ ん 。 知 性 は 通常 、 問 題 を その 文 服 か ら 分 離す る こと に よっ て 機能 
ます 。 断片 的 で 部 分 的 な 知識 が あり ます 。 真 の 理解 と 結び つか な い 限 り 、 
物事 の 核心 や 本 質 に 到達 する 能力 は 限ら ろ られ て いま す 。 多く の 場合 、 症 状 
と 闘い 、 何 も 解決 し ませ ん 。 


フク 


高 次 形式 : 知性 を 使用 し て 、 問 題 の 核心 また は 状況 が 実際 に 何で ある か を 
真 に 理解 する と いう 文脈 で 、 実 用 的 な 解決 策 を 考え 出し ます 。 


下位 の 形式 : 科学 や その 他 の 分 野 の モデ ル に 人 盲目 的 に 依存 し 、 そ の 固有 の 
制限 や 欠点 を 理解 する 必要 は あり ませ ん 。」 


思考 の 青 感 的 な 側面 は 、 純 粋 な 知性 を 指す も の で は あり ませ ん 。 し か し 、 
物事 、 人 、 状 況 を 深く 理解 する 必要 が あり ます 。 状 況 を 一 瞬 で 把握 し 、 
問題 の 解決 策 を 特定 で きま す 。 

[いわ ば |「 心 の 目 』」 で 見 て いま す 。 こ の イン スピ レー ショ ン の ひら めき 
を 得 た 後 、 自 分 自身 の 知 的 な 面 で 体系 的 に 解決 する に は 時 間 が か か る 場 
合 が あり ます 。」 


「 理 解 と は 、 部 分 と 全体 の 関係 を 理解 する こと と 関係 が あり ます 。 科 学 、 
精神 性 、 哲 学 の 関係 を 見 る こと が で きま す 。 個 人 を 集合 体 な どか ら 本 当 
に 切り 離す と は で き な い こと を 理解 し て いま す 。 人 は 、 人 間 、 自 然 、 
宇宙 全般 に 組み 込ま れ た 調和 と 秩序 を 認識 し て いま す 。」 


思考 の この 側面 は 、 悟 り の 側面 と 呼ぶ こと が で きま す 。 
[思考 の レベ ル だ け で な く 、 そ れ を 超え て この 側面 を 完全 に 発達 させ た 
と き 、 そ の 人 は 専門 的 に は 仏陀 また は 菩薩 と 呼ば れ ま す 。」 


例 : [物事 に 対す る 自分 の 理解 を 利用 し て 、 他 の 人 が 人 類 の 状態 を 改善 す 
る の を 助け て くだ さい 。] 


思考 の 刺激 的 な 側面 。 


[偉大 な 芸術 作品 に は 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン の 影響 が は っ きり と 表れ て 
いま す 。 ま た 、 す べ て の 年 齢 の 神秘 主義 者 は 、 統 一 意識 の 状態 で 素 晴 ら 
し い ビ ジョ ン 、 す べ て の 生命 の 実際 の 全体 性 の 経験 を 経験 し て いま す 。 
森 の 中 を 歩い て いる と 、 す べ て の 存在 (一 般 的 な 生命 ) と の つなが り を 感 
じ 、 一 体感 に 浸 こ と が あり ます 。」] 


一 般 に 、 私 た ち は 理 解 力 や 古 感 力 を 発達 させ る こと に よっ て の み 、 こ の 
側面 を 発達 させ る (同一 視 す る ) こと が で きま す 。 


例 : 量子 力学 の 創始 者 の 1 人 で ある マッ クス プラ ンク の ょ うに 、( 実 際 の 
ぢ 古 感 に 基づい て ) 科学 に 新しい 概念 を も た らし ます 。 芸 術 の 傑作 を 作成 し 
ます 。 


[思考 の 7 つの 側面 すべ て が 完全 に 発達 し た と き 、 私 た ち は 真 に 完全 で 
調和 の 取れ た 健康 な 人 間 と 斉 え ます 。」 
私 た ち は 人 格 を 超越 し て 、 内 な る 精神 の 影響 に 心 を 開い て いま す 。 
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タス ク と 演習 


1. 心 の 7 つの 側面 を 学ん だ と ころ で 、 あ な た の 心 の 中 で 、 ま た は 心 を 通 
し て 働く 主 な 側面 を 1 つか 2 つ 挙 げ て くだ さい 。 ど う や っ て 知る こと が 
倒さ きま すか? 

思考 を 習得 する た め に 、 こ れ ら の 側面 や その 他 の 側面 に どの くら い の 時 
間 を 割 き ます か ? 


2. 毎 日 、 人 否定 的 な 考え を 中 和 す る 方 法 を 使用 し ます 。 
あな た の 経験 を 書き 留 め て くだ さい 。 答え る 前 に 10 まで 数 えた ら 、 前 
向き な 考え を 想像 する 時 間 が で きま すか ? 


過 券 バター シン を え る 


思考 、 行 動 、 汗 慣 、 性 格 の サイ クル 


思考 パタ ー ン を 変え る 方 法 は すでに 見 て きま し た 。 こ の フロ セス を さら 
に 明確 に する た め に 、 い くつ か の 重要 な キャ ラク ター の 質問 を 見 て いき 
ます (これ も DJP Kok の 作品 の 埋 い 換え と 翻訳 に 基づい て いま す が 、 

私 自身 の メモ で 補強 され て いま す )。 

スト ア 洲 、 汎 心 論 

帝国 の 哲学 者 マル クス ・ ア ウレ リウ ス は 、 彼 の 「 眼 想 ] で 次 の ょ うに 迷 べ 
て いま す 。 


「 あな た の 人 生 は 、 あ な た の 考え が 作る も の で す ] 。 


「 こ の 真実 は 、 す べ て の 行動 の 背後 に 対応 する 思考 が あり 、 繰 り 返 され 
る 行動 が 習慣 こ に なる と いう 事実 に 基づい て いま す . 
思考 習慣 を 変え る と 、 性 格 が 変わ る と いう こと で す ! も ちろ ん 、 私 た ち 
は 思考 の 習慣 を 変る と いう この 実践 を 使わ な けれ ば な り ま せん 。」 


「 変化 の 方 向 は 、 超 個人 的 、 超 個人 的 、 無 私 無欲 の 思考 の 方 向 に 向け ら 
れる べき で す 。」 自己 忘却 を 実践 し 、 す べ て の 利益 の た め に 働き 、 教 条 
主義 、 グ ルー プ の 利益 と 不正 と 戦っ た 歴史 の 中 で 、 男 性 と 女性 の 素 晴 ら 
し い 例 が あり ます 。 ま た は 作成 され た 偉大 な 芸術 作品 な ど 
これ ら は 文明 の 真 の 創始 者 で し た ! 彼ら は 私 た ちの 例 に な る こと が で き 
まま 。 」 


誰 も が 文化 の 担い 手 と な り 、 す べ て の 人 が 自分 の 持つ 最高 の 資質 を 伸 ば 
し 、 表 現す る 機会 を 持つ 社会 の 形成 に 貢献 する こと が で きま す 。 
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「 あ な た が し な けれ ば な ら な い の は 、 あ な た の 中 に ある 創造 カ を 使 
と だ け で す 。 テ クニ ッ ク は 簡単 で す 。 想像 力 を 働か せ て 、 な り た い 
の 姿 を 描き まし ょ う 。 " 


2 
自分 


創造 的 な 想像 力 (人 間 の 魂 の 形成 力 ) の 途方 も な い 力 を 発見 する で し ょ う 。 
私 は ここ で 単なる 想像 力 に つい て 話し て いる の で は な く 、 ス ピリ ッ ト メ 
ンタ ル 面 で の 思考 の ょ り 高 い 側 面 の 力 、 特 に 十 感 と イン スピ レー ショ ン 
に つい て 話し て い ぃ る. 


「 一 方 で 、 あ な た は 今 の 自分 の 性 格 を 知っ て いま す 。 一 方 、 あ な た は ど 
の よう に (そし て お そら くす で に 深く 入っ て いる : あな た の 体質 の 一 部 で 
あり 、 義 常に 高い レベ ル の 意識 と 精神 的 な 発達 を 持っ て いる ハイ ヤー セ 
ルフ )。 付 録 A を 参照 し て くだ さい 。 

これ ら の エネ ルギー が あな た の パー ソナ リティ に 流れ る よう に する こと 
で 、 あ な た の パー ソナ リティ を ハイ ヤー セル フ の 内 な る 特質 に 対し て 透 
明 に する こと が で きま す 。 こ れ は 、「 精 神 世界 と の 整合 ] 、「 内 な る 世 
界 へ の 架け 橋 の 構築 」 、「 精 神 的 振動 の 構築 」] と 呼ぶ こと が で きま す 。 
これ は 世界 に 良い 影響 を 与え を る で し ょ う 。」 


「 これ ら の 力 は すべ て 、 存 在 の 内 側 と 外側 の 領域 を つなぐ 球体 で ある ア 
スト ラル マト リッ クス (上 記 の 場合 は その 上 位 部 分 ) を 介し て 機能 し ま 
す [マト リッ クス の 詳細 を 参照 1」 ア スト ラル 光 ま た は フィ ー ル ド マト 
リッ クス は 、( た と えば ) 思考 衝動 が 体 の 動き に どの よう に つなが る か 、 
テレ バシ ー と 透視 が どの よう に 機能 する か な ど を 説明 する 上 で 重要 な 要 
素 で す 。 


注 : こ の マト リッ クス に は 成形 プロ パティ が あり ます 。 Rupert Sheldrake 
は 、 形 態 的 (形成 的 ) 因果 関係 を 仮定 し まし た : フォ ー ム フィ ー ル ド の 存 
在 。 彼 は また 、 犬 の 飼い 主 と 犬 の 間 の テレ バシ ー に 関す る 実験 も 行い ま 

し た 。 括 常 に 説得 力 の ある も の 。 


「 こ の プロ セス (上 記 参 照 ) を 通じ て 、 あ な た は 徐々 に 自分 自身 を より 完全 
な 人 間 に 変 えた て いき ます 。 心 の ょ より 高 い 側 面 は 、 自 分 自身 の 中 で 、 自 分 
自身 を 通し て 自分 自身 を 表現 で きる よう に な り ま す 。」] 


人 格 は ハイ ヤー セル フ と つなが っ て いま す 。 私 た ちの 心 は 、 こ の 自己 に 
ょ っ て 発火 また は 炎症 を 起こ し ます 。 ち な み に 、 こ れ に より 、 括 常に 多 
く の 生 物 学者 を 困惑 させ て きた 抽象 的 思考 の 発達 また は 進化 の 謎 が 解決 
され ます 。 


[ある 視点 か ら 考 える と いう こと は 、 ハ イヤ ー セ ルフ か ら 発 せら れる 績 
粋 な 思考 の 光線 が 、 脳 の 乱 流 の 鏡 に 映し 出さ れる 一 種 の 「 反 射 ] で す 。 
その 鏡 を 透明 に し て 、 そ の 純粋 な 光線 を 透き通っ た 心 に 反射 さき せる こと 
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が で きま す 。」 


| 宅 人 の デ グ ク ミ ニッ ツ の と は 、 人 なりたい 自分 の イメ ー ジ を 作成 し 、 そ の イメ スー 
ジ を 完璧 に する 必要 が ある と いう こと で す 。 こ の 理想 的 な イメ ー ジ は 、 
人 生 に 対す る あな た の 理解 の 成長 に 比例 し て 成長 し 、 洗 練 さ れ て いき ま 
す 。 古 い 考 え 方 や 行動 に 戻っ て し まう と , きっ と 困難 に 証 面 する こと で 
し ょ う 。 こ れ は 、 思 考 の 習慣 を 変え 続け る た め の イ ン セ ン テ ィ ブ に な る 
仁和 窟 す 。 


意識 の 流れ を 観察 する 


「 生 物 と し て の 思考 の 性 質 を 調べ る 際 に は 、 自 分 自身 を 思考 の 創造 者 と 
し て で は な く 、 思 考 の 目撃 者 と し て 見 る こと が 賢明 で す 。 す べ て の 本 質 
で ある ワン ライ フ の 一 部 と し て 自分 自身 を 見 て くだ さい 。 そ うす れ ば 、 
証人 状態 に 入り や すく な り ま す 。」 


「 自 分 の 思考 の 流れ が 自然 に どの 「 流 れ ] に 洛 っ て いる か を 誰 識 す る た 
め の 良 い 方 法 は 、 眠 り に つく 前 の 瞬間 に 自分 の 思考 の 流れ を 観察 する こ 
と で す 。 目 撃 者 と し て 観察 する だ け で す (この 演習 で は )。 こ れ ら の 思考 
の 質 や 特徴 を 認識 し 、 思 考 の さま ざま な 側面 を 認識 する こと を 学ぶ こと 
が で きま す 。 こ れ は 、 自 分 自身 を より よく 理解 する の に 役立ち ます 。 こ 
の エク ササ イズ は 、1 日 の 静か な 時 間 に 行う こと も で きま す 。 見 た も の 
が 気に入ら な い 場 合 は 、 次 の セク ショ ン の 方 法 を 使用 し て 、 思 考 パ ター 
光る と が で きま 洗 。」 


区 炊 ロ コロ ラス の エグ サザ イス 


「 時 に は ピタ ゴラス に 帰せ られ る 有用 な 練習 は 、 就 寝 時 に その 日 の 出来 
事 を 振り 返っ て 評価 する こと で す . 「 今 日 何 を し た か 」 、「 や ろう と 思っ 
た さと を や っ た か 」、 [その 全休 を 学ん だ が 」 、 | も っ と うま ぐ で きる 
こと は あっ た か 」] 、「 誰 か を 傷つけ た こと が あり ます か 」 と 自 間 し て く 

だ さい 。 こ れ は 、 世 界 情勢 に 対処 する の に 非常 に 役立ち 、 深 い 睡 眠 か ら 
ょ り 多 く の 利 益 を 得る の に 役立ち ます 。 日 々 の スト レス を 処理 し ます 。 

も ちろ ん 、 こ の 修行 は 正しい 心 の 状態 で 行わ ん る べき で す 。」 


「 ま た 、 意 識 が 高まる に つれ て 、 自 分 の 弱点 を より よく 理解 で きる よう 
に な り ま す 。 より 明る い 光 が 文字 通り あな た の 心 を 照ら し て いる か ら で 
す 。 こ れ ら の 弱点 は 戦う の で は な く 、 人 類 の 利益 の た め に ダイ ナミ ッ ク 
に 働く こと に よっ て 忘れ られ る べき で あり 、 そ うす る こと で あな た は 8 内 
な る 力 を 得 て 、 あ な た の 意識 は あな た の スピ リ チ ュ アル な コア に より 人 
中 大 交 ポ 人 な りり まず 。」 


流 
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| あな た は あな だ が 思う よう に な る 。、 エネ ルギー は サイ クル で あり 、 送 
信 さ れ た 思考 は し ば らく する と 戻っ て くる こと を 忘れ な いで くだ さい 。 
で すか ら 、 あ な た が 世界 に 発信 する も の に は 注意 し て くだ さい 。 耕 定 的 
な 授 影 が デー メラ ン の よう に あな た に 戻っ て き て 、 こ の 人 生 で は な く て 
も 、 別 の 生ま れ 変 わり で 予期 せ ず あな た を 捕まえ を ます. 伝え られ た ボ ジ 
ティ ブ な 衝動 は 増幅 され 、 他 の 人 (そし て 自分 自身 も ) を 刺激 し ます 。 一 
度 消費 され た 力 は 失わ れず 、 別 の 力 に よっ て バラ ンス が 取り 長き され る ま 
で 、 よ り 微 妙 な レベ ル で 持続 する と いう 声明 を 考え て みて くだ さい 。」 


「1 つ は あな た が 何と 同一 視 す る か で す 。 あ な た 自身 が 人 生 の 現実 を 理 
和解 し 、 実 際 の 生活 の 中 で 高い 理想 を 実現 する こと が で きる 男性 また は 女 
性 で ある と 考え て くだ さい . 高 揚 す る アイ デア の 創造 者 に な れ ば 、 あ な た 
は それ ら の 生き た 愉 体 化 に な る で し ょ うり !」 


思考 の 流れ の 制御 


思考 パタ ー ン (思考 習慣 ) を 変え る 


次 の 3 つの 段落 は 、D.JP の 一 部 に 基づい て いま す 。 Kok の 作品 (私 の 
翻訳 と 埋 い 換え )。 


| 自分 の 思考 生活 を コン トロ ー ル する 必要 が ある 理由 は 、 こ こ で 明らか 
に な る で し ょ う 。 心 に 生じ る 種類 の 思考 を コン トロ ー ル する こと に よっ 
て 、 こ の 世界 に 強力 で 、 ポ ジテ ィ ブ で 、 調 和 の と れ た 影響 を 与 を る こと 
が で き 、 自 分 自身 が それ に 流さ きれ な いよ うに する こと が で きま す 。 有 害 
な 欲 思 や 間違っ た 考え 。」 


[人類 全 般 の 利益 を 目指 し た 高い 理想 に 心 を 向け れ ば 、 思 考 の 力 を 安全 
に 利用 する こと が で きま す 。 人間 の 上 兄弟 愛 ( 姉 妹 愛 な ど ) の 理想 。 こ の 理想 
に つい て 慎重 に 考え 、 そ れ と 矛盾 する すべ て の 要素 を 思考 か ら 排 除 し 、 

ポジティブ な 構成 要素 (思考 ) に 曹 き 換え て くだ さい 。」 


「 こ れ ら の 考え は 多く の 人 の 心 を 動か し 、 こ の 世界 の 状況 を 変え る 原 動 
力 と な る で し ょ う 。 こ れ を 達成 する に は 、 持 続 的 で 目的 の ある 思考 が 必 
要 で す 。 無 私 無欲 の 実践 を 通し て 、 他 の 人 が 自分 自身 を 助け る の を 助け 
る 効果 的 な 方 法 も 見 を て きま す 。 多く の 人 が 、 十 分 で は あり ませ ん が 、 
長い 間 こ れ を 行っ て きま し た 。 彼ら に 加わ り ま せん か ? ] 


「 上 記 の 手順 に いく つか の 実用 的 な 注意 事項 を 追加 きせ て くだ さい 。 よ 
り 効果 的 に する に は 、 具 体 的 で 実用 的 な 手順 を 視覚 化し て 、 こ の 画像 の 
一 部 を 特定 し 、 必 要 な こと を 行い ます 。 ほ ん の 数 例 を 挙げ る と 、 こ の 世 
界 の お 金 の 流れ を 変え る 手助け を 考え を た こと は あり ます か 2? 自分 自身 と そ 
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の 家族 の た め に 生計 を 立て る た め に 人 々 を 訓練 する プロ ジェ クト に 投資 
し て み ま せ ん か (また は 、 こ の 種 の プロ ジェ クト を サポ ー ト する 銀行 に 
預金 を 預け て くだ さい )。」 


[消費 者 の 力 に つい て は どう で すか 。 特定 の 生産 基準 、 労 働 条 件 、 環 境 
条件 な ど を 満た す 製 品 を 購入 する こと で すか ? 近 所 の 人 、 お 年 寄り 、 ホ ー 
ムレ ス な どの た め に 何 が で きま すか ? も ちろ ん 、 最 も 重要 な こと は 、 愛 と 
思い や り の ある 生活 を 送り 、 自 分 の オ 能 を 発揮 し 、 他 の 人 の 幸福 に 気 を 
配る こと に よっ て 、 他 の 人 に 良い 模 秀 を 示す こと で す . グ ルー プ を 組織 す 
る 、 グ ルー プ に 参加 する 、 精 神 世界 の 現実 、 日 常 生活 に お ける 精神 性 に 
つい て の 情報 を 広め ゆる 、 組 織 や 影響 力 の ある 人 々 (オピニ オン メー カー) 
に 手紙 を 書く 。 役 に 立つ スピ リ チ ュ アル な 仕事 を する 機会 は た くさ ん あ 
り ま す 。 個 人 的 に は 、LETS シス テム (Local Bxchange Trading Systems) に 
参加 する こと を 楽し ん で いま す 。 1 これ ら は 現地 通貨 で 機能 し 、 利 子 の 使 
用 を 禁止 し た シス テム で す 。 こ の よう な シス テム に 参加 する こと で 、 社 
会 的 接触 が 刺激 され 、 多 く の 新 し い 友達 を 作る こと が で きま す 。」 


[ひと つ 確 か な こと は 、 そ れ ら は 知恵 と 識別 力 に 導 か れ た 重要 な 行為 で 
ある と いう こと で す 。 和 想像 力 を 働か せる こと は 準備 作業 で あり 、 正 し い 
精神 パタ ー ン を 開発 し 、『 土 台 を 整え る こと で す 。」 


イラ レル ッ ジ シ ョ ン の ママ 下り ックス また は コレ ルレ クション は あり まず みか 


Greg Braden の The Divine Matrix を 読ん だ こと が ある 人 も いる で し ょ う 。 
この 本 の 中 で 、 ブ レー デン は 、 こ の マト リッ クス の 特性 を 利用 し て 、 最 
も 深い 欲求 を 実現 する 方 法 を 説明 し て いま す 。 こ れ に つい て の 私 の コメ 
ント は 、 革 明 に 行動 し 、 あ な た の 性 格 と 能力 と 一 致す る 現実 的 な 目標 を 
の の で が > 


この よう な マト リッ クス の アイ デア は 新しい も の で は あり ませ ん 。 それ 
は 何 世紀 に も わた っ て 知ら れ て いま す 。 (科学 に お いて さえ を え 、 密 接 に 関 
連 し た 考え を で ある ホロ グラ フィ ッ ク 宇 宙 に つい て の 憎 測 が あり ます 。) 
その 名 の 一 つ に 「 ア スト ラル ライ ト 」] が あり ます 。 

私 自身 、 こ の 光 を 見 て きま し た 。 そ れ は 私 た ち が 住ん で いて 、 感 情 や 考 
え を 持っ て いる 究 囲 気 で す 。 多 く の 地 域 が あり ます 。 私 た ちの 夢 の 中 の 
イメ ー ジ は 、 こ の 光 の 中 で 私 た ちの 心 に よっ て 形成 され ます 。 


これ に 気づい て いる 人 は 少な いよ う で す 。 それは 、 海 に いる 魚 に 海 が あ 
る こと を 伝え る よう な も の で す 。 彼ら は 吉 う 、 海 が 見 えな い 。 い いえ 、 
あな た は それ を 見 て いな い 、 「 あ な た は まさ に その 真っ 具 中 に いる | と 、 
スピ リ チ ュ アル な 教師 ( グ ヴィト ヴ ァ ン ) が か つて 詩 っ た よう に . フ ' ラ トン の 
洞窟 の 比 職 が 思い 浮か び ま す 。 それは 、 こ の 激動 の 時 代 の 丘 常 に 適切 な 
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軍 話 で す 。 ま だ 読ん で いな い 方 は ぜひ 。 それは 要点 で す 。 


深く 感動 的 な 経験 を し た と き 、 感 情 的 精神 的 エネ ルギー が どこ に 行く の 
か 疑問 に 思っ た こと は あり ませ ん か 9 

マト リッ クス また は フィ ー ル ド は 、 人 生か ら の すべ て の 印象 を 登録 し て 
保存 し ます 。 こ の 機能 は カル マ に 関連 し て いま す 。 こ れ ま た は 別 の 人 生 
で は 、 カ ル マ の 印象 に 対処 する 必要 が あり ます 。 こ れ に 関す る 詳細 は 、 
難解 な 文献 に 記載 され て いま す 。 


意志 (エネ ルギー) は 欲望 に 従い ます ] と ウィ リア ム ・ ク アン ・ ジ ャ ッ ジ は 
バ ガ ヴ ァ ッ ド ・ ギ ー タ ー の 解説 で 可 べ て いま す 。 埋 い 換え れ ば 、 あ な た の 
注意 、 あ な た の 願 玉 ( ち あな た の スピ リ チ ュ アル な 願望 の 形 で ) を 内 界 に 向け 
る な ら 、 あ な た は 内 側 か ら ス ピリ チュ アル な エネ ルギー を 受け 取り 、 あ 
な た の エネ ルギー が 移動 する た め の 新 し い 回 路 を 作る こと が で きま す ! 


[人 間 の 精神 は 確か に イメ ー ジ に 反応 し ます 。 そ れ に つい て は 疑い の 余 
地 が あり ませ ん 。 今 日 、 多 く の 人 に 知ら れ て いる 習慣 で す 。 最 初 は ある 
程度 の 決意 と 集中 力 が 必要 で す が 、 す ぐに 習慣 こ に な り ま す ! (空想 で は な 
く ) 想像 力 を 働か せる と 、 本 当 の 思考 の 流れ が 動き 出し ます 。 あ な た の 行 
動 は 、 こ れ ら の 流れ の 影 竹 を 千 倍 に 増加 させ ます 。 そ れ は 、 こ の 世界 が 
切実 に 必要 と し て いる 癒し の 影響 と を も た らし ます 。 愛 (思い や り ) は 、 世 
界 で 最も 偉大 な 癒し の 力 で す ! あ な た と 他 の 人 々 に よっ て 明らか に され た 、 
すべ て の 利益 の た め の 真 の 神聖 な 魔法 。 や ろう と 思え を ば 変え られ る ! ] 


ここ で 2 つの 参考 文献 を 示し ます 。 


1 ロベルト アサ ジョ ー リ 、 ITheActefWilll 、 ツ ウイ ルド ウッ ド ハツ ス 、 
ロン ドン 、1974 年 。 


サイ コシ ン セ シス の 開発 者 で ある DrDr. が 著 し た 貴重 な 本 で す 。 ロ ベル 
ト ・ ア サジ ョ ー リ 。 こ れ に は 、 有 能 な 意志 と トラ ンス パー ソナ ル な 意志 の 
概念 が 含ま れ ま す 。 


2. 自然 牧 序 の 学校 (www.sno.org): 
自然 秩序 の 学校 。 
グノー シス (知恵 の 伝統 ) を 現代 的 な 形 で 。 


これ に 関連 し て 、 特 に 人 間 の 「 精 神 的 性 質 ] と 、 満 た され て いな い 自 己 、 


意味 と 洞察 の 探求 、 精 神 の 内 容 を 変換 する 可能 性 を 扱う 「 最 初 の 交差 
点 」 に 関す る 資料 を 参照 し て くだ さい 。 


演習 の まとめ 


この 本 で 説明 する テク ニッ ク と 実践 は 、 歴 史 の この 時 点 で 自分 が 買 か れ 
て い ぃ る 状況 と 世界 情勢 を より 明確 に 把握 し た い 人 に 、 い くつ か の ガイ ダ 
ンス を 提供 し ます . そ れ は 、 す で に 多 す ぎる 一 捜 千金 の スキ ー ム で は あり 
ませ ん 。 すべて の 中 心 に ある の は 小さ な 自己 や エゴ の 個性 で は な く 、 そ 
れ が 埋め 込ま れ て いる より 大 き な 世 界 が 重要 で ある べき で す 。 共感 は 、 
私 た ちの 世界 で 非 常に 必要 と され る 品質 で す 。 次 の 演習 に 加え て 、 読 者 
は Vitvan に 関す る 私 の 記事 で きら に 演習 を 見 つけ る こと が で きま す 。 私 
の アー カイ ブ を 参照 し て くだ さい 。 


https://ia904505.us.archive.org/13/items/the-practical-gnostic-teachings-of- 
ralph-m-de-bit-vitvan/The%%20practical2%20Gnostic%20teachings%20of 
%20Ralph%20M% 20deBit?%209628 ヴィ トバ ン %29.pdf 


演習 1 


ェ エク ササ イズ 複数 の 視点 を 持つ こと は 役に立ち ます : 複数 の 角度 や 視点 か 
ら 状 況 を 見 る こと を 学び まし ょ う 。 こ れ に より 、 コ ン テ キ スト の 感度 が 

向上 し 、 他 の 人 の アイ デア や 行動 を より よく 理解 で きる よう に な り ま す 。 
あな た と は 反対 の 見 方 を し て いる 人 の 立場 に 立つ こと が で きれ ば 、 多 く 

の こと を 学ぶ こと が で きま す 。 ま た 、 そ の よう な 意見 を 助長 する 議論 を 

検討 す 4 こ と に よっ て 、 そ の よ ょ うな 反対 意見 を 擁護 する 練習 を する こと 

も で きま す 。 微妙 に 考え る こと で す 。 


演習 2 


意識 的 思考 , 思考 の 流れ を 観察 する 。 


ネガ ティ ブ 思 考 を 中 和 す る 簡単 な テク ニッ ク 。 

今 、 自 分 の 性 格 の 欠点 と 戦は お うと し て も 、 う まく いき ませ ん 。」 

"な ぜ だ めで すか ? 戦う こと で 、 生 き 物 で ある 思考 を 養う か ら で す 。 彼ら 

が 負え る 代わ り に 強く な る よう に 。 戦う 代わ り に 、 不 要 な 考え を 忘れ 、 

死な せな けれ ば な り ま せん 。 そのため に は 、 自 分 の 考え を 認め 、 反 対 の 

ポジ ティ ブ な 考え を 単純 に 考え を る こと で ポジ ティ ブ な 後押し を する 必要 

が あり ます 。 

NO E っ て 考え 、 行 動 す る こと で 、 ネ ガ テ ィ ブ な 考 
の 影響 を 凌 仙 し ます 。 こ の 練習 を 続け る こと で 、 思 考 の 質 を 変え る こ 

計 が 8@ き 。 た ちの 拓 他 の 月 到 まり 利他 交 に 指 省 則 、 ポンテ ョ ン 

な ど で 機 能 で きる よう に な り ま す . 

いく つか の 練習 の 後 、 私 た ち は こ れ ら の 下 定 的 な 考え を 受け 取る の を や 

め ま す (私 た ち は そ れ ら に 気づき 、 観 察する こと が で きま す が 、 そ れ ら が 
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私 た ち を 動揺 させ る こと は 許し ませ ん ). 私 は ここ で か な り 正 気 な 人 々 に つ 
いて 話し て いる . 他 の 人 は 、 統 合 と 前 向き な 人 生 の 方 向 性 を 達成 する た め 
に 心理 療法 を 必要 と する か も し れ ま せん . 


注 : 上 記 は 個人 的 な 偏見 の た め の も の で あり 、 世 界 中 の 多く の 人 々 を 破 
壊し て い ぃ る 現在 の 政治 、 金 融 、 経 済 シ ステ ム の 多く の 特異 性 に 対す る 正 
当 な 怒り で は あり ませ ん . 


演習 3 


「 生 物 と し て の 思考 の 性 質 を 調べ る 際 に は 、 自 分 自身 を 思考 の 創造 者 と 
し て で は な く 、 思 考 の 目撃 者 と し て 見 る こ と が 賢明 で す 。 すべ て の 本 質 
で ある ワン ライ フ の 一 部 と し て 自分 自身 を 見 て くだ さい 。 そ うす れ ば 、 
証人 状態 に 入り や すく な り ま す 。」] 
MANILA と を 学ぶ 良い 練習 

、 眠 り に つく 前 の 瞬間 に 自分 の 思考 の 流れ を 観察 する こと で す . 目 撃 者 
半 ま ポ ギ ブ ジ YRL 3 で は )。 こ れ ら の 思考 の 質 や 特徴 を 誰 
半生 Ns 認識 する こ 0 の の で きま: お 

、 自 分 自身 を より よく 理解 する の に 役立ち ます 。 

光 NZ 和 NTT 行う こと も で きま す 。 表 示 が 
気に入ら な い 場 合 は 、 次 の セク ショ ン の 方 法 を 使用 し て 、 思 考 パ ター ン 
を 変更 で きま す 。 " 


芝 


演習 4 


思考 の 7 つの 側面 を 学ん だ と ころ で 、 あ な た の 心 の 中 で 、 ま た は 心 を 通 
し て 働く 主要 な 側面 を 1 つか 2 つ 挙 げ て いた だ け ま すか 2? どう や っ て 知 
る こと が で きま すか ? あな た の 意識 の 中 の 思考 の 流れ を 観察 し た こと が 
あり ます か ? 

思考 を 習得 する た め に 、 こ れ ら の 側面 や その 他 の 側面 に どの くら い の 時 
間 を 割 き ます か 9 答え を 書き 留め て くだ さい 。 


演習 $ 


思考 パタ ー ン を 変え る 
「 そ の テク ニッ ク と は 、 な り た い 自 分 の イメ ー ジ を 作成 し 、 そ の イメ ー 


ジ を 完璧 に する 必要 が ある と いう こと で す 。 こ の 理想 的 な イメ ー ジ は 、 
人 生 に 対す る あな た の 理解 の 成長 に 比例 し て 成長 し 、 洗 練 さ ん ます . 古 い 
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思考 パタ ー ン や 行動 バタ ー ン に 戻る と 、 間 違い な く < 困難 に 古 面 する で 
し ょ う 。 こ れ は 、 思 考 の 習慣 を 変え 続け る た め の イ ン セ ン テ ィ ブ に な る 
村 の で | 

演 百 6 


ば 炎 ヨ タス の エク ササ イズ 


「 時 に は ピタ ゴラス に 帰せ られ る 有用 な 練習 は 、 和 就寝 時 に その 日 の 出来 
事 を 振り 返っ て 評価 する こと で す . 「 今 日 何 を し た か ] 、「 や ろう と 思っ 
た と と を や っ た か 」] 、「 そ の 月 何 を 学ん だ か 」 、 | も っ と うま く で きる 
こと は あっ た か | 、「 誰 か を 傷つけ た こと が あり ます か 」 と 自問 し て く 
だ さい 。 こ れ は 、 世 界 の 出来 事 に 対処 する の に 手 常 に 役立ち 、 す で に ス 
トレ ス の 一 部 に な っ て いる た め 、 深 い 睡 眠 か ら より 多く の 思 恵 を 受け る 
の に 役立ち ます 。 日 が 処理 され まし た 。 も ちろ ん 、 こ の 修行 は 正しい 態 
度 で 符 お れる べき で す 。 」 


思考 パタ ー ン (思考 省 慣 ) の 変化 
思考 の 流れ の 制御 


「 自 分 の 思考 生活 を コン トロ ー ル する 必要 が ある 理由 は 、 こ こ で 明らか 
に な る で し ょ う : 心 に 生じ る 種類 の 思考 を コン トロ ー ル する こと に よっ て 、 
強力 で 、 ポ ジテ ィ ブ で 、 調 和 の と れ た 影響 を 与 を る こと が で きま す 。 こ 
の 世界 に 尽く すこ と も 、 調 子 に 乗る こと も し な いこ と 。」 
[人間 の 兄弟 愛 ( 姉 妹 関係 / 姉 妹 関係 な ど ) の 理想 な ど 、 一 般 的 に 人 類 の 利 
を 目的 と し た 高い 理想 に 心 を 向け れ ば 、 思 考 の 力 を 安全 に 活用 で きま 
す 。 こ の 理想 に つい て 慎重 に 考え 、 そ れ と 志 盾 する すべ て の 要素 を 思考 
か ら 拝 除 し 、 ボ ジテ ィ ブ な 構成 要素 (思考 ) に 買 き 換え て くだ さい 。] 

「 こ れ ら の 思い は 多く の 人 々 の 心 を 動か し 、 こ の 世界 の 状況 を 変え る 原 
動力 と な る で し ょ う 。 こ れ を 達成 する に は 、 持 続 的 で 目標 志向 の 思考 が 
必要 で す 。 無 私 無欲 と 自己 忘却 の 実践 を 通じ て 、 他 の 人 が 自分 自身 を 助 
ける の を 助け る 効果 的 な 方 法 も わか り ま す 。 多く の 人 が 、 十 分 で は あり 
ませ ん が 、 長 い 間 これ を 行っ て きま し た 。 彼ら に 加わ り ま せん か ? ]」 
この 演習 を 進め る 方 法 に つい て は 、 ロ ベル ト ・ ア サジ ョ ー リ の 精神 統合 と 
意志 の 行為 に 関す る 第 6 章 を 学習 する と 役立つ 場合 が あり ます 。 


災 


演習 8 


サイ コ サ イ バ パネ ティ ックス の セク ショ ン か ら : 


自己 イメ ー ジ は 、 オ ー デ ィ オ ブッ ク で は 、 個 人 の 精神 的 な 自己 イメ ー ジ 
と し て 定義 きれ て いま す 。 そ れ は 「 人 間 の 人 格 と 行動 の 真 の 鍵 ] で す 。 
第 1 章 を 参照 し て くだ さい 。 Maltz/Furey は 、「 浴 在 意識 に ある 心 の 青 
号 真 が 私 た ちの 未来 を コン トロ ー ル し て いる 」 と 主張 し て いま す 。 

誰か が 過去 に 行き 詰まり 、 自 分 の 過ち だ け を 覚え て いる 場合 、 そ れ は 自 
尊 心 が 低 いこ と を 示し て いま す . 

アド バイ ス は 次 の と お り で す 。 これ を 毎日 行い ます 。 

も ちろ ん 、 目標 を 設定 する 必要 が あり ます 。 ま た 、 前 向き な 道 を 歩む た 
め に 、 ボ ジテ ィ ブ 心理 学 (Martin Selisman) と NLP (神経 音 語 プロ グラ ミ 
ング ) の 演習 も 役立ち ます 。 


精神 の 劇場 で 「 あな た の 最高 の 思い 出 、 勝 利 、 成 功 、 最 も 幸せ な 時 間 を 
思い 出し て くだ さい | . こ れ は 、NTP 手法 の アン カリ ング に 似 て いま す 。 
次 に 、 特 に 興味 深い 点 が あり ます 。 

「 格 来 の 目標 の 達成 を 想像 し て 感じ ます が 、 達 成 さ れ た 目標 を 思い 出さ 
せる よう に 、 今 それ を 体験 し て くだ さい 。」 

これ は 、 第 6 章 に 含ま れる Roberto Assagioh に 関す る 私 の 記事 で 吉 及 し 
た 演習 に 対応 し て いま す 。 

[目標 を 達成 する 前 に 幸せ に な る こと が で きま す 」 。 

私 の メモ : 人 生 を プロ セス と し て 見 る こと で 、 そ の 瞬間 を 楽し み 、 今 ここ 
に 集中 する こと が で きま す 。 


ボー ナス 演習 : 他 の 人 に 自分 の よう な 自由 を 与え る 


この 戒 めい は ヴィ ト ヴ ァ ン か ら の も の で す ( 彼 の 教え に 関す る 記事 に つい 
て は 、 生 の アー カイ デ ヴ を 参 及 し て くだ きい )。 

自分 の 考え を 他人 に 押し 付け て は いけ な いと いう 考え 方 で す 。 

人 は 、 人 生 に 対処 する 方 法 に つい て さま ざま な 考え を 持っ て いる か も し 
れ ま せん 。 

その 人 が 他人 の 自然 の 権利 を 侵害 せ ず 、 他 人 を 傷つけ る 犯 固 行 為 や 直 意 
の ある 活動 に 関 呈 し て いな い 限 り 、 あ な た の 考え 方 を 誰か に 強制 し ょ う 
と する 理由 は な いと 思い ます . 

者 に 働く 人 は 他 に も いる で し ょ う 。 

も ちろ ん 、 そ れ は あな た が 自己 主張 で き な い と いう 意味 で は あり ませ ん 。 
た だ し 、 他 人 を すぐ に 州 断 し な いで くだ さい 。 あ な た は お そら く 、 彼 ま 
た は 彼女 の 状況 や 背景 に つい て 限ら れ た 知識 し か 持っ て いま せん . 他 の 人 
は 、 あ な た と は まっ た く 異 な る 経験 や 人 生 観 を 持っ て いる か も し れ ま せ 
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スタ ーー や た 


第 三 時 
ハイ ヤー セル フ : あな た の 真 の 父母 


ハイ ヤー セル フ に つい て お 話し する 前 に 、 進 化 に つい て の 情報 を 整理 し 
て お きま し ょ う 。 難解 な 伝統 に よれ ば 、 進 化 に は 3 つの 線 が あり ます : 
物理 的 、 精 神 的 、 精 神 的 で す 。 「 進 化 ] と いう 埋 葉 に は 「 流 出 ]」 と いう 
意味 が あり 、 内 容 と 質 が 展開 する こと を 知っ て いる の は 興味 深い こと で 
p 
し た が っ て 、 物 理 的 進化 と は 、 具 現 化 に 適し た 乗り 物 を 開発 する こと で 
す 。 精 神 的 進化 は 、 心 、 精 神 的 能力 、 脳 の 発達 を 扱い ます 。 ス ピリ チュ 
アル な 進化 と は 、 何 か に つい て の 古 接 的 な 知識 や イン スピ レー ショ ン へ 
の 開放 性 な どの スピ リ チ ュ アル な 能力 を 開発 する こと で す 。 


科学 者 は 、 物 理 的 な 形状 と 限定 され た 一 連 の 認知 機能 を 調べ る こと に 自 
分 自身 を 限定 し て きま し た 。 人 間 に と っ て 本 質 的 な こと の ほとん ど は 、 
測定 で き な い 、 ま た は 単に 脳 の 機能 で ある 「 主 観 的 な ] も の と し て 和 無視 
され て きま し た . こ れ は 桶 端 な 還元 主義 で あり 、 人 類 が 現在 いる 慈 惨 な 状 
態 に つなが っ た 要因 で す . 


アブ ラ ハ ム ・ マ スロ フ は 後に 彼 の 価値 観 の ヒエ ラル キー に 自己 超越 を 追加 
し 、 ロ ベル ト ・ ア サジ ョ ー リ は 精神 統合 と 意志 の 定式 化 を 行っ た . 後 者 に つ 
いて は 、 別 の 章 に 記事 を 含め まし た 。 


輝 く 自 分 


ハイ ヤー セル フ と は ? どん な 風 に 見 えま すか ? その 形 は 何で すか 一 方 で 
は 私 た ち 一 人 一 人 の 親 で あり 、 私 た ち に は と て も 遠く に 見 える この 神秘 
的 な 存在 に つい て 、 多 く の 質 問 を する こと が で きま す . 
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古代 の 教え は 、 自 己 を 取り 巻く 秘密 の 一 部 を 明らか に し て いま す 。 

まず 第 一 に 、 す べ て の 人 間 は 自分 自身 の ハイ ヤー セル フ か ら の エネ ル 
ギー の 投影 また は 流出 で す 。 

これ ら の ハイ ヤー セル フ は 、 そ れ ぞ れ の 存在 面 で 相互 に つなが っ て いま 
す 。 ハ イヤ ー セ ルフ 自体 に 性 別 は あり ませ ん が 、 精 神 的 な 目 に は 男性 、 
女性 、 ま た は 子供 と し て 現れ た と 音 う 人 も いま す 。 

ハイ ヤー セル フ と の 出会い 、 特 に 喜び 、 平 和 、 心 の 明 思 さ を も た ら す 澄 
ん だ 内 な る 光 と の 出会い に つい て の 多く の 証 音 が あり ます 。 多く の 人 は 、 
人 生 で 少な く と も 一 度 は 深遠 な スピ リ チ ュ アル な 体験 を し た こと が あり 
ます 。 精 神 科 医 の リチャード ・ バ ッ ク は 、 宇 宙 意 識 に 関す る 本 全体 を これ 
に 捧げ まし た 。 下 記 参 照 。 


付録 A で は 、 人 々 と その 体質 に つい て さら に 詳し く 説 明 し ます 。 そ こ に 
ある モデ ル は 、 す べ て が 生命 、 エ ネル ギー、 意 識 、 物 質 の 海 に 埋め 込ま 
れ て いる た め 、 す べ て の 生命 の 相互 接続 件 に つい て の 理解 を 深め る こと 
が で きま す 。 


ハイ ヤー セル フ の パー ソナ リティ 発現 の プロ セス の 詳細 に つい て は 、 付 
録 A を 参照 し て くだ さい 。 

これ ら は 過去 の 教 衣 と し て ほとん ど 忘 れ ま られ て いま す 。 それで も 多く 
の 人 は 、 人 生 で 少な く と も 一 度 は 意識 の 中 で 御霊 が 働い て いる の を 経験 
し た と 召 っ て いま す 。 


ハイ ヤー セル フ は 人 格 か ら 遠 く < 離れ て いま すか ? 
は いと いい え 。 ハ イヤ ー セ ルフ は バー ソナ リティ 以外 の 領域 で 機能 する 
こと を 認 識 し な けれ ば な り ま せん 。 た だ し 、 重 要 な 決定 な どの 重要 な こ 
と を 熟考 する と き は 、 ハ イヤ ー セ ルフ に 連絡 する こと が で きま す 。 人 々 
が 下す べき 特定 の 決定 に つい て 深刻 な 疑い を 持ち 、 心 を 内 な る 精神 に 向 
ける と 、 ハ イヤ ー セ ルフ と の 共鳴 が 発生 する 可能 性 が あり 、 そ れ が 答え 
を 伝え ます: ノー. 重 大 な 疑い が ある 場合 は 、 実 行 し な いで くだ さい 。 
人 間 は 意識 の 流れ で ある こと を 忘れ な いで くだ さい 。 第 2 章 で 示さ れ て 
いる よう に 、 人 は 自分 の 意識 を スピ ビリ チ ュ ア ル な 面 に 集中 きせ る こと が 
で きま す 。 

明らか に 、 ハ イヤ ー セ ルフ は 、 そ れ が 原因 と な っ て いる パー ソナ リティ 
と 密接 に 関連 し て いま す 。 そ れ で も 、 人 は 自分 の 電 的 能力 を 伸ばす こと 
を 学ば な けれ ば な り ま せん 。 これ は 単に 、 低 次 の 自己 の 変容 に つなが る 
精神 的 な 進化 で す 。 

美徳 の 開発 は 前景 に あり ます 。 男気 、 集中 力 、 思い や り 、 誠実 さき な ど 。 
生命 の 全体 性 。 自 分 の ささ いな 私 利 私 欲 を 超越 で きる 、 よ く 統 合 さ れ た 
人 格 。 
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ハイ ヤー セル フ と の 出会い の 証 


ギリ シャ の 折 学 者 ソクラテス は 、 彼 の ハイ ヤー セル フ が 彼 に 及ぼ ば す 影 響 
に つい て 証 音 し 、 彼 は それ を 彼 の ダイ モン 、 半 神 の 存在 と 呼ん だ . 正 反対 
を 示す 悪 魔 と いう 斉 葉 と 混同 し な いで くだ さい 。 

別 の 哲学 者 、 プ ロティ ノ ス も 、 リ チャ ー ド ・ バ ッ ク が 著書 「 宇 宙 意 識 ] に 
書い て いる よう に 、 自 分 自身 と の 出会い に つい て 誤 及 し て いま す 。 後者 
は 、 多 く の 人 々 が 経験 を 持っ て いる こと を 説明 し て いま す 。 の 内 な る 光 。 
彼 は 、 こ の よう な 光 の ビジ ョ ン を 持っ て いた 人 々 、 常 に 高い モラ ル を 
持っ て いた 人 々 の 性 格 に つい て 説明 し て いま す 。 こ の 場合 、 美 徳 は 重要 
koic 

多く の 名 前 を 挙げ る こと が で きま す : ゴー タマ ブッ ダ 、 シ ャ ンカ ラチ ャ 
りこ クラ チル みみ 、 ウ マラ トシ) アロ デイ ンス 。 イモ スキ びり スト 。、 時 パッ 
避 S 生み ド 、 中字 避 の 弄 ヨ ハネ 。 ジェ イコ ヨ タダ ペー メジ 、 グ レル イク 、 エ 
ド ワ ー ド カー ペン ター、 ウ ォ ル ト ホイ ッ ト マ ン 名 前 。 

リス ト は 長く 、 さ ま ざ ま な 時 代 の 少数 の 有名 人 の み が 含 まれ て いま す ( 他 
に も いく つか 挙げ る こと が で きま す が 、 私 の 目的 に は この リス ト で 十分 
8 


ある 程度 の 精神 的 発達 を 遂げ て いな い 限 り 、 そ の ょ うな 深遠 な ビジ ョ ン 
を 持つ 可能 性 は ほとん ど あ り ま せん 。 し か し 、 多 く の 人 々 の 生活 の 中 で 、 
在 感 、 ま た は 中 感 が 関 き ます 。 そ れ は すべ て 程度 の 問題 で す 。 


この 章 の 結 褒 は 次 の と お り で す 。 自 分 の 心 を 心 の エネ ルギー 世界 に 集中 
させ 、 そ れ と の 絆 を 強化 する こと は 可能 で す 。 そ の 方 法 に つい て は 、 第 
2 章 で 説明 し まし た 。 シ ンプ ブル な テク ニッ ク は 長い 道のり で す 。 そ れ に 
も か か わら ず 、 宙 耐 と 明確 な 目標 の 開発 と これ ら の 目標 を 達成 する た め 
の 集中 力 が 必要 で す 。 

この 文 服 で 、 次 の 章 で は 自己 と 社会 の 相互 作用 を 扱い ます 。 
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人 類 に と っ て 重要 な 普遍 的 原則 


多く の 人 は 、 私 た ち が 不 公平 な 世界 に 住ん を で いる と 考え て いる た め 、 美 
徳 を 伸ばす こと の 価値 を 疑っ て いる ょ よう で す . 私 た ち が 住 ん で いる 金融 お 
ょ び 経 済 シ ステ ム に ひど く 欠 陥 が ある こと を 考え る と 、 こ れ ら の 人 々 は 、 
自分 の 中 に ある 程度 の 美徳 を 築く 必要 性 に つい て 誠 っ た 方 向 に 進ん で い 
ます . こ の 理由 は 、 次 の 段落 で 明らか に な り ま す 。 


倫理 原則 : 自然 の 構造 に 根ざし た も の 


第 2 章 で 、 印 象 が エッ チン グ ま た は 記録 きれ る フィ ー ル ド と し て の マト 
リッ クス に つい て 簡単 に 説明 し まし た 。 こ の 行列 は 難解 な サー クル で は 
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ょ く 知 られ て いま す 。 それは 呼ば れ ま す : アス トラ ル ラ イト 。 多く の 機 
能 が あり ます が 、 こ こ で は 録音 機能 に つい て 説明 し ます 。 私 た ちの 意図 、 
そし て と り わ け 私 た ちの 行動 が この 分 野 の 本 質 を 形成 する の で 、 宗 教 や 
精神 哲学 の 忠告 を すぐ に 理解 し 始め る こと が で きま す 。 


A. 黄金 律 : 自分 に し て ほし く な いこ と を 他人 に し て は いけ な い 。 


よく 冶 わ れる こと で す が 、 自 分 が し て も らい た いと 思う よう に 、 他 の 人 
に 接し て くだ さい 。 他人 に と っ て は も ちろ ん 、 自 分 に と っ て 何 が 良い の 
か 分 か ら な いこ と が 多い の で 、 上 記 の 否定 的 な 定式 化 が 望ま ほし いと 思い 
ます 。 


B. 種 を まく よう に 刈り 取る 


これ は 新約 聖書 の 有名 な 埋 葉 で す 。 


B と A の 関係 は すぐ に わか り ま す 。 ヒ ンズ ー 教 の 宗教 で は 、 カ ル マ の 考 
え 方 が 見 られ ます 。 上 区 解 な 伝統 に よれ ば 、 カ ル マ は 単なる 運命 で は あり 
ませ ん 。 代 わり に 、 そ れ は 行動 と 行動 の 結果 を 指し ます 。 


物質 主義 者 は 、 犯 昌 者 が し ば し ば 無 卓 に な る こと に 異議 を 唱え ます 。 
これ は 正しい 観察 で す 。 た だ し 、 カ ル マ の 考え に は 輪廻 転生 の 考え が 伴 
う 必 要 が あり ます 。 

個性 は 生ま れ 変 わる も の で は な いこ と を 理解 し て ほし い 。 死後 に 起こ る 
こと は 、 人 人 生 で 学ん だ 教訓 と 自己 の 最高 の 資質 が 、 ノ ー ト の ペー ジ の よ ょ 
うに 自己 の 中 に 保存 きれ る こと で す . 自 己 が 地球 上 に 生ま れる 新しい 人 格 
を 投影 し 、 開 発する 時 が 来る で し ょ う 。 

この パー ソナ リティ は 、 過 去 の 行動 の 結果 に 古 面 し て いま す が 、 こ れ が 
自己 の 以前 の 吾 現 で まだ 起こ っ て いな い 場 合 に 限り ます 。 誰 も カル マ の 
正義 か ら 逃 ん る こと は で きま せん 。 誰 も 。 こ の 人 生 で で きる こと は 、 前 
向き な 傾向 と 性 格 特性 を 発達 きせ 、 過 去 の 過ち の いく つか を 補う た め に 
行動 を 起こ すこ と で す . そ れ は ダイ ナミ ッ ク で 進化 的 な ゲ プロ セス で す ! 人 
間 は 長い 年 月 を か け て 、 よ り 優 れ た 知恵 と 心 と 精神 の 能力 を 備え た 存在 
へ と 進化 し ます 。 

つま り 、 人 が そう する こと を 選択 し た 場合 で す 。 

ここ で 、 人 生 の 明確 な ビジ ョ ン を 開発 する 必要 が ある 理由 が わか り ま す 。 
美徳 は 重要 で す 。 

慎重 に 、 論 理 的 か つ 哲 学 的 に 考え て くだ さい 。 


注 : 正義 、 因 果 関 係 に つい て 私 が 理解 し て いる こと は 次 の と お り で す 。 
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本 当 の 自分 に な る こと を 学ぶ 


生ま れ た 時 、 赤 ちゃ ん は すでに 独自 の 性 格 バ パターン を 持っ て いま す 。 す 
べ て の 母親 は この 事実 を 認識 し て いま す 。 一 卵 性 双生児 で 、 彼 女 は 誰が 
誰 で ある か を すぐ に 知っ て いま す 。 約 20 年 の 間 に 、 こ の 文字 パタ ー ン 
の 表現 は 、 通 常 、 子 供 の 時 間 と 場所 の 慣習 と 道徳 に 従っ て 制限 され ます 。 
多く の 若年 成人 は 困難 を 抱 を て いま す 彼 ら の 開発 に お いて 。 こ れ は 、 第 
2 章 で 概説 きれ て いま す 。 彼ら は 発達 に 不満 を 感じ ます 。 社 会 は 主 に こ 
れ の せい で す 。 1 つの 要因 は 、 新 自由 主義 の 金融 、 政 治 、 経 済 シ ステ ム 
が この 世界 を 支配 し て いる こと で す 。 


それ で も 、 よ り 高 い 価 値 観 に 応え を る た め に 、 い くつ か の 選択 を する こと 
が で きま す 。 一 日 を 通し て 多く の も の を 消費 する 必要 は あり ませ ん 。 モ 
ノ を 減ら し 、 自 己 実現 の た め の 時 間 を 増やし て 生活 する こと を 考え る こ 
と が で きま す 。 私 た ち は ボ ラン ティ アゲ みな ど を する こと が で きま す 。 和 た 
ち は 自 分 の 体 と 盲 感 に 耳 を 傾け 、 自 分 の 中 で どの よう に 感じ る か に 応じ 
て 、 よ ょ より 自然 で 調和 の と れ た ライ フス タイ ル を 開発 する こと が で きま す . 


さら に 、 難 解 な 伝統 は 、 自 己 が 創造 者 で ある 人 間 ょ り も 多く の 性 質 を 進 
化 さ きせ て きた と 主張 し て いま す . そ れ は 潤 進 的 進化 を 教え を て いま す 。 つま 
り 、 す べ て の 生命 が 進化 を 熱 罰 し 、 内 部 か ら よ り 深 い 性 質 を 展開 する と 
いう 考え で す 。 詳細 に つい て は 、 付 録 A を 参照 し て くだ さい 。 


すべ て の 生命 の 統一 


氷 遠 の 知恵 の 伝統 の 最も 深遠 な 教え を は 、 す べ て の 生命 に 浸透 する 統一 意 
識 に 関係 し て いま す 。 す べ て の 存在 が 現れ る フィ ー ル ド が あり ます 。 私 
た ち は 、 生 命 の 大 海 の 中 の し ずく の よう な も の で す 。 私 た ち 有 限 の 存在 
に と っ て 、 そ れ は ね 條 体 と し て 理 餅 で き な い で し ょ う 。 それで も 私 た ち は 、 
この サッ ト ・ チ ッ ト ・ ア ー ナ ンダ (存在 、 宇 宙 の 心 、 至 福 ) を 少し だ け 体 験 す 
る こと が で きま みす 。 

団結 の 多様 性 は 、 フ ィ ー ル ド が どの よ ょ うに 機能 する か の よう で す 。 こ の 
分 野 に 深く 入り 込む こと が で きる 人 は 幸い で す 。 
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難解 な 伝統 は 、 社 会 の 組織 を 規定 し て いま せん 。 考え方 は 国 に よっ て 異 
な り 、 時 間 の 経過 と と も に 異な る た め 、 社 会 の 形 も 異な り ま す 。 それに 
も か か わら ず 、 さ ら な る 行動 の た め の ガ イド ライ ン を 導き 出す こと が で 
きる いく つか の 一 般 原則 が 与 を られ て いま す 。 


以下 の トピ ッ ク を 取り 上 げ る 際 に 、 こ れ ら の いく つか に つい て 簡単 に 説 
明 し ます 。 


貨幣 制度 


複利 と 指数 関数 的 成長 に 関す る 最も 基本 的 な 推論 は 、 有 限 の 惑星 で は 無 
限 の 成長 は 不可 能 で ある こと を 示唆 し て いま す 。 
貧富 の 差 が 広がっ て いま す 。 悪い アイ デア 。 人 金持ち は 貧乏 人 より も は る 
か に 多く の 資源 を 使用 し ます 。 悪い 考え も 。 トマ ・ ピ ケ テ ィ は それ に つい 
て ペスト セラ テー を 青き まし た 。 


マイ ク ・ マ ロニ ー は 、 お 金 と 連邦 準備 制度 に 関す る 彼 の 絶賛 され た 無料 ビ 
デオ シリ ー ズ で 、 私 た ちの 通 貸 シス テム が どの よう に 機能 する か を カ 
ッ パー トル で て で 45 ます 。 
特に 5 番目 の ビデ オ は 、 私 た ちの 社会 で お 金 が どの よう に 生み 出さ れる 
の (に つて で す 。 


生 散 学 的 考慮 


農地 は 驚く べき 速 さ で 遷 し て いま す 。 こ の まま で は いけ ませ ん 。 
土壌 改良 は 必須 で す 。 パ ー マ カ ルチャ ー、 食 物 の 森 、 お ょ よび 関連 する 方 
法 が 思い 浮か び ま す 。 こ れ ら は すでに 世界 の いく つか の 地域 で 成功 裏 に 
使用 きれ て いま す 。 

し か し 、 和 気候 変動 は これ ら の 結果 を 元 に 戻す 可能 性 が あり ます 。 


ピー ク プロ スペ リティ コー ス (peakprosperity.com で 無料 ) 


今日 、 世 界 は 何 十 億 リッ トル も の 石油 を 消費 し て いま す 。 抽 出し や すい 
油分 が な く な っ て し まう と 、 他 の 油分 に 買 き 換え る の は 難し そう で す 。 
希土類 鉱物 の 希少 性 と 、 そ れ ら を 採掘 する た め に 必要 な 大 量 の エネ ル 

ギー が し ば し ば 斉 及 され ます 。 代替 エ ネル ギー の 低 エ ネル ギー 密度 も 大 
き な 問 題 で す 。 

ジョ ン ・ マ イケ ル ・ グ リア の 著書 「The Long Descent] は 、 こ の 点 に 関し て 
多く の 人 に と っ て 有益 か も し れ ま せん 。 

ウィ リア ム ・ カ ッ ト ン は 、 人 類 が 細 か れ て いる 状況 と し て の 「 オ ー バ ー 
シュ ー ト | に つい ゅ て 書い て いま す 。 

ジョ セ フ ・ テ イン ター は 、 複 雑 な 社会 の 崩壊 に つい て 書い て いま す 。 これ 
代 認 識 で きる ケー ス で す 。 


成長 低下 


アイ ル ラ ンド の 首相 は 、 安 定 し た 経済 を 求め て いま す 。 それ は 良い 考え 
の ょ う で す 。 富 の バラ ンス は 、 西 側 諸国 の 現在 ょ より も 低い 水準 に ある 可 
能 性 が あり ます 。 

現在 、 ま すま す 多 く の 科 学者 が 「 脱 成長 ] を 提唱 し て いま す 。 

シン ブル な 生活 は 、 ス トレ ス の 少な い 幸 せな 生活 を 意味 する の か も し れ 
ませ ん 。 


すべ て の シス テム を 再 設計 する 必要 が あり ます 。 製 造 業者 は 、 衣 料 品 、 
お いし い 代 用 肉 な どの 耐久 財 を 生産 し な けれ ば な り ま せん 。 限り ある 地 
球 で は 、 水 遠 の 成長 は 不可 能 で す 。 

William Catton の 著書 Overshoot を 参照 し て くだ さい 。 

ょ り 地 域 に 根差し た 制作 が 適切 と 思わ れ ま す 。 


一 部 の 関連 経済 学者 : 

Michael Hudson (Youtube の Shepherd Walwyn チャ ン ネ ル を 参照 ) 
ジェ フリ ー・ サ ックス (Youtube に も あり ます ) 

Richard Wolff ( 「Democracy at Work] YouTube チャ ン ネ ル ) 


私 の 国 、 オ ラン ダ で も 、 著 名 な 人 々 が 社会 へ の 移行 を 約束 し て いま す 。 
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レジ リエ ント な 社会 : 


Jan Rotmans (Transition Professor) 
Bob de Wit (Society 4.0) 


メー ター ュ ク アンデ イデ レン (ツク ラブ アブ クー マ ) 
人 工 知 能 


人 間 は テク ノロ ジー に 大 きく 依存 する よう に な り ま し た 。 

私 た ち は 自 分 た ちの 科学 技術 の 奴隷 に な っ て いま す 。 

アル ゴリ ズム に 道徳 的 な 決定 を させ る と 、 限 界 は 確実 に 超え を られ ます 。 
ュ ヴ ァ ル ・ ノ ア ・ ハ ラリ が 、 近 い 格 来 に 私 た ち を 待ち 受け て いる いく つか 
の 危険 に つい て 概説 し ます 。 

AI が どれ ほど 知 的 で 理解 力 の ある も の に な る か は まだ わか り ま せん 。 私 
の 推測 で は 、AI は 、 人 間 の 問題 や 倫理 的 な 問題 に つい て 、 高 いら レ ベル の 
理解 に は ほど 遠い と 思い ます 。 そ れ は 人 類 を 派閥 に 分 ける こと が で きま 
記 有 3 

ホモ * ザ サザ ビエ ンス は 賢く で な り ま し た が 、 決 し て 賢 ぐ は あり ませ ん 。 


バイ オ テ ク ノロ ジー と 大 手製 薬 会 社 


これ は 別 の ホッ ト な 話題 で す 。 格 来 、 人 間 は サイ ボー グ ク に な る の だ ろう 
か ? 遺伝 子 工学 は 閣 来 どこ まで 進む の で し ょ うか ? ここ に は 多く の 落と 
し 穴 が あり ます 。 複 雑 な テク ノロ ジー に 対す る 人 々 の 依存 度 が 高まっ て 
いる こと を 指摘 で きま す 。 私 た ち は 自 分 た ちの テク ノロ ジー の 奴隷 に 

が 6 まう あの で ルル つか ツ 


大 手製 薬 会 社 は 評 が 悪い 。 多 く の 楽 物 研究 の 結果 が 再現 で き な い だ け 
で な く 。、 オ ピオ イド (フェ ンタ ニル 、 オ キシ コジ ン を な を ど ) に 関す る 多く の 
な る 2 衝 年 し て MX まず ビルゲイツ は 、 イ ネン ド で は ヘルツ チャ メシ ッ ング 
ラー タ で す 。 こ れ は 私 が 理解 し て いる ワク チン と 関係 が あり ます 。 
現在 、 プ レプ リン ト に は 、mRNA ワク チン が まっ た く 効 果 的 で は な いこ 
と を 示す 研究 が あり 、 超 過 死 亡 率 と の 相関 関係 が 示さ れ て いま す 。 これ 
に は Theo Scheffers も 含ま れ て いま す 。 こ れ ら の ワク チン の 多く の 副 作 
用 記 う で 衣 及 し まし た か 70 こう いっ だ も の は どん どん 出 で き ます 。 
特に 、 詳 細 に つい て は 代替 メデ ィ ア を 参照 し て くだ さい 。 

YouTube の "The New World" (De nieuwe wereld、 オ ラン ダダ 語 ) は 、 始 め る 
の に 適し た 場所 で す 。 


気候 変動 
お そら く 、 短 期 的 に 最大 の 暫 威 は 気候 変動 と 私 た ちの ビオ トー ブ で す 。 


ます ます 多く の 科学 者 が 、 近 い 格 来 の 深刻 な 混乱 に つい て 警告 し て いま 
お 3。 
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Paul Beckwith は 、 こ の テー マ に 関す る 多数 の ビデ オ を 持っ て いま す 。 
ーーー を で 交 ぐ だ さき ye 

北極 の 水 が す ぐに 溶け な いこ と を 祈り まし ょ う 。 気候 を さら に 悪化 させ 
る 自己 強化 的 な フィ ー ド バッ ク ルー グ ' が 多 す ぎる の は 衣 ま し く あ り ま せ 
2 
し か し 、 人 類 は 上 厳しい 目 覚め に 向かっ て いる よう で す 。 


社会 シス テム 


チャ ー ル ズ ・ テ イラ ー は 、 社 会 の 多く の 問題 を 扱っ て いる 有名 な 社会 哲学 
者 で すず 。 も うー 人 の 著者 は チャ ー ル ズ ュー スベ ミス で すず 。 
この 名 前 は 、amazon.com の Kindle Books の 下 に あり ます 。 


哲学 : パ ン サ イキ ズム エコ 神学 


ェ エコ 神学 者 の マイ ケル ・ ダ ウド は 、 生 態 学 的 考察 、 気 候 変 動 、 オ ー バ ー 
シュ ー ト に つい て 多く の イン タビ ュー を 行っ て きま し た 。 

哲学 と し て の パン サイ キズ ム は 、 こ の 世界 で 明らか に 定着 し つつ あり ま 
す 。 


SE が アン ギリ シル グ と オシ ライ シン グル デー デ テ 
気候 変動 の 状況 と それ が も た ら す 可能 性 の ある 社会 の 崩壊 に 証 面 し て 沙 


胆 し て いる 人 々 に と っ て 、Jem Bendell と 彼 の フォ ー ラ ム は 慰め に な る で 
3 9. 


第 $ 章 


死後 、 私 た ち は ど うな り ま すか ? 
(神智 学 的 観点 か ら 見 た 死 ) 
著者 : Martin Euser、2001 年 、2021 年 
まとめ : 2022 年 8 月 


前書き 


この 記事 の テー マ は 、 死 と 死に ゆく 過程 で す 。 生 と 死に 関す る 貴重 な 情 
報 は 、 神 智学 的 情報 源 か ら 提供 され ます 。 提 供 情報 の 確認 方 法 を 記載 し 
て いま す 。 

この レビ ュー は 、 死 と 睡眠 が 同一 の プロ セス で ある と いう 事実 に 基づい 
て いま す 。 こ れ に つい て は 、87 で 詳し く 読 むこ と が で きま す 。 こ の 記事 
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の 共通 点 は 、 意 識 の 流れ と し て の 人 間 の 概念 で す 。 

この 主題 に 関す る 詳細 な 議論 に つい て は 、archive.org 
(https://archive.org/search.php?query=Martin+Euser) で 無料 で 入手 で きる 私 の 
著書 Resonance with the Self を 参照 し て くだ さい 。 


82 
死に つい て の 伝統 的 な 考え は 、 死 に つい て 考え る こと を 奨励 し な い 


私 た ちの 西洋 文化 で は 、 死 は 依然 と し て タブ ー で す 。 私 た ちの ほとん ど 
は 、 自 分 の 死に つい て 考え る の が 好き で は あり ませ ん 。 多く の 人 は 、 人 
生 は 一 度 し か な く 、 死 後 は 永遠 の 天国 か 地獄 か 、 あ る い は 何 も な いと 考 
和え CS ます 。 

どちら の 視点 に も 、「 安 価 な 解決 策 ] が あり ます 。 そ の よう な 恒久 的 な 
見 通し が あれ ば 、 も う 心 配 する 必要 は あり ませ ん 。 折 学 的 に は 、 静 的 な 
状態 と し て の 天国 と 地獄 の 概念 は や や 細 稚 で す 。 自 然 は 、 す べ て が 絶え 
間 な く 動 いて いて 、 変 化し や すい こと を 示し て いま す 。 変化 は 人 生 の 本 
質 の 一 部 で す 。 プラトン は 、 彼 の 作品 | ファイド | で 私 た ち に 思考 の 糧 
所 で くれ まず 。 ソクラテス は 、 で の 対語 の 申 で 。 自然界 の ひど で や 、 
峡 と 夜 、 睡 眠 と 覚醒 、 生 と 死な どの 正反対 の 動き を 観察 で きる と 主張 し 
て いま す 。 反対 の 状態 を 暫 き ます 。 反対 の すべ て の ベア に は 移行 フォ ー 
ム が あり 、 中 間 フ ォ ー ム に は 、 た と えば 、 移 行 フ ォ ー ム が あり ます 。 B. 
遷移 と し て の 善 と 悪 gssformen: 良く な っ た り 悪 く な っ た り 。 夜 は 昼 か ら 黄 
本 を 経て 生じ 、 昼 は 夜 か ら 黄 覧 を 経て 生じ る 。 


睡眠 は 覚醒 に 続き 、 覚 醒 は 睡眠 に 続き ます 。 こ れ ら の 正反対 の 対 の それ 
ぞ れ に 、 移 行 形態 が 見 られ ます 。 こ れ ら の 対極 と 中 間 形 態 は 常に 何 か の 
状態 で あり 、 そ の 何 か の 出現 は これ ら の 対極 また は 中 間 形 態 の いずれ か 
で ある こと は 容易 に 理解 で きま す 。 

この 一 連 の 考え 方 が すべ て の 対極 に 当て は まる と すれ ば 、 こ れ が 生 と 死 
に も 当て は まる か どう か と いう 疑問 が 生じ ます 。 こ れ ら が 相反 する も の 
で も ある と すれ ば 、 生 と 死 の 移行 形態 が 存在 する こと は 論理 的 で し ょ う 。 
死 は 確か に 顕在 化し た 生命 に 反対 し て いま す 。 詳 しく 見 て み ま し ょ う 。 

誕生 に よっ て 生ま れ ま す 。 人 は 死ぬ こと に よ ょ っ て 死 の 状態 に 入り ま 
す 。 人 は 生き て いる か ら 死 ぬ し か な い 。 同様 に 、 人 は 死に よっ て の み 生 
き 返 る こと が で きま す 。 結論 : 生 と 死 は 互い に 生じ 、 移 行状 態 を 経て 融 
合 す る 。 圧 常に ちっ と も らし い 議 論 ! 太陽 の 周り を 移動 する 惑星 、 西 物 
に 成長 する 種子 、 人 間 の バイ オリ ズム な ど 、 自 然 の プロ セス を 観察 する 
だ け で 無限 の サイクル が ある こと が わか り ま す 。 問題 は 、 こ れ ら の 変化 
する 状態 を 通過 する の は 何で すか ? 答 え は 、 意 識 で す ! 

人 間 は 体現 され た 意識 で あり 、 反 省 し 、 考 える 能力 を 備え を てい ます 。 

バ パー ソナ リティ (ベル ソナ の 意味 : 仮面 ) は 、 人 間 の 内 核 、 ハ イヤ ー セ ルフ 
また は モナ ド に よ ょ っ て 構築 され た 一 時 的 な 乗り 物 で あり 、 地 球 平面 で 自 


と 
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分 自身 を 表現 し ます 。 進 化し た 文明 化 さ きれ た 人 間 に つ いて 語る な ら 、 思 
考 の ょ り 高 貴 な 側面 は 地球 上 で 表現 する こと が で き 、 ま た そう すべ き で 
す 。 こ の 開発 プロ セス は 、 輸 廻 転生 の 原理 、 つ まり 再 具 現 化 を 実際 に テ 
スト する 機会 も 提供 し ます 。 87 を 参照 し て くだ さい 。 


S3. 
死 の プロ セス に 関す る 知識 が 役立つ 理由 。 


前 の セク ショ ン か ら の 結論 は 、 私 た ちの 社会 に は 死 の プロ セス に 関す る 
真 の 知識 が 欠け て いる と いう こと で す 。 実際 、 私 た ち は 生 命 そ の も の に 
つい て ほとん ど 知 り ま せん 。 し か し 、 一 部 の 宗教 で は 、 私 た ち が 死 ん だ 
と き に 何 が 起こ る か に つい て の 斉 及 を 見 つけ る こと が で きま す (S6 を 参 
照 )。 H.P の 古代 の 知恵 以来 。 「 神 智学 ] と いう 名 前 の プラ ヴァ ツ ッ キ ー 
に は 、 死 と その 後 の 豊富 な 情報 が あり ます 。 こ れ は 、 神 智学 が それ に つ 
いて 述べ て いる こと を 盲目 的 に 合 じ る べき だ と いう 意味 で は あり ませ ん 。 
それ どこ ろか 、 自 然 界 の プロ セス と 宇宙 の 構造 を 独自 に 調査 する こと が 
奨励 きれ て いま す 。 これ を 行う 方 法 は 、$7 で 説明 され て いま す 。 


好奇 心 を 満足 させ る だ け で な く 、 死 の プロ セス に 関す る 知識 は 、 よ り 広 
い 意 味 で の 生命 その も の に 関係 し 、 ょ より 広い 文 服 に 軸 く た め 、 役 に 立ち 
ます 。 実際 、 生 と 死 は 自然 界 で 繰り 返さ れる サイ クル の 2 つの 段階 で す 。 
生命 の 外面 で の 意識 の 発現 と 、 そ れ に 続く 内 面 へ の 意識 の 撤退 の サイ ク 
ル で す (詳細 は 後述 )。 人 間 の この サイ クル は 、 誕 生 、 地 上 で の 生活 、 死 、 
精神 面 で の 生活 、 生 まれ 変わ り ( 再 生 ) で 構成 きれ て いま す 。 生 まれ 変わ り 
の 観点 か ら 始 め る と 、 次 の 人 生 で 誰が 、 何 を 、 ど の よう に する か と いう 
疑問 が 自然 に 生じ ます 。 私 た ち は ど の ょ うな 環境 で 生ま れ て きた の で 
に まつ 00。 

これ ら の 質問 は 興味 深い と 思わ れる か も し れ ま せん が 、 そ れ は ある 程度 
興味 深い も の で す 。 

な ぜ こ の 質問 は それ ほど 重要 な の で すか ? 上 記 の 質問 に 答え る に は 、 性 
格 が 重要 な 要素 だ か ら で す 。 た と えば 、 私 た ち が 惹 か れ て いる 家族 は 、 
エネ ルギー 的 に 私 た ちと 一 致し ます 。 こ の 文脈 に お ける 性 格 は 、 人 間 の 
魂 で ある 精神 磁場 の 特性 と し て 見 る こと と が で きま す 。 こ の 一 連 の 思考 を 
さら に 詳し く 説 明 す る た め に 、 こ の 本 の 第 2 章 を 参照 し て くだ さい 。 こ 
の 章 で は 、 性 格 と その 洗練 また は 高貴 さ の 問題 に 対処 し ょ よう と 試み まし 
た 。 内 面 の 精神 的 能力 の 発達 に つい て は 、 こ れ ま で に 詳し く 議 論 さ れ て 
きま も だ 

ここ で の ボイン ト は 、 次 の 人 生 で 自分 の 性 格 が どう な る か を 今 決め る と 
0 の や と 3 ぐま 1 

し た が っ て 、 必 然 的 に 、 私 た ちの 性 格 は (本 質 的 に ) こ れ ま で 築き 上 げ て き 
た も の と 大 きく 異な る こと は あり ませ ん . で すか ら 今 、 私 た ち は 自 分 自身 
に 取り 組み 、 私 た ちの 内 に スピ リ チ ュ アル な 感覚 を 育む 必要 が あり ます . 
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これ を 行う 唯一 の 方 法 は 、 無 私 の 奉仕 と 霊 的 な 事柄 に つい て の 定期 的 な 
黙想 で す 。 今 を 生き る 、 永 遠 の 今 、 あ な た 自身 で あり 、 あ な た の 道 に 来 
る こと は 何で も し て くだ さい (仕事 に 対し て あま り 多 く の 結 果 や 報酬 を 期 
待 し な いで くだ さい 。 そ うし な いと 、 あ な た の 心 は 期待 に と こら われ て し 
まい ます (一 種 の 愛着 で すり )。 

これ に ょ より 、 私 た ちの 生活 と 意識 に 全体 論 的 な 特徴 また は 品質 が 与 えら 
れ ま す 。 私 た ち は お 互い に 、 そ し て 全体 (すべ て の 源 ) と の つなが り を より 
感じ る で し ょ う 。 自然 と 文化 の 美しき に 対す る 私 た ちの 感謝 が 高まり ま 
も 

要約 する と 、 死 の プロ セス の 知識 は 、 実 際 に は 広い 意味 で の 生命 の プロ 
セス の 知識 で あり 、 し た が っ て 日 常 生 活 に と っ て 重要 で ある と 吉 え ます 。 
生命 の 理解 が 深まる に つれ て 、 こ こ で 議論 され て いる 問題 を 検討 する 可 
能 性 も 高まり ます (セク ショ ン 7)。 


ュー 


S4 
: 意識 の 流れ 
人 間 の 複合 体質 


私 の 以前 の 著書 |Resonance with the Self] に は 、 人 間 の 複合 構成 に 関す 
る スキ ー ム が あり ます 。 それは 、 人 間 と 宇宙 と の 関係 を 明らか に する た 
め に G. デ ブル ッ カ ー 教 授 に よっ て 考案 さき れ た 、 い わ ゆ る 「 エ ッ グ ス 
キー ム 」| で す 。 専門 用 語 が 多い の で ここ で は 割愛 し ます 。 こ の 章 は 元 の 
作品 の 要約 版 で す 。 


$ $ 死 は 段階 的 な プロ セス で す 


人 生 の 終わ り に は 何 が 起こ り ま すか ? この 質問 に 答え る に は 、 ま ず 、 地 
球 上 の 生命 に ある 程度 の 魅力 が ある と いう 事実 を 認め な けれ ば な り ま せ 
ん 。 私 た ち は こ の 世界 の 舞台 で 役割 を 果たし た いと 思っ て いま す 。 

人 間 の 意識 の 流れ が 現れ る の は 、 そ の 流れ の 中 に 生命 の 外側 の 領域 に 引 
き 寄 せら れる 特定 の 性 質 が ある か ら で す 。 あ な た が 正 長 で あれ ば 、 あ な 
た は この 事実 を 認識 する で し ょ う 。 人生 の 過程 で 、 こ の 魅力 は いく ら か 
減少 し ます 。 私 た ち は 多 く の こ と を 経験 し て お り 、 ど こ を 見 て も バ パター 
ン の 繰り 返し を 見 て いま す 。 意識 の 流れ の 内 部 レベ ル と 状態 へ の 魅力 が 
高まり ます 。 人 徐々 に 私 た ち は 外 の 世界 へ の 興味 を 失い ます 。 時折 、「 私 
た だ ああ は も うそ と いま せ ぜん | 。 

意識 の 流れ は 、 い わ ば 、 内 側 と 外側 の フィ ー ル ド ま た は 意識 の 状態 の 間 
で 上 下 に 点滅 し ます 。 個人 の 人 間 の 魂 に と っ て 転換 点 が 訪れ まし た 。 
世俗 的 な も の へ の 魅力 が 減少 する この 期間 は 通常 数 ヶ月 続き 、 そ の 長き 
は 大 に よっ て 異 よ り ま す 。 


外側 の 乗り 物 で ある ボディ は 摩耗 し て いき 、 い ずれ 壊れ て し まい ます 。 
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意識 の 流れ が 中 断 さ れ ま す 。 こ れ を 電球 と 比較 し て くだ さい 。 簡単 な 例 
えと し て 、 同 じ よ うな プロ セス が 働い て いる と 冶 えま す 。 体 が 溶け ます 。 
この こと は 、 死 後 の 世 界 を 考え を る こと に つなが り ま す 。 


86 神智 学 に ょ る 死後 の 状態 


死後 の プロ セス に 関す る 次 の 情報 は 、 や や 大 ざっ ぱ で す 。 興味 の ある 読 
者 に は 、 博 士 の 難解 な 指示 を 参照 し て くだ さい 。 Gottfried de Purucker 

(オカ ル テ ィ ズ ム [ 秘 教 ] の 泉源 ) で 詳細 を 確認 で きま す 。 目 に 見 えな い 償 
域 に スピ リッ ト ガイ ド が 存在 する こと に つい て は 、 こ れ 以 上 説明 し ませ 
ん 。 こ れ ら は 、 特 に 物理 的 な 死 の 証 後 に 、 微 妙 な 叙 域 で ば ん や り と 失わ 
れ た 人 を 助け ます . 可 能 で あれ ば 、 彼 ら は まだ 地球 に 住ん を で いる 人 々 も 助 
け ま す 。 

脳死 が 起こ る 前 の 最後 の 数 時 間 は 、「 バ パノラマ ビジ ョ ン ]| と し て 知ら れ 
て いる も の で 過ごし ます 。 こ れ は 、 人 生 を 振り 返る プロ セス で す 。 こ の 
回 顧 展 は 、 人 生 の すべ て の 出来 事 を 、 そ れ ら の 出来 事 の 背後 に ある 原因 
に 照ら し て 見 た 、 加 速 さ れ た 動画 の よう な も の で す 。 次 に 、 人 は 他 の 人 
が 自分 の 行動 を どの よう に 経験 し た か を 確認 し ます 。 

私 た ち は 通 常 、 出 来 事 の 背後 に ある 原因 を 理解 する こと は あま り 得 意 で 
は あり ませ ん が 、 生 と 死 の 間 の この 移行 期 に 変化 し た 意識 状態 は 、 こ れ 
ら の 原因 を 見 る こと を 可能 に し ます . 

人 は 、 起 こっ た こと すべ て の 正義 を 見 て 、 カ ル マ や 原因 と 結果 の 相関 関 
係 に 照ら し て 、 人 生 が 終わ っ た ば か り だ と 見 る こと と が で きま す 。 と ころ 
で 、 以 下 の 集 合 的 カル マ に 関す る 私 の コメ ント を 参照 し て くだ さい 。 バ パ 
ノラ マビ ュー は 、 学 習 プ ロ セ ス ま た は 個人 へ の 指示 と し て 説明 で きま す 。 


物理 的 な 死後 、 次 の 状況 が 発生 し ます 。 


1. 腐敗 する 了 肉体 が あり ます 。 体 に 関連 する エネ ルギー フィ ー ル ド や オー 
ラ も バラ バラ に な り ま す 。 オ ー ラ は いく つか の 層 で 構成 され て いま す 。 


2. 個人 の 意識 が 一 時 的 に 私 た ちの 構成 に と ど ま る 

「 な り た い 身 体 ] 。 一 般 的 に 、 性 格 は 希望 的 観測 に よっ て 特徴 付け られ 
る こと を 忘れ な いで くだ さい 。 こ れ に は 、 失 われ な い 力 と エネ ルギー が 
含ま れ ま す 。 た だ し 、 そ れ ら は 他 の 形式 に 変換 で きま す 。 

物質 的 な 死 の 後 、 欲 詞 の 力 が し ば らく の 間 、 人 間 を 特定 の 形 に と ど め ま 
す 。 故 和信 は 、 ま だ 彼 を 世界 に 紀 り 付け て いる 地上 の 欲 中 か ら 自 分 自身 を 
解放 し よ ょ うと し ます 。 


この フォ ー ム が 配置 され て いる 場所 は 、 カ トリ ッ ク 教 徒 に 精 獄 と し て 知 
られ て いま す 。 ギリシャ 人 は それ を ハデ ス 、 古 代 エ ジブ プ ト 人 は アメ ン 
プイ 仙 だ 

逆 人 の 心 が 計 量 さ れる エジプト の 死者 の 書 を ご 覧 くだ さい 。 チ ベッ ト 人 
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は それ を バル ド と 呼ん で いま す 。 


この 状態 の 期間 は 、 現 在 の 生活 様式 を 通じ て 本 人 に よっ て 決定 され ます 。 
精神 的 な 生活 を 送り 、 コ ミュ ニテ ィ に 奉仕 する 場合 、 故 人 は バル ド に 短 
期間 滞在 し ます 。 こ れ に は 、 数 日 か ら 数 週間 か か る 場合 が あり ます 。 
あな た が ステ ー タ ス に 多く の 注意 を 払い 、 利 己 的 な 野心 を た くさ ん 持っ 
て いる な ら 、 あ な た は その 状態 に ずっ と 長く 留まり ます . こ れ に は 、 数 年 
か ら そ れ 以 上 か か る 場合 が あり ます 。 

逆 人 が 自分 の 基本 的 な 欲望 を 取り 除い た と き 、 二 度目 の 死 が 起こ り ま す 。 
これ は 、 地 上 で の 生活 の 中 で 開発 され た 願 と すべ て の 高貴 な 資質 が 、 
精神 の 領域 で お る ハイ ヤー セル フ に 吸収 きれ る こと を 意味 し ます 。 

これ は 、 こ の 状態 の 終わ り を 示し ます d 彼 の 性 格 。 む し ろ 、 こ れ ら の 精 
神 的 お ょ び 知 的 資質 と 高 貫 な 願望 は 、 個 人 的 な 人 間 に 残 っ て いる も の で 
す . こ れ ら の 資質 と エネ ルギー は 「 ス ピリ チュ アル アロ マ 」] と 呼ば れる 
こと も あり 、 新 し い 意 識 状 態 に 入る も の で す 。 

これ は 崇高 で 夢 の ょ うな 状態 で あり 、 地 上 で の 生活 の 中 で 人 格 が 大 切 に 
し て きた すべ て の 理想 が 精神 的 に 満た され て いる [4]。 こ の 状態 は 、 地 球 
上 の 不当 な 苦し み に 対 する 一 種 の 報酬 と 見 な すこ と も で きま す 。 こ の 不 
当 な 苦し み は 、 人 類 の 集合 的 な 行動 と 思考 の 結果 で す 。 人 間 は ょ り 大 き 
な 全体 の 一 部 で ある た め 、 必 然 的 に すべ て の 悲惨 き 、 暴 力 、 愚 か さか ら 
逃れ る こと は で きま せん 。 一 方 で 、 時 に は 人 々 自身 が この 世界 の 慈 惨 き 
に 貢献 し て いま す 。 


[4] ブッ ダ の ょ うな 高度 に 進化 し た 存在 で は 、 意 識 は これ ら の 相対 的 な 幻 
想 を 超え た 混 調 の 状態 に あり ます 。 


人 格 に 残っ て いる も の は 、 内 な る 精神 また は ハイ ヤー セル フ の 子宮 の 夢 
の 中 で 眠っ て いま す 。 こ の 睡眠 は 何 世紀 も 続く こと が あり ます 。 

次 の 人 生 で は 、 新 し い 人 間 は 通常 、 わ ず か に 改善 きれ た 性 格 で 始ま り ま 
ボ ら 


第 二 の 死 の 後 、 欲 望 の 力 は どう な る の だ ろう と 思う 人 も いる か も し れ ま 
せん 。 こ れ ら の 力 は 、 生 まれ 変わ っ た 人 間 の 次 の 人 生 で 再 活性 化 さ れる 
種子 と し し て 、 ア スト ラル マト リッ クス (第 2 章 を 参照 ) に 存在 し ます 。 
これ ら の こと を 知る こと が いか に 重要 で ある か が わか り ま す 。 あ な た は 
今 、 次 の 人 生 の 種 を まき ます ! あな た は 今 何 を し て いる か 、 ど の よう に 
生き て いる か に よっ て 、 次 の 人 生 の 性 格 を 部 分 的 に 決定 し ます 。 あ と は 
前 世 で 性 格 が 決ま る 。 こ れ は な ん と 公平 な と と で し ょ う 。 

私 た ち は 自 分 自身 で 作っ た も の と どの よう に 違う こと が で きま すか ? 他 に 
方 法 は あり ませ ん 。 

も ちろ ん 、 集 合 的 な カル マ も 私 た ちの 生活 の 中 で 重要 な 役割 を 果たし て 
いま す が 、 こ れ は 心 の 力 を 使わ な いこ と の 斉 い 訳 に は な り ま せん . ま た 、 
この 事実 は 他人 の 運命 へ の 無関心 に つなが る べき で は あり ませ ん 。 こ の 
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世界 の すべ て の 古代 の 人 々 は 輪廻 転生 の 現実 を 借 じ し て お り 、 大 多数 は 今 
で も 信じ て いま す 。 仏 教徒 、 ヒ ンズ 一 教徒 、 ド ルイ ド 教 徒 、 ケ ルト 人 、 
2 国 凡 5 がり 大 タラ ボン 人 人 、 タコ ラス ん 人 人 、 そ し で 多く の クッ ー ン シン 
ス 派 キリ スト 教徒 は 、 外 に 出 て 生ま れ 変 わり を 受け 入れ た 人 々 や 個人 の 
ほん の 一 部 で す [3]。 


[$] イン カ 文 明 と マヤ 文明 、 古 代 エ ジ プ ト 人 、 ス ト ア 涯 、 ロ ー マ の 詩人 
ウェ ル ギ リ ウス 、 ル クレ ティ ウス 、 ホ レス は すべ て 、 生 まれ 変わ り の 考 
え か ら 始ま り ま し た 。 リ スト は さら に 拡張 で きま す 。 ま た 、 ユ ダ ヤ 教 の 
ゾー ハル (カバ ラ の 有名 な 経典 ) と キリ スト 教 の 聖書 に つい て も 和 触れ て い 
ます 。 後 者 に は 、 生 まれ 変わ り の 教義 へ の 暗黙 の 埋 及 が 含ま れ て いま す 。 
ヨハ ネ の 福音 書 (9 節 1 節 ) と マタ イ 11 節 14 節 と 15 委 を ご 覧 くだ さい 。 有 
名 な 教父 サリ ゲネス は この 教え に 精通 し て いま し た 。 エ ウ セ ビ ウ ス と 他 
素 を ほとん ど 含 まな いこ と を 確実 に する の を 助け まし た . こ れ に ょ り 、 西 
洋 人 は 約 1300 年 間 、 生 命 の ょ り 深 い 背 景 に つい て 完全 に 無知 に な り ま し 
7 


生ま れ 変 わり は 、 私 た ちの 社会 で 失わ れ た 鍵 で す 。 こ の 鍵 が 適切 に 理解 
され 適用 きれ れ ば 、 カ ル マ の 適切 な 理解 と と も に 、 私 た ちの 社会 は 根本 
的 に 変化 する で し ょ う . そ れ は 、 自 己 利益 (国家 を 含む ) と 短期 的 な 利益 が 
すべ て の 人 の 長期 的 な 利益 より も 優先 され る 、 私 た ちの 愛情 深い 世界 に 
秩 座 を も た ら す 可能 性 が あり ます . 

|「 なぜ 前 世 を 覚え てい ない の か | と いう 輪廻 転生 に つい て の 質問 で す 。 
ここ で 簡単 に 答え を る こと が で きま す 。 重要 な の は 、 私 た ち は 新 し い 人 生 
で 新しい 脳 を 持っ て いる と いう こと で す . こ の 新しい 脳 に は 、 過 去 生 の 記 
憶 が あり ませ ん 。 


$ 7 この 情報 を 確認 する 方 法 は ? 


正当 な 人 質問 は 、「 ど う や っ て これ を すべ て 知っ て いる の で すか ?」 です 。 
また は 「 こ の 情報 が 正しい か どう か は どう や っ て わか り ま すか 9?] これ は 
本 か ら で す か 、 そ れ と も 教師 か ら で す か ? 

確か に 、 人 類 の 偉大 な 教師 た ち に よっ て 私 た ち に 与え られ た 豊富 な 情報 
が あり ます が 、 そ れ だ け で は 十分 で は あり ませ ん . こ れ ら の 教え の 価値 と 
真実 を 、 誰 も が 身 を も っ て 体験 する こと が で きま す 。 結 局 の と ころ 、 あ 
な た は 意識 の 流れ で す 。 意 識 の 中 心 を 純 料 に 個人 的 な も の か ら よ り ス ピ 
リ チ ュ アル な も の へ と シフ ト す る こと が で きま す 。 理解 と も 呼ば れる 内 
な る 光 に アク セス で きる よう に 、 心 を 使用 し て 方 向 付け る こと が で きま 
チ 。 

ゴット フリ ー ト ・ デ ・ プ ルッカ ー は 、 彼 の 著書 | オカ ル テ ィ ズ ム [ 秘 教 ] の 
泉源 ] の 中 で 、 こ れ に つい て 重要 な 示唆 を 与 を てい ます 。 彼 は 埋 いま 
す : 
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「 眼 想 と は 、 考 え を 心 に 留め 、 そ れ に 気づく こと を 意味 し ます 。 楽 しく 
て 簡単 な 方 法 で 、 そ の 考え に 内 向き に 取り 組む こと を 自分 に 許し て くだ 
さい 。 

「 腹 想 す る 正しい 方 法 は 、 高 中 な 考え 、 美 し い 考 え 、 役 立つ 考え を 大 切 
に し 、 そ れ が 喜び に な る よう に 心 に 留め て お く こ と と で す . そ の 考え が 大 好 
き で す 。 彼 を 心 に 留め て で お いて くだ さい 。 彼 を そこ に と ど ま ら せ て くだ 
さい 「 雌 鶏 が 卵 と ひよ こ を 抱き し め て いる よう に 、 心 に 熟考 さき させ て くだ 
さい 。 物理 的 また は 個人 的 な 精神 的 意志 を 使用 する 必要 は あり ませ ん 。 
この よう な 意志 の 行使 に は 努力 が 必要 な た め 、 こ れ を 行う と 成功 し ませ 
ん 。 そ れ は 有 眼 想 の 正しい 方 法 で は あり ませ ん 。 清らか な 考え に 感謝 し 、 
それ を 心 に 留め て お いて くだ さい 。[ 動 的 に ] 心 に v 留 あめ て お いて くだ さい 。 
それ は 自然 な と で し ょ うか し ば らく する と 、 そ れ は あな た の 日 常 の 意 
識 の 一 部 に な り ま す あな た は 自分 が 考え を て いる こと に ほとん ど 気 づき ま 
せん この 考え は 常に あな た の 心 の 奥底 に あり ます これ は 眼 想 で あり 、 
集中 力 は 定期 的 すず ます 時 間 が あれ ば w そ の 考え を ょ り 明 確か つ 完 全 
に 意識 に も た らし 、 意 志 で は な く 簡 単に すべ て の 注意 を 払う こと で 
表 昌 


1 ルキ ペデ イア より 2 ジュ ヨッ ャ デー ナ み (ドゥ スミ ャ ー チ ナチ ショ きみ と 
発音 ) は ヨガ の 主要 な 分 野 の 1 つ で あり 、 古 代 の ウパ ニシ ャ ッ ド (ヒン 
ズ 一 教 の 書面 に よる 基礎 を 形成 する グ ヴェーダ の 哲学 的 部 分 ) に 記述 され て 
いま す 。 ジ ュ ニ ャ ー ナ ヨガ は 、「 自 己 認識 に ょ る 再 接 的 な 洞察 の 道 ] と 
訳す の が 最も 適切 で す 。 こ の 道 は 主 に 本 質 的 に 哲学 的 で す が ( グ ニャ ー ナ 
に 関連 する グノー シス と いう 音 葉 と 比較 し て くだ さい )、 西 洋 の 哲学 に 

ょ っ て 一 般 的 に 理解 さん て いる こと と は 反対 に 、 そ れ は 思 弁 的 で は な く 
実験 的 で す . 

ジュ ニャ ー ナ ヨー ガ は 、 あ ら ゆ る 宗教 、 信 念 、 教 義 か ら 、 ス ピリ チュ ア 
ル 哲 学 に 基づい て 、 責 びと 苦し み 、 成 功 と 失敗 、 放 生 と 死 、 善 と 悪 な ど 
の 世界 か ら の 解放 を 求め ます 。 


デ ・ フ ルッ カー 博士 は 、 こ の タイ プ の 上 想 が ヨガ の 基本 的 な 秘訣 で ある と 
説明 し て いま す 。 それは 、 内 な る 神 へ の 音 葉 で は 埋 い 表せ な い ほ どの 静 
けさ 、 手 呑 、 愛 と の 心 の 統一 で す 。 これ は 手 常 に 貴重 な むれ アド バイ ス で 
す ! 


また 、 上 兄弟 愛 や 団結 の 考え を 実践 する 必要 が あり ます 。 こ の よう に し て 
の み 、 自 分 自身 の 意識 の 性 質 を 良い 意味 で 変え る こと が で きま す 。 お 互 
い に 「 い い | と いう こと で は あり ませ ん 。 彼 ら は 宗派 で も そう し て いま 
す 。 い いえ 、 そ れ も す べ て を 持っ て いま す 

互い の 独自 性 を 尊重 し 、 互 い に 学 び 合 う 。 全体 の 利益 の た め に 協力 する 
こと は 、 こ の 実践 の 不可 欠 な 部 分 で す ! 

他 者 の 本 質 と 同一 視 す る こと に よっ て 、 他 者 か ら 本 質 的 な こと を 学ぶ こ 
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と が で きま す 。 これ を 行う に は 、 自 分 を 相手 の 立場 に 買 き 、 相 手 と 共鳴 
し た り 調 和 し た り し ます 。 こ れ は すべ て 、 共 感 スキ ル と は 何 か に つい て 
の 理解 を 使用 し 、 発 展 さ せる こと の 問題 で す . し た が っ て 、 他 者 と の 関係 
は 、 精 神 的 な 成長 の プロ セス に 深く 関わ っ て いま す 。 

スピ リ チ ュ アル な 成長 プロ セス は 、 自 分 自身 や 周囲 の 人 々 の 中 で 遭遇 す 
る 可能 性 の ある 巨大 な 抵抗 の た め に 時 々 痛み を 伴う こと が あり ます が 、 

スピ リ チ ュ アル な 道 も と て も 美しい で す ! 人 々 は 、 他 者 と の 関係 に お いて 、 
ょ り 深 み 、 温 か み 、 人 間 性 を 体験 する よう に な り ま す 。 も ちろ ん 、 内 な 
る 葛藤 や 不安 、 そ し て 周囲 の 喧嘩 も 知っ て いる で し ょ う 。 本当に 価値 の 
ある も の は すべ て 征服 し な けれ ば な り ま せん ! 


も ちろ ん 、 0 IN その ょ うな 問題 (難解 な 教え ) 
で は 、 人 は 常に 自分 自身 に 投げ 返さ れ て 、 教 え を 独立 し て チェ ッ ク し ま 

す 。 僅 大 な 教師 は 皆 2 と を 教え て お り 、 そ れ が 私 た ち に 必要 
な 自信 を 与え を て くれ る の は 事実 で す 。 難 和解 な 教え ん [7] に 含ま れ て いる よう 
な 健全 な 哲学 は 、 一 貫 性 が あり 、 健 全 で あり 、 自 分 の 複合 体質 と 「 外 の 
世界 ] と の 関係 に 徐々 に 気づく よう に な る 疹 し の 教え を 含ん で いま す 。 

古代 の 散 智 の 伝統 は 、 私 た ち に スピ リ チ ュ アル な 道 へ の 道しるべ を 与え 
て くれ ます 。 こ の 道 を た どる 選択 は 誰 に で も 開か れ て いま す 。 探 求 者 の 
動機 に よっ て 決定 され る 道 。 


必ず 室 葉 脚 津 で 示 じ た よう じ し 、G デラ ルッ カー や DF ヨー クス 


オン ライ ン リ ンク 

注 1: あな た の 国 に も 神智 学 の 出版 社 が ある か も し れ ま せん 。 

注 2: 以下 の 書籍 の タイ トル は 、 お そら く 自 動 S か ら 取 られ まし た 。 多 
く の 場 合 、 あ な た の 斉 語 に 変換 され ます 。 英 語 版 で は 、 タ イト ル の 正 し 
い 名 前 が 見 つか り ま す 。 


http://www.theosophischer-verlag.de/online/01.html オン ライ ン 予 約 


神智 学 協会 パサ デ ナ / ハ ー グ 。 (オラ ンダ 語 ) オン ライ ン の テキ スト と 出 
版 物 を 参照 し て くだ さい 。 (https://www.theosophy.net) 

多く の 書籍 が オン ライ ン で 英語 で 入手 で きま す 。 

神智 学 大 学 出版 局 

(tup オン ライ ン : https://www.theosociety.org/pasadena/ts/tup-onl.htm) 

オカ ル テ ィ ズ ム の 源 、 ブ ルッ カー、G. デ 

注 : オ カル ト と は 文字 通り 、 通 常 の 感覚 か ら 隊 きれ て いる も の を 意味 し ま 
す 。 こ こ で 意味 する オカ ル テ ィ ズ ム は 、 秘 教 ま た は 難解 主義 と 同義 で す 。 


Blavatsky House The Haguc (オラ ンダ 語 
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http://webshop.stichtingisis.org/index.php7o=language 層 p=NL 

Thinking Differently な どの 興味 深い コー ス を 提供 し て いま す 。 
神智 学 の 鍵 、 ブ ラヴ ァ ツ キー、HP 

Theosophical Fragments、Kok、D.J.P. 9 個 の フラ グ メ ント の セッ ト 。 
神智 学 の 海 、 裁 麟 記 、W.Q. 

難解 な 哲学 の 基礎 、Purucker、G. de。 

進化 の 男 、Purucker、G. de。 


ヴィ トワ ン 。 古代 の 散 智 の 現代 的 な 処方 。 School of Natural Order SNO 
(英語 ) www.sno.org 

含む : 人 間 の 心理 学 : 悟 り へ の 道 を 入力 し て くだ さい 。 聖書 の グノー シス 
的 解釈 。 


https://archive.org/search.php?query=Martin+Euser 導 sim= に ある 自分 の 本 
1.Resonance with the Self (英語 epub 版 ): pdf と kindle 形式 も あり ます 。 
2. 人 間 の 心 の 謎 (精神 性 と 科学 の 橋渡し ) 

3. 超越 の 再発 見 。 人 間 の 精神 を 解放 し 、 人 間 関 係 を 調和 させ る 


The-practical-gnostic-teaching-by-ralph-m-de-bit-Vitvan 
(https://archive.org/details/the-practcal-gnostic-teachings-of-ralph-m-de-bit- 
Vitvan) 


計 主 
H 選 


員 


アル イン: ボイド クー ツ 。 

キリ スト 教 な ど に つい て 幅広 く 執筆 し て いる 神智 学 作家 (英文 )。 私 の アー 
カイ ブ の 本 を 参照 し て くだ さい 。 

ジェ ラル ドッ マッ セイ 。 

キリ スト 教 、 エ ジ プ ト な ど に つい て 幅広 く 執 筆 し て いる 作家 ・ 研 究 者 ( 英 
語 )。 私 の アー カイ ブ の HTML ファ イル を 参照 し て くだ さい 。 

アラ ン ・ ベ イン 。 カ バラ の 鍵 (英語 )。 私 の アー カイ ブ の pdf ファ イル を 参 
則 b で く 大 きい 
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この 記事 で は 、 私 の 古い ブロ グ 投 稿 を 編集 し て 、 欲 時 か ら 現 実 へ の 魅力 
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的 な 旅 を 簡単 か つ 非 公式 に 競 明 し ます . 特 に ニュ ー エ イジ (引き 寄せ の 法 
則 の 誇大 宣伝 ) サー クル で は 、 こ れ に つい て 書い た り 講 演 し た りす る か な 
り の 数 の 著者 が いま す 。 た だ し 、 私 は 他 の 情報 源 か ら 資 料 を 引用 し て い 
ます 。 サ イコ シン セ シ ス の 基礎 を 築い た イタ リア の 精神 科 医 、 ロ ベル ト ・ 
アサ ジョ ー リ と 、 長 年 の 伝統 か ら で す 。 こ れ は 、 十 分 な 数 の 人 々 が この 
道 を た どれ ば 、 壊 れ た 自己 と 世界 全体 を 癒す た め の 基 礎 を 築き ます 。 こ 
の 件 に つい て は 、 結 び の 音 葉 で も う 少 し 述べ た いと 思い ます 。 

私 は アサ ジオ リ の 作品 「 意 志 の 行 為 」 に 特に 興味 が あり ます 。 こ の 作品 
で は 、 彼 は 積極 的 な 意志 の プロ セス の 段階 ほ また は 段階 を 説明 し て いま す 。 
引き 寄せ の 法則 は 本 質 的 に 自己 中 心 的 すず する た め 、 こ こ で は 詳し く 説 明 
し ませ ん 。 個人 的 な 、 し ば し ば 物質 主義 的 な 目標 を 達成 する こと が すべ 
すっ 

まさ に 私 た ちの 生息 地 を 破壊 する も の 。 そ うす る こと で 、 次 の 質問 が 忘 
れ ら れる こと が よく あり ます 。 私 の 願い は 社会 全体 に と っ て 良い も の で 
すか ? 彼 ら は 世界 を より 良い 場所 に する の に 役立ち ます か (控え め に 埋 っ 

て も 、 持 続 可能 な も の で す )、 そ れ と も 私 は 空想 と 希望 的 観測 に ふけ る だ 
け で すか ? 埋 う まで も な く 、 一 部 の 欲求 は 患者 に と っ て あま り 健 康 的 で 
は ない 場 合 や 、 精 神 の ょ り 深 い 層 と 一 致し な い 場 合 が あり ます . 

ょ り 深 い レ ベル で は 、 心 の 全体 性 と 精神 統合 は 、 自 分 の 能力 を 表現 し 、 

ょ り 大 き な を な 利益 を も た ら す 可能 性 を 実現 する 自然 な プロ セス と 関係 が あ 
る と 圭 え ます 。 精 神 / 自 己 の 要素 の 統合 が 関係 し て いま す 。 意 志 は 関与 す 
2 の Or 1 で の ず 。 


意志 の 行為 の 段階 


意志 は 手 常 に 興味 深い トピ ッ ク で す 。 私 た ち は そ れ ぞ れ 、 意 志 の 行 為 に 
つい て ある 程度 の 経験 が か あり 、 こ の 分 野 で 実験 する こと が で きま す 。 


能動 的 意志 の プロ セス は 括 常 に 複雑 で す 。 ロ ベル ト ・ ア サジ ョ ー リ の 著書 
『Act of Wil』 で 説明 され て いま す 。 こ こ で は 詳し く 説 明 で きま せん 。 
だ だ し 。 意欲 的 全 グ セス の ステップ また は アテ ェ ー ズ し につい て は 言 し 
まま あら 

ステ ー ジ また は フェ ー ズ が わずか に 重なり 合い 、 徐 々 に 互い に 混 ぎ り 合 
う 可 能 性 が ある た め 、 こ の プロ セス は や や ゃ 流動 釣 で ある こと に 注意 し て 
くだ さい 。 フェー ズ 間 を 行き 来 す る ルー プ が いく つか あり ます 。 た だ し 、 
決定 点 は 通常 、 明 確 な 時 点 で す 。 


アサ ジオ リ の 本 を 私 の オラ ンダ 語 版 か ら 逆 衝 訳 する と 、 次 の よう に な り 
まお 。 


1. 感謝 、 動 機 、 意 図 に 基づく 目標 また は 目的 。 
2. ア ドバイ ス 。 
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3. 選択 と 決定 。 

4. 強化 : 意志 の 命令 また は 命 念 。 [フィ アッ ト : 「 や ら せ て くだ さい 」 ] 
$. プ ログラム の 企画 ・ 開 発 。 

6. 実行 の 制御 。 


これ が 完全 で 理想 的 な 形 の 意志 の プロ セス で す 。 
対象 者 に 対す る アサ ジオ リ の 扱い に 基づく メモ : 


1. 目 標 を 達成 する 必要 が あり ます 。 目標 ま た は 目標 を 明確 に 定義 する 必 
要 が あり ます 

気付 く 。 (一 部 の 著者 は 、 欲 及 ま た は 欲求 を 出発 点 と し て 挙げ て いま す 。 
私 は これ を 、 価 値 の ある 何 か を 達成 する た め に 深く 感じ られ た 必要 性 と 
解釈 し て いま す 。 単純 な 必要 性 は 本 質 的 に ょ り 生 物 学 的 で あり 、 こ こ で 
は 議論 さん て いま せん 。) 

これ に は 想像 (アイ デア の 創造 、 ビ ジョ ン 、 種 の 思考 の 形成 ) が 含ま れ ま 
す 。 それは 物事 を 進め る の に 十分 で は あり ませ ん 。 全体 的 な ビジ ョ ン は 
出発 点 こ に すぎ ませ ん 。 目 的 の 評価 また は 評価 は 、 必 然 的 に 痢 断 に 終わ り 
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次 に 、 原 動力 と 意図 を 与え る 動機 が 生成 され な けれ ば な り ま せん 。 

この 目標 / 目 標 を 達成 する た め に 。 モ チー フ は ダイ ナミ ッ ク な も の 。 それ 
は 、 私 た ち が 達 成 し た い 目 標 に 帰す る 価値 に よっ て 生成 され ます 。 
私 た ち は 、 目 標 が 祭 高 で 必要 な も の で ある な ど と 見 た り 信 じ た り し ます 。 


2. 多 く の 目 標 が ある の で 、 そ れ ら の 中 か ら 選 択 す る 必要 が あり ます 。 こ 
れ 

好み の 決定 は 、 相 談 機能 の 結果 で す 

さま ざま な 目標 、 そ れ ら の 目標 を 達成 する 能力 (能力 に 対す る 信念 )、 選 択 
の 結果 、 社 会 的 望ま ほし さ 、 受 容 な ど を 探求 また は 検討 する 必要 が ある 場 
の 、 

ロ ・ 

識別 力 、 心 の 明 思 さき さ が 必 要 で す ! 自分 の 欲求 や アイ デア を 他 の 人 に 伝え 
る こと で 、 フ ィ ー ド バッ ク が 得 ら れ 、 目 標 や 予備 計画 の 調整 に つなが る 
こと ど 吉 あり ます 。 


3. 検討 は 、 選 択 と 決定 に つなが る も の で な けれ ば な り ま せん 。 
完成 させ 、 統 合 し 、 
そし て 決断 に 至り ます 。 


4. 次 に 、 選 択 と 決定 が 強化 さん れ ます 。 こ れ が 活性 化し ます 
必要 な 創造 的 で ダイ ナミ ッ ク な エネ ルギー 

ね らい / め ざす 。 の 写真 Coming は ダイ ナミ ッ ク に な り ま し た 。 それ は 私 
た ちの 意図 と 価値 観 に よっ て 充電 また は 着色 され ます 。 


$. 計画 と プロ グラ ム が 必要 で す 。 実 装 方 法 に つい て 説明 し ます 


5) 


時 間 、 状 況 、 条 件 を 考慮 する の が 好き な ゲー ム 。 


6. 最後 に 、 実 装 が チェ ッ ク さ れ ま す 。 

ウィ ル は 演劇 監督 の よう な も の で す 。 プ ブロ セス 全体 の モデ レー ター で す 。 
人 間 の 機能 の 全 稚 囲 が 影響 を 受け て いる よう に 私 に は 思え ます 

プロ セス : 意志 か ら 想 像 力 、 動 機 、 差 別 へ 

物理 的 な アク ショ ン 自 体 を 計画 し ます 。 

非常 に 印象 的 ! 物理 的 な パフ ォ ー マ ンス 自体 、 感 覚 運 動機 能 は 意志 の 機 
能 で は あり ませ ん が 、 こ の 部 分 の 習得 は 意志 の 機能 で す 。 


注 : 計画 の 実行 中 に 状況 や 状況 が 変化 する 可能 性 が ある た め 、 計 画 の 調整 
が 必要 に な る こと が よく あり ます 。 持 久 力 と 即興 の オ 能 は 必須 で す 。 ア 
サジ オリ が 圭 及 し て いな い 最 後 の 段階 は 、 あ な た の 労働 の 成果 を 受け 取 
り 、 達 成 さ れ た こと を 感謝 し 、 リ ラッ クス し 、 休 上 息 し 、 手 放す こと で す . 
12 の ステ ッ プ か ら な る 「 創 造 的 スパ イラ ル 」| の 発見 者 で ある オラ ンダ の 
作家 マリ ヌス ・ ヌ ー べ は 、 著 書 の 中 で これ ら の 3 つの ステ ッ プ (12 の う 

ち ) また は フェ ー ズ に 名 前 を 付け て いま す 。 彼 の 作品 は 現在 、 オ ラン ダ の 
学校 や 地域 社会 で 子供 や 大 人 が 夢 や 希望 を 形 に する の を 助け る た め に 使 
われ て いま す 。 ま た 、 企 業 環境 の 変革 作業 で 一 部 の コン サル タン ト に 

ょ っ て 使用 され て いま す 。 

Knoopc は また 、「 ネ ガ テ ィ ブ な 」 感情 と し て 知ら れる ブロ ッ ク が あら ゆ 
る ステ ッ プ に 存在 する 可能 性 が あり 、 浴 在 的 に 存在 する 可能 性 が ある こ 
と を 簡単 に 述べ て いま す (し か し 、 そ れ ら は 強 さ の 源 に な る 可能 性 が あ 
り ま す )。 彼 は 、 創 造 的 な プロ セス が パラ ドッ クス に 囲ま れん て いる た め 、 
これ ら の 感情 が 重要 な 役割 を 果たし て いる と 主張 し て いま す 。 

人 々 は 、 自 分 の 最も 深い 欲求 を 発見 し た り 認 め た りす る の が 困難 で ある 
こと が 多く 、 そ れ を 形成 し 、 自 分 の 能力 や ネッ トワ ー ク の サポ ー ト に 自 
信 が 持て な いこ と が よく あり ます . 他 の ブロ ッ ク で は 、 決 心 で き な い 人 々 
を 考え る こと が で きま す 。 我慢 で き な い 人 。 共有 と コミ ュ ニ ケー ショ ン 
が で き な い 人 。 彼 の 12 ステップ サー クル は 、Assagiohi の ステ ッ プ や 

ア ェ ー ズ の よう で に だ 、 診断 ツー ル と し て 使用 で きる よう 記 過 えみ ます 。 この 
目的 の た め に アン ケー ト を 作成 する こと が で きま す 。 ア サジ オリ は 、 彼 
の 作品 「 サ イコ シン セ シ ス 」 で これ ら の 間 題 の いい くつ か を 扱い 、 一 連 の 
治療 演習 も 行い ます . 


ビジ ョ ン を 具現 化す る 
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Wil acting on the levels of psvche 
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Diaqgram of levels and stages of the creative proceSSs 


この 図 は 、 能 動 的 意志 の プロ セス を まとめ た も の で す 。 人間 が 能動 的 意 
志 を 通じ て 創造 (造形 ) の 行為 に お いて 見 る こと 、 考 える こと 、 そ し て 行動 
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する こと の 償 域 を むす の よう に 結び つけ て いる か を 見 る こと が で きま す 。 
例 : 調和 の と れ た 世界 を 実現 する と いう よく 練 ら れ た ビジ ョ ン は 、 目 的 と 
必要 性 と いう 2 つの 極 を 組み 合わ せ た も の で す 。 少な く と も ビジ ョ ン を 
実現 する た め の 具 体 的 な 措 軸 が 講じ られ た 場合 、 可 能 性 の 貧 域 と 今 ここ 
と の 間 の つなが り が 確立 され ます 。 


吉 い 換え れ ば 、 何 が で きる か 、 ま た は ある べき か (そし て すでに 

アイ デア また は シー ド 思 考 は 精神 償 域 に 存在 し ます ) は 、 形 成 的 お ょ び 物 
理 的 な 平面 を 通っ て 今 こ こ に 入る 方 法 を 持っ て いま す . 創 造 の 魔法 だ ! そ 
れ は 熱 考 と 一 貫 し た 計画 と 行動 の 組み 合わ せ で す 。 そ れ に は 、 ス ピリ 
チュ アル な 力 を グラ ウン ディ ング し て 、 彼 ら が 地球 上 で 変革 的 な 仕事 を 
行え を る よう に する こと が 含ま れ ま す 。 こ の 作業 は 、 代 共通 貨 レ ステ ム の 
開発 か ら 健 人 本 な エコ シス テム の 構築 な ど 、 あ ら ゆ る も の に 及び ます 。 

も ちろ ん 、 上 崇高 な 仕事 に は 社会 か ら の 反対 が あり ます 。 私 利 私 欲 は あな 
た の 仕事 を 妨げ ょ うと し ます 。 関 心 の ある 従業 員 の 基盤 を 構築 する 必要 
が ある こと は 明らか で す 。 


上 の 図 は 、 主 に Roberto Assagioli の 作品 に 関す る も の で す 。 こ こ で は 、 
図 に 示さ れ て いる よう に 、 ネ スト され た 4 つの 層 か ら な る モデ ル を 計 計 
し 、 ア クティ ブ な 意志 の 6 つの 段階 の 予備 図 を 示し まし た 。 こ の 図 は 、 
精神 / 知 性 が 機能 する レベ ル ま た は 人 額 域 の 相互 浸 廷 を 示し て いま す 。 レ イ 
ヤー ケー キ じ ゃ な い ! それ は 次 の ょ うに 解釈 で きま す 。 こ れ は 、 想 像 も 
起こ る 最初 の 段階 で す 。 そ れ は 人 間 の 精神 に 存在 し 、 ア イデ ア や 思考 な 
どの 世界 と 相互 作用 し ます 。 私 が これ を 表現 し た 方 法 は 、 こ の 図 で は 、 
心 の より 高い 、 超 個人 的 な レベ ル に 到達 する 高い 野心 を 区 別して いな い 
こと を 意味 し ます . 下 層 階 角 で の み 機 能 す る 個人 的 な 欲求 。 

第 2 レベ ル は 、 コ ミュ ニケ ーション 、 ネ ッ ト ワ ー キ ング 、 ア ドバイ ス 、 
感謝 、 選択 を 示し ます 。 こ れ は 、「 外 の 世界 ] 、 よ り 広 い ぃ 意味 で の 社会 
環境 と の 相互 作用 に 部 分 的 に 関係 し て いま す 。 ま た 、 評 価 と 意思 決定 の 
プロ セス も 含ま れ ま す 。 こ れ に は 、 環 境 か ら の フィ ー ド バッ ク と イン 
ブッ ト が 重要 な 役割 を 果たし ます 。 

これ に つい て は 上 で 説明 し まし た 。 レ ベル (また は 層 ) 1 以降 の すべ て の 
レベ ル で は 、 あ る レベ ル か ら 次 の レベ ル へ と 力 が 急増 し ます 。 レ ベル は 
相 互 浸 廷 し 、 あ る 程度 共鳴 し ます ! 

青 定 的 な 選択 (が ん ば れ 、 や ろう !) は 、 意 志 の 同 意 (不履行 ) に 関す る も 
の で す 。 フ ィ ア ッ ト と は 「 そ の まま に し て …」 と いう 意味 で す 。 

この フィ アッ ト は 生命 力 ( ヒ ンズ 一 教 の 伝統 で は プラ ー ナ と 呼ば れる ) を 活 
性 化 、 動 機 付け 、 組 織 化し ます 。 生 命 力 は 、 い わ ば 創造 プロ セス の 次 の 
(3 番目 の ) 層 と 段階 に 流れ ます : 計画 、 組 織 な ど 、 作 成 に 関係 し て いま す 。 
スク リプ ト ま た は 青 写真 (実行 アク ショ ン の 構造 化 )。 こ の フェ ー ズ は 丘 常 
に 簡単 に 認識 で きま す 。 私 た ち は 了 綿 、 計 画 し た アイ デア を 持っ て いま し 
た 。 何 ら か の 感受 性 が あれ ば 、 計 画 に 伴う エネ ルギー の 流れ を 観察 し た 
こと に な り ま す 。 マ ネー ジャ ー は 、 組 織 で 忙し く 、 多 く の 生 命 エ ネル 
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ギー を 示す こと が よく あり ます 。 

イベ ント の 設計 と 構築 、 ま た は 計画 に は 、 和 柔軟 な 心 が 必 要 で す 。 い わ ば 
[コン トロ ー ル 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ 、 フ ィ ー ド バッ ク 、 適 応 ] で す 。 存 在 
する 、 ま た は 発生 し て いる 機会 を 確認 し 、 目 標 を 達成 する た め に 必要 な 
リソー ス を 収集 する 必要 が あり ます 。 こ れ は すでに 第 2 レベ ル か ら 始 
まっ て お り 、 ア イデ ア の 長所 と 短所 を 比較 検討 する 必要 が あり 、 こ の 段 
階 で は 緊急 か つ 話 題 に な り ま す 。 


第 4 層 は 、 実 装 の 制御 (制御 ) に 関す る も の で す 。 実行 され る タス ク の 監 
視 が 必要 で す 。 こ の フェ ー ズ で は 、 以 前 に 準備 お ょ び 計 画 さ れ た 実装 の 
部 分 と フェ ー ズ を 要約 し ます 。 

フィ ー ド バッ ク は 、 実 行 お よび 計画 に お いて 修正 が 必要 で ある と 装 断 さ 

れ た 場合 に 発生 し ます 。 

この フェ ー ズ で は 、 以 前 の すべ て の レベ ル の 影響 が 組み 合わ され ます 。 

この レベ ル (お ょ び 計 画 / 組 織 化 段 階 ) で の 抵抗 と 慣性 は 、 多 く の 要 因 に 

ょ り 多 く の 頭 痛 の 種 と な る 可能 性 が あり ます 。 和 柔軟 性 が 必要 で す 。 あ る 
方 法 で で き な い 場合 は 、 別 の 方 法 を 試し て くだ さい 。 何 か を 行い 、 目 標 
を 達成 する た め の さ ま ざ ま な 方 法 を 学び ます 。 目標 (また は 目標 の 一 部 ) を 
達成 する と 、 そ こ か ら 何 ら か の 満足 が 得 ら れ ま す 。 物 事 が 期待 通り に 進 
まな いと き は 、 お そら く 学 ぶ べ き 教 訓 が ある で し ょ う 。 


最後 に 一 埋 


プロ セス の 上 記 の 説明 積極 的 な 意志 に さら に 多く の こと を 追加 する こと 

が で きま す 。 

まず 、 意 志 が 構成 され て いる も の 、 そ の 存在 論 的 地位 の 精 級 化 。 

確か に 主力 に 見 を ます か ら 、 相 当 な も の で し ょ う 。 

知恵 の 伝統 は 、 表 現 で は な く 提 示 と し て の 思考 の 性 質 、 意 識 の 流れ の 観 
察 、 そ し て 自分 の 心 を 存在 の ょ り 深 い 層 また は 内 側 の 層 に 向け る 方 法 婦 
ど 、 こ れ ら の 主題 に つい て 多く の こと を 館 べ て いま す . 

ハイ ヤー セル フ と の 共鳴 は 、 意 識 的 な 努力 に よっ て 達成 で きま す 。 それ 
自体 が 章 全体 で す 。 想像力 と 意志 力 を 駆使 し 、 集 中 し て グル ー プ 作業 を 

行う こと で 、 ダ イナ ミッ ク な 思考 の 場 を 作り 出し ます 。 それは 確か に 、 

自分 の 内 面 の 特徴 的 な パタ ー ン を より 完全 に 表現 する こと を 含み ます 。 

それ は あな た の 内 な る 自己 と 調和 し (サイ コシ ン セ シス の 目標 )、 こ の 世界 
に 完全 性 を も た ら す 力 に な る 方 法 で す . こ の 重要 な トピ ッ ク に つい て は 、 

私 の 本 (2 番目 の 記事 ) で 詳し く 説 明 し て いま す 。 こ の 知識 は 今日 で も 重 
要 で あり 、 お そら く 人 類 の 歴史 の どの 時 代 よ り も 緊急 で す . 
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絵 合 的 な 種類 の 科学 の た め の 7 つの 重要 な 公理 


知恵 の 伝統 の まとめ 
の バン グー 


き 


二 
中 


知恵 の 伝統 (要する に 、 賢 者 と 神秘 家 に よっ て 時 代 を 超え て 受け 継が れ 
た 人 類 の 集合 的 な 知恵 ) は 、 自 然 全体 に 適用 され る 7 つの 重要 な 原則 を 
概説 し て いま す 。 こ れ ら の 原則 を 組み 合わ せる こと で 、 私 た ち 自 身 と 宇 
再 に つい て 理解 を 深め る た め の フ レー ム ワ ー ク が 提供 きれ ます 。 私 は 
YouTube チャ ン ネ ル で 7 つの プレ ゼン テー ショ ン (テキ スト の み ) を 行い 
まし た 。 こ と で ポイ ント ご と に 見 つげ る こと が で きま す 。 これら の 原則 
の 多く は 、 最 高 の 学者 か ら あ る 程度 認め られ て いま す 。 

自然 の プロ セス に 対す る 基本 的 な 青 感 的 な 認識 は 、 こ れ ら の 原則 や 公理 
の 定式 化 に 埋め 込ま れ た 知恵 と 経験 を 理解 する の に 役立ち ます 。 以下 の 
資料 を 理解 する の に 役立つ か も し れ な い 本 は 、TIain McGilchrist の The 
Matter with Things で す 。 Youtube で は 、 彼 の 本 に 関す る rm と の ディ ス 
カッ ショ ン / 対 話 を 見 つけ る こと が で きま す 。 彼 の 初期 の 本 は 、 分 像 し た 
脳 と 西洋 世界 の 形成 を 扱っ た The Master and His Emissary で す 。 左 半 球 は 、 
右 半 球 が 担当 すべ き 領 域 を 支配 し て いる よう に 見 えま す 。 左 半球 は 右 半 
球 よ り も 便 責 的 で 、 文 服 情 報 を うま く 処 理 で きま せん が 、 右 半球 は 全体 
を 見 て 共感 的 で す 。 こ れ に つい て は 、Iin の 本 や 講義 で 詳し く 説 明 さ れ て 
いま す 。 


原則 また は 公理 


原則 の 短い リス ト : 
1. サ イク ル は 自然 界 に 過 在 し て いる 
2 行動 に は 結果 が あり ます 。 フ ィ ー ド バッ ク の 役 守 
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3. 自然 は ホロ ン 、 部 分 全体 か ら な る 

4. す べ て の も の に は 固有 の 振動 パタ ー ン が あり ます 
ログ レタ ツン トキ ボ ポリ ラー デー ション 

6. 二 元 性 は 顕現 の 特徴 で す 

7. 多様 性 の 中 の 団結 


第 1 の 原則 また は 公理 : サイ クル 


自然 界 の 多く また は すべ て の プロ セス に は 循環 的 な 要素 が あり ます 。 例 : 
- 惑 星 軌 道 と その 後 の 季節 

- バ イオ リズ ム 、 呼 吸 な ど 

- 文 明 : 行っ た り 来 た り ( 約 230 年 の 周期 で 世界 中 を 移動 、 現 在 は 中 国 に 
向かっ て いる ) 

- 科 学 の パラ ダイ ム (クー ン 、 科 学 革命 の 構造 ) 

- 考 え (前 の 章 の 詳細 情報 ) 

・ ホ ル モ ン 周期 、 睡 眠 覚醒 周期 

- 酸 素 - 二 酸化 災 素 サイ クル : 動物 は 酸素 を 吸い 込み 、 二 酸化 災 素 を 吐き 出 
し ます 。 西 物 は その 逆 で す 。 こ の サイ クル が な けれ ば 、 人 は 存在 し ませ 
0 


この プロ セス の 補完 性 は 、 第 6 公理 で も 扱わ れ ま す 。 生 と 死 の サイ クル 
に つい て 議論 する 前 に 、 人 生 に つい て の 見 解 を 議論 する 必要 が あり ます 。 


2 つの 相反 する 世界 観 : 科学 的 唯物 論 と スピ ビリ チュ アル な 世界 観 。 


科学 的 唯物 論 : 意識 は 、 脳 内 で 起こ る プロ セス の 副産物 に すぎ ませ ん 。 シ 
テム は 。 コシ ポー ネン ドド に 分 解す る こと で 理解 で きま す 。 


スピ リ チ ュ アル な 世界 観 : 意識 は 形 の 基礎 で あり 、 顕 在 化 する 前 の も の で 
す a 


科学 的 唯物 論 は 、 意 識 、 性 質 、 生 命 、 抽 象 的 な 思考 、 細 胞 の 組 笠 な ど を 
説明 する こと は で きま せん 。 彼 は 何 億 人 も の 人 々 の 経験 ( 了 死 体験 、 神 秘 
体験 、 テ レバ シー、 青 感 的 洞察 ) を 無視 し て いま す 。 ま すま す 多 く の 折 学 
者 や 科学 者 が 、 バ パン サイ キズ ム を 人 生 の 哲学 と 見 な し 始め て いま す 。 残 
の の 
の 影響 を 大 きく 受け て いる た め 、 多 く の 科 学者 は 自分 た ちの 真 の 信念 

表明 する こと を 懲 れ て いま す 。 世 界 観 を 扱う 興 ANAN 
Essentia Foundation で 、 分 析 的 理想 主義 の 無料 コー ス を 提供 し て いま す 。 
知恵 の 伝統 は 、 顕 在 化し た すべ て の 存在 の 基礎 と し て の 意識 の 究極 の 仮 
説 を 想定 し て お り 、 汎 神 論 に 割り 当て る こと が で きま す 。 生 と 死 の サイ 
クル の 文 版 で これ を 調べ て み ま し ょ う 。 意識 が 顕在 化 の 根源 で ある と す 
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れ ば 、 そ れ は 生 と 死 の プロ セス に と っ て 何 を 意味 する の で し ょ うか 7? これ 
は 、 フ ァ イ ド が ソクラテス の 刑務 所 で の 最後 の 日 を 語っ た 有名 な 物語 で 
ある プラ トン の パイ ド で 議論 され て いる 主題 で す 。 生 まれ る 前 に 意識 や 
魂 が あっ た と し た ら 、 死 後 の そ の 意識 は どこ に ある の で し ょ うか ? ソ クラ 
テス は 、 私 た ち は ラ イフ サイ クル の 半分 し か 認識 し て いな いと 指摘 し て 
いま す 。 体 に 関連 し て 、 私 た ち は 精 神 的 な 部 分 の 記憶 を 失い ます 。 
知恵 の 伝統 は 、 生 まれ 変わ り は 人 生 の 事実 で ある こと を 教え て くれ ます 。 
これ に は 次 の ょ うな 有力 な 説 が あり ます 。 


・ 倫 理 的 な 考慮 事項 と 証 感 的 な 洞察 力 

・ 経 験 (臨死 体験 、 前 世 の 記 憶 ) 

* 経 典 個 性 は 生ま れ 変 わる こと は あり ませ ん 。 落葉樹 が 葉 を 落と し 、 翌 年 
に 新しい 葉 を 生み 出す よう に 、 体 を 投影 また は 発達 きせ る の は ハイ ヤー 
セル フ で す 。 こ の 件 に つい て は 、 ま だ まだ 語る べき こと が た くさ ん あり 
ます 。 た と えば 、 生 活 条 件 が これ ほど まで に 異な り 、 多 く の 人 に と っ て 
不 公平 を こと が 多い の は な ぜ で し ょ うか 。 そ の よう な 質問 は 、 合 理 的 な 
説明 に 到達 する た め に 他 の 原則 の 助け を 必要 と し ます 。 特 に 、 次 の セク 
ショ ン の 主題 で ある 因果 原理 。 


第 2 の 原則 また は 公理 : 原因 と 結果 


原因 - 結 果 の 原則 : すべ て の 行動 に は 結果 が あり ます 。 何 も し な く て も 、 
結果 が 生じ る 可能 性 が あり ます 。 例 : 痛 れ て いる 人 を 助け な い 。 自然 は 
5 の 後 選 パラ ン え を 取 今 うど と し まず ポ 、 人 て の 0 アクション は 、 デ ゲ ク 
ショ ン に 対応 する 反応 を 作成 し ます 。 こ の 原則 は 、 了 肉体 的 、 心 理 的 、 精 
神 的 な 存在 の すべ て の レベ ル で 機能 し ます 。 聖書 に ょ よれ ば 、 種 を 時 け ば 
刈り 取る こと が で きま す 。 

エネ ルギー は 失わ れ ま せん 。 こ の 原則 は 精神 エネ ルギー に も 当て は まり 
ます 。 深く 考え を た こと は あり ます か ? 私 た ち が 日常 生 活 の 中 で 毎秒 や り 
取り し て いる 、 さ ま ざ ま な 種類 の エネ ルギー を 甘え る 場 が あり ます 。 魚 
が 泳い で いる 海 を 認識 し て いな いよ うに 、 私 た ち は 通 常 、 こ の フィ ー ル 
ド を 認識 し て いま せん 。 

行動 は 反応 に つなが り ま す 。 反応 は さら な る 行動 に つなが り ま す 。 反応 
が 行 動じ に つなが る と 育 え ます 。 これ に より 、 ブ ィ ー ド バッ ク ルー ブ が 作 
成 き れん ます 。 こ れ に つい て は 、 第 3 原則 の セク ショ ン で 詳し く 誤 明 し ま 
す 。 物 理 的 な レベ ル で は 、 例 えば 、 血 糖 値 の 調節 は フィ ー ド バッ ク ルー 
プ を 介し て 調和 館 さ れ ま す 。 知恵 の 伝統 で は 、 原 因 と 結果 の 連鎖 を カル マ 
と 呼び ます 。 カ ル マ は 運命 で は な いこ と を 理解 する こと が 重要 で す 。 運 
命 は 、 既 存 の パター ン や 習慣 と 関係 が あり ます 。 人 間 に は 自由 意志 が あ 
り 、 そ の 意志 を 使っ て 習慣 を 変え たり 、 行 動 バ ター ン を 打破 し た り で き 
ます 。 た と えば 、 意 識 の ょ り 深 い 層 に 注意 を 向け る こと で 、 思 考 パ ター 
ン を 変え る こと が で きま す 。 こ れ を 行う た め の テ クニ ッ ク は 、 こ の 本 の 
第 2 章 で 説明 され て いま す 。 こ の 点 に つい て は 、Ralph Moriarty de Bit 
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(Vitvan) の The Practical Gnostic Writings も 参照 し て くだ さい 。 私 の アー カ 
イブ を 参照 し て くだ さい 。 (archive.org、Martin Euser を 検索 ) 

人 々 の 間 の 利益 相反 の た め に 、 人 生 は 混 湯 と し て いる よう に 見 える こと 
が よく あり ます 。 こ の 点 で 、 い くつ か 例 を 挙げ る と 、 個 人 、 家 族 、 社 会 、 
グロ ー バ ル な ど 、 さ ま ざ ま な 種類 の カル マ が 存在 する 可能 性 が あり ます 。 
世界 の カル マ は 、 生 態 系 と 私 た ち 自 身 を 破壊 する 金融 経済 政治 シス テム 
の 行動 、 反 応 、 結 果 と し て 見 る と と が で きま す 。 有 限 の 惑星 で 無限 に 成 
長 す る こと は 不可 能 な の で 、 上 記 の シス テム の 再編 成 が 必要 に な り ま す 。 
カル マ は 正義 の 普 過 的 な 法則 (まほ また は バタ ー ン ) で あり 、 倫 理 的 行動 に 
深く 関わ っ て いま す 。 自分 に し て ほし く な いこ と は 他人 に し て は いけ な 
い ( 黄 金 律 )。 正 気 の 人 な ら 誰 で も 理解 で きる よう に 、 美 徳 は 重要 で す 。 こ 
の 伴 に つい て は 、 ま だ まだ 語る べき こと と が た くき ん あり ます 。 た だ と えば 、 
生活 条件 が これ ほど まで に 異な り 、 多 く の 人 に と っ て 不 公 平 な こと が 多 
い の は な ぜ で し ょ うか 。 こ の よう な 問題 は 、 カ ル マ と 輪廻 転生 の 研究 を 
通じ て の み 十 分 に 説明 で きま す 。 こ の 分 析 に は 、 現 在 の 状況 の 歴史 的 背 
景 、 今 日 の 多く の 人 々 に 壊滅 的 な 結果 を も た ら す 出来 事 が 含ま れ ま す 。 
た と えば 、1880 年 代 に ベル リン で 開催 され た 会 議 で は 、 民 族 国家 を 確立 
する た め に 、 ア フリ カ の 地図 上 に 民族 を また いで 国境 が 描か れ ま し た 。 
紛争 と 災害 の レシ ピ 。 
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人 は 自分 の 生活 バタ ー ン を 変え る こと が で きま すか ? は い 。 1 つの 方 法 
は 、 こ の 本 の 第 2 章 で 説明 され て いま す 。 カ ル マ と 生ま れ 変 わり に 関す 
る 多く の 質問 は 、Echoes of the Orient の 最初 の 2 冊 の 本 で 、William Quan 
Judge に よっ て 回 答 さ ん て いま す 。 オ ン ラ イン で 見 る (無料 ): 
theosociety,org (オン ライ ン ブッ ク セク ショ ン ) 


第 3 の 原則 また は 公理 : ホ ロニ ッ ク な 組織 


ホロ ン と は 、 「 そ れ 自 体 が 全体 で あり 、 ょ より 大 き な 全 体 の 一 部 で も ある 
も の | (ウィ キ ペ ディ ア ) で す 。 こ の 用 語 は Arthur Koestler に よっ て 造ら 
れ ま も た 。 グスト ドラ テラー の 吉 葉 で は 、 ホ ロン と は 、 よ り ゆり 大き な シス テム の 
一 部 で あり な が ら 、 完 全 性 と アイ デン ティ ティ を 備え た も の で す 。 それ 
は : よ り 天 き な シ ステ ム の サジ シス テム で す 。 旬 典 。 ウツ ウィキ ペデ ィ ア 。 ホ 
ロン は 階層 の 一 部 と し て 理解 で きま す (ウィ キ ペ ディ ア )。 ホ ロン は 、 よ 
り 大 き な 生 物 、 シ ステ ム 、 ま た は 階層 に 参加 し て いま す 。 ホ ロン の 例 : 人 
体 (また は 動物 や 植物 ) の 細胞 は 、 そ れ 自 体 が その 体内 の ホロ ン で す 。 進 
化 の 過程 で 、 細 胞 は Ge に 分 化し ます それ 自体 が ある 種 の ホロ ン ま た は サ 
ブシ ステ ム で ある 織物 、 器 官 、 お ょ び 器 官 系 。 

特に 生物 学 的 健 域 に お ける 複雑 な シス テム の サブ シス テム の 研究 は 、 
James Grier Miller に よっ て 行わ れ ま し た 。 彼 の 1978 年 の 「 生 命 シ レス テム 
理論 (LST)] で は 、 約 10 個 の 物質 エネ ルギー 処理 サブ プシ ステ ム と 11 個 
の 情報 処理 サブ プシ ステ ム が 想定 され て いま す 。 ミ ラー の シス テム に は 、 
倫理 や 創造 性 ( 心 の 高 次 機能 ) を 扱う 高 次 サブ シス テム が な いこ と に 注意 
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し て くだ さい 。 し た が っ て 、 彼 の 理論 を 意味 、 価 値 観 、 道 徳 、 創 造 性 、 
精神 性 に 拡張 する に は 、 心 理 サ ブシ ステ ム に 関す る さら な る 研究 が 必要 
KG 

自然 界 間 の 総体 的 な 関係 に つい て 埋 え ば 、 動 物 と 人 間 の 皮膚 の 毛 は 、 私 
た ちの 進化 の 過去 の 名 残り で ある と 指摘 する こと が で きま す 。 そ の 起源 
は 植物 に ある よう で す 。 ミネラル は 、 動 物 や 人 間 の 骨 構 造 に お いて 重要 
な 役割 を 果たし て いま す 。 人間 の 動物 的 な 部 分 は よく 知ら れ て お り 、 フ 
ロイ ト や ュ ユング な どの 有名 な 心理 学者 に よっ て 研究 きれ て きま し た 。 情 
熱 と 制御 する の が 難し い 欲 望 は 、 文 献 に 十分 に 記載 され て いま す 。 プ ブラ 
トン が 、 白 と 黒 の 2 頭 の 馬 と 、 戦 車 を 制御 し ょ よう と する 戦車 兵 と の 戦車 
の 例え は よく 知ら れ て いま す 。 

プラ トン の パイ ドロ ス の 対話 は 、 白 い 馬 (意志 ) が 黒い 馬 (情熱 ) に 恋 を 
し た こと 、 戦 車 乗 り が 馬車 (人 体 ) の 制御 を 失っ た こと を 計 明 し て いま す 。 
あな た が 他 の 誰か と 議論 し て いる と し ます 。 舘 念 と 視点 は 異な り ま す 。 
状況 は 覧 張 し 、 気 分 は 熱く な る 。 誰 も が 選択 肢 を 持っ て いま す 。 和 り を 
発散 させ る か 、 身 を 引い て 落ち 着 こ う と する か で す 。 私 た ちの 道徳 的 性 
質 は 、 基 本 的 婦 衝 動 を 抑制 し 、 脳 機能 を 含む 私 た ちの 動物 的 な 部 分 に 影 
響 を 与え る 可能 性 が あり ます 。 衝動 制御 の 機能 は 、 心 理学 の 文献 で よく 
知ら れ て いま す 。 こ こ で は 、 人 間 の 神経 系 を 含む 人 間 の 制御 機能 

フィ ー ド バッ ク 機 能 を 見 る こと が で きま す 。 付 録 B で は 、 人 間 の 精神 に 
作用 する 資質 に つい て 説明 し ます 。 観 察する 自我 機能 の 開発 を 通じ て 、 
相反 する 性 質 を 習得 する こと が で きま す 。 心 理学 者 は 、 メ タタ 感情 な どの 
メタ 機能 に つい て 話し ます 。 つ まり 、 自 分 が 持っ て いる 感情 に つい て 感 
情 を 持つ 能力 で す 。 し た が っ て 、 こ れ は 、 人 間 に 、 全 体 的 また は ネス ト 
され た メタ レベ ル が 存在 する こと を 示し て いま す 。 こ れ ら の レベ ル は 、 
人 間 の 脳 で は 制御 の 階層 と し て 表 さ きれ ます 。 ス タッ フォ ー ド ビア は 、 こ 
の コン トロ ー ル の ヒエ ラル キー に 関す る 有人 益 な 本 「The Brain of the 
Firm] を 書き 、 彼 が 発見 し た 原則 を 会 社 の 経営 に 適用 し まし た 。 ホ ラー 
キー (階層 内 で 機能 する ホロ ン ) の 別 の 例 は 、G. de Purucker の 単項 モデ 
ル に 見 られ ます 。 詳細 に つい て は 、 付 録 A を 参照 し て くだ さい . 最 後に 、 
人 間 は 母 な る 地球 で ある ガイ ア の 体内 に ある ホロ ン で あり 、 低 レベ ル の 
植物 や 動物 と 同様 に 、 客 観 的 な 側面 で 惑星 を 世話 する 機能 を 実行 する 必 
要 が あり ます 。) 行う 。 人 間 は 生態 を 台無し に し て お り 、 学 ぶ べ き 重 要 
な 教訓 が あり ます 。 生 命 の 網 に 対し て 何 を し て も 、 そ れ は 自分 自身 に 対 
し て な の で す 。 こ れ は 人 類 の た め の レ ッ ス ン 101 です! 


第 4 原則 また は 公理 : す べ て の も の に は 固有 の 振動 パタ ー ン が あり ます 


あら ゆる も の に は 固有 の 振動 バタ ー ン (フィ ー ル ド バ パタ ー ン ) が あり 、 適 
切な 形 で 表現 され て いま す 。 こ れ は 、 い くつ か の 例 で 明確 に する 必要 が 
あり ます 。 私 た ち は 皆 、 鉄 粉 が 賀 か れ た 低 の 下 に ある 磁石 の イメ ー ジ を 
知っ て いま す 。 鉄 の や すり は 、 磁 石 の 磁場 成形 フィ ー ル ド に 従っ て 配置 
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され ます 。 磁 場 を 証 接 観察 する こと は あり ませ ん が 、76 磁場 が 鉄 粒 子 に 
与え る 影響 は 確認 で きま す 。 フ ォ ー ム フィ ー ル ド の 研究 は 、 有 名 な 生物 
学者 で ある ルパート シェ ルド レイ ク の 研究 に よっ て 後押し され まし た 。 
テレ パシ ー 犬 に 関す る 彼 の 研究 は 、 そ の よう な フィ ー ル ド の 存在 を 示し 
て いま す 。 彼 は また 、Science as Religion (宗教 と し て の 科学 ) に つい て の 
本 を 書き まし た 。 物 質 に は 振動 的 な 側面 が あり 、 こ れ は ド ブロ イ の 研究 
以降 、 物 理学 で よく 知ら れ て いる 事実 で す 。 実際 、 私 た ち は エ ネル ギー 
宇宙 に 住ん で いる と 斉 え ます 。 知 恵 の 伝統 は 、 私 た ちの 思考 に も エネ ル 
ギー 的 また は 意識 的 な 側面 が ある と 考え を てい ます 。 こ の 文 服 で 、 心 は 第 
2 章 で 分 析 さ れ ま す 。 7 つの 側面 が 議論 さん 、 そ の 精神 的 な 部 分 に 焦点 
を 当て る 方 法 が 与え を られ て いま す 同 意 。 第 4 の 原則 に 戻る と 、 す べ て の 
命 体 に 固有 の 本 質 的 で 本 質 的 な パタ ー ン が あり ます 。 
これ は 、 そ れ ぞ れ の 存在 、 意 識 が 、 具 体 化 さ れ た 意識 、 そ の 振動 バタ ー 
ン ま た は フィ ー ル ド の 進化 し た 性 質 と 一 致す る まさ に その 形 で 現れ る こ 
と を 意味 し ます 。 人 間 の 意識 は 人 間 の 体 の 形 を 取り 、 動 物 の 意識 は 動物 
の 中 に 具現 化 さ れ ま す 。 同じ こと が 植物 、 鉱 物 、 人 間 の 王国 の 上 の 王国 
に も 当て は まり ます 。 こ れ は 自己 形成 と 呼ば れ ま す 。 存 在 の 複合 面 で の 
自己 の 表現 、 実 質 的 な 意識 生活 で す 。 
他 の より 高度 な 存在 や 文明 の 存在 の 可能 性 を 否定 する こと と は 別に 、 生 
命 と 私 た ち が 住 ん で いる 宇宙 に つい て 、 私 た ち が ま だ 知ら な いこ と が た 
くさ ん あり ます . 知 れ ば 知る ほど 、 知ら な いこ と が 無限 に ある こと に 気 づ 
きま す 。 第 4 の 原則 は 、 継 承 の 問題 に も 適用 きれ ます 。 Q: 遺伝 子 バ 
ター ン の 明確 な 原因 は あり ます か ? ア リス ト テ レス は そう 詩 う だ ろう し 、 
知恵 の 伝 続 も そう 育 う だ ろう . 遺 伝 子 の 青 号 真 と フォ ー ム フィ ー ル ド の 
問題 は 、 偽 見 の な い 科学 者 に よる さら な る 研究 を 必要 と し ます 。 受精 し 
た 単 一 の 配偶 子 か ら 、 遺 伝 子 だ け で 完全 に 機能 する 体 を 形成 で きる こと 
は 決し て 明らか で は あり ませ ん 。 
一 部 の 科学 者 が 指摘 し て いる よう に 、 細 か く 調 整 さ れ た 遺伝 子 タ ン パ ク 
質 合成 ルー プ を 作成 する た め に 必要 な 組 笠 と 複雑 さ の レベ ル は 、 そ の 
ルー プ 自体 の 複雑 さよ り も さら に 大 きい . 生 命 の 起源 は 科学 者 に と っ て 謎 
の まま で す 。 本 抽 有 0Gm コーン 全 バ ス ピ 2 の 応 則 だ だ 06 で 性 、 き 0P 光 
NN と が 言え ます 。 読 者 は 難解 な 文献 や 、 ル パート ・ シ ェ ル ドレ イク の 
同類 の 作品 を 参照 する 必要 が あり ます 。 


第 $ 原則 また は 公理 : 進歩 的 な 進化 


ダー ウィ ン の 進化 諭 は 形態 の 変化 を 扱っ て いま す 。 し か し 、「 進 化 ] と 
いう 埋 葉 の 本 当 の 意味 は 、 ラ テン 語 の 「evolvere] か ら 発 展 し 、 物 質 の 意 
識 の 性 質 を 明らか に し 、 和 解きほぐし 、 展 開 す る こと で す 。 知 恵 の 伝統 に 
ょ れ ば 、 意 識 は 進化 に お いて 最も 重要 な 要素 で す 。 物 質 / 物 質 の 中 で 、 ま 
た は 物質 / 物 質 を 通し て 働く 活動 的 で 組織 化 さ ん た 力 が な けれ ば 、 い か な 
る 現象 も 起こ り 得 ま せん 。 生 物 学 者 は 、 生 命 力 (プラ ナ 、 気 )、 エ ラン バイ 
炊 JMCN2 み ダン) ギタ 玉 キー( ア ゲル ベル ルス) が が か がく て も で きる と 
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思っ た と き 、 赤 ちゃ ん を 風呂 の 水 と 一 緒 に 捨て まし た 。 彼ら の ほとん ど 
は 、 新 ダー ウィ ン 理 論 ( 統 合 ) が 生命 の 起源 を 説明 で き な い こと を 含め 、 問 
題 を は らん で いる こと を 認め な いで し ょ う 。 ラ ンダ ム な 変異 で は 説明 で 
きま せん (これ は いく つか の こと に つい て 計算 きれ て いま す : タン パク 質 
の 複雑 さき は その 1 つ で す )。 

ダー ウィ ン の 現代 生物 学者 で ある アル フレ ッ ド ・ ラ ッ セ ル ・ ウ ォ レ ス は 、 

進化 諭 は 人 間 の 精神 の 高 次 の 機能 、 つ まり 数 学 、 芸 術 、 音 楽 、 哲 学 ( 抽 

象 的 思考 ) を 説明 し て いな いと 考え まし た 。 そ の 意味 で 彼 は 正しかっ た 。 
人 類 の 抽象 的 で 象徴 的 な 思考 の 突然 の 出現 に 関連 する 大 き な 謎 が あり ま 

す . こ の 起源 の 詳細 に つい て は 、 私 の 本 と そこ に 含ま れる 参考 文献 を 参照 
し て くだ さい 。 そ れ は 、 人 間 の 王国 を 超越 する 存在 の 軍隊 また は 王国 の 
影響 と 支援 に 相当 し ます 。 手 が か り は 、 有 名 な プロ メ テ ウ ス の 神話 に あ 
り ま す 。 キ ング ダム は 、 ホ ロニ ッ ク 構 造 の 不可 欠 な 部 分 で ある た め 、 相 
互 依存 し て いま す 。 象 徴 的 思考 の 出現 を 説明 する 試み が な きれ て きま し 
た 。 し か し 、 出 現 の 理論 は 「 ボ トム アッ プ 」 で 機能 し よう と する た め 、 

決定 的 で は あり ませ ん 。 

これ ら す べ て の 理論 に 欠け て いる の は 、 次 の 考え 方 で す 。 何 か を 開発 す 
る に は 、 ま ず 何 か を 包む か 折り た た む 必 要 が あり ます 。 表 現に 適し た 環 
境 と 時 間 で 展開 また は 開発 され る の を 待っ て いる 浴 在 的 な 能力 、 力 、 要 
因 が あり ます (これ を 説明 する に は 、 放 射 を 含む 全体 的 な プロ セス を より 
ょ く 理解 する 必要 が あり ます - こ の シリ ー ズ の 3 番目 の 公理 と 引用 され た 
文献 を 参照 し て くだ さい し た が っ て 、 進 化 の プロ セス は 実際 に は 2 つ あ 
り ま す 。 


(1) 意識 また は 精神 が 関与 する よう に な り 、 そ れ 自体 を 物質 (あま り 進 化 
し て いな い 存 在 の 領域 ) で 包み 込む か 、 ま た は 衝 い ます 。 


②) 物質 は 精神 に よっ て 推進 きれ 、 情 報 を 与え られ る 。 


これ は 周期 的 な プロ セス で あり 、 第 一 段階 は 精神 の 物質 へ の 降下 また は 
投射 に よっ て 特徴 付け られ 、 第 二 段 階 は 精神 の 上 昇 と 物質 の 洗練 、 エ ー 
テル 化 に よっ て 特徴 付け られ ます 。 後 者 の プロ セス は すでに 部分 的 に 観 
察 で きま す 。 放射 性 元素 が 崩壊 し 、 軽 い 原 子 核 が 後に 残り ます 。 

この テー マ に つい て は 、 さ ら に 多く の こと が 吉 え ます 。 た と えば 、 バ パン 
サイ キズ ム を 進化 の プロ セス を 説明 する た め の 必 要 な 枠組 み と 見 な す 科 
学者 が 増え て いま す 。 意識 、 資 質 (「 質 の 問題 ] また は 「 難 し い 問 題 ] ) 
は 、 現 在 の 科学 理論 で は 説明 で き な い た め 、 新 し い 哲 学 的 枠組 み が 求 め 
られ て いま す 。 知恵 の 伝統 は 、 こ の 点 で 多く の こと を 提供 し て くれ ます 。 


間奏 曲 


シェ ルド レイ ク 講 演 会 「 科 学 は 解き 放 た れる 」 
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CISS イン ステ ィ テ ュー ト (YouTube を 参照 ) 


科学 に お ける 10 の (ほとん ど が 無意識 の ) 仮定 。 そ の すべ て に 疑問 が あ 
り ま す 。 


自然 に 対す る (生物 医学 に お ける ) 機 械 の 比 只 。 

物質 は 無意識 で す (17 世紀 の 定義 に よる )。 

自然 に は 目的 が あり ませ ん 。 

生物 学 的 遺伝 は 物質 的 で す ( シ ェ ル ドレ イク に よる と 現在 反証 され て いま 
す )。 自 然 法則 (お ょ びそ の 定数 ) は 固定 され て いま す 。 

記憶 は 脳 に 保存 きれ ます (た だ し 、 記 憶 の 痕跡 は 見つかり ませ ん )。 

精神 活動 は 脳 活動 で す 。 

心霊 現象 は 師 想 で す ( し か し 、 ほ と ん どの 人 は 経験 が か あります) 


人 終わ り の 間 奏 


尊 進 的 進化 と いう 用 語 に 関し て 、 知 恵 の 伝統 は 、 意 識 の 質 、 能 力 の 滞 進 
的 な 発達 また は 展開 が ある こと を 教え て くれ ます 。 植物 は 鉱物 より も 進 
化し て お ぉ お り 、 動 物 は 植物 より も 進化 し て お り 、 人 間 は 動物 より も 進化 し 
て いま す 。 これら の 能力 と 意識 の 質 は 、 知 恵 の 伝統 に 関す る 文献 に 記載 
され て お り ( 示 尾 の 注 を 参照 )、 適 切な ツー ル と 方 法 で すべ て 調べ る こと が 
で きま す 。 特 定 の 償 域 に いる 存在 は 、 自 分 た ちの 世界 で の 経験 を 通じ て 
意識 と 能力 を 発達 させ 、 そ の 叙 域 で 可能 な 経験 の 限界 に 達する まで 、 同 
じ 自 然 の 賃 域 に 生ま れ 変 わり ます 。 その後 、 彼 ら は 次 の 高 次 の 自然 の 王 
国 に 入り 、 意識 の ょ り 高 い 側面 を 発達 さき せる こと が で きま す 。 

で すか ら 、 進 化 に は 目的 が あり ます 。 そ れ は 、 意 識 の ょ より 高い 形態 、 ょ 
り 大 き な 能 力 、 お ょ び 精 神 的 お ょ び 精 神 的 能力 の 発達 を 生み 出す こと で 
す 。 自 然 界 は 協力 し て (相互 主義 ) め 、 こ の 発展 を も た らし ます 。 こ れ に 関 
連 し て 、G.de Purucker は 人 間 の 進化 に 関す る 無料 の オン ライ ン 本 を 書い 
て いま す ( 未 尾 の メモ を 参照 )。 (書名 : 進化 する 人 間 ) 

人 間 界 に は 、 精 神 を 発 達 させ る 多く の 機会 が あり ます 。 Clare Graves 
(お よび Chris Cowan、Don Beck) の 研究 : 「 ス パイ ラル ダイ ナミ クス 」] 
(Spiral Dynamics) と 発達 心理 学 (Piaget、Erikson、Kohlberg な ど ) を 考え て 
みて くだ さい 。 人 間 は 、 理 解 力 と 創造 性 を さら に 発展 させ る こと が で き 
まま に 
第 2 章 で は 、 心 の 7 つの 側面 に つい て 説明 し ます 。 十 観 と イン スピ レー 
シッ ョ ジン は で の 昌吉 の 形 で すず 。 意志 と 利休 旋 ( ゲ ー ド ルド 、 当 ミ さら ニ ケー ショ ジ シト 、 
対話 、 教 育 ) を 利用 し て 、 人 々 の 間 の 協力 と 相互 理解 を 促進 する こと が で 
きま す 。 


注 : 開始 する た め の 資 料 と リン ク : 
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スパ イラ ル ダイ ナミ クス (Don Beck と Chris Cowan が 編集 ) 


. de Purucker の Man in Evolution 

G. de Purucker: Fundamentals of Esoteric Philosophy (お よび 彼 の 他 の すべ て 
の 作品 ) 

CISS イ ンス ティ テ ュ ー ト で の | 解き 放 た れ た 科学 ] に 関す る シェ ルド レ 
イク の 講義 。 

この 章 の 最後 に ある 参考 文献 も 参照 し て くだ さい 。 


第 六 原 則 ま た は 公理 : 具現 化 の 基礎 と し て の 二重性 


要する に 、 精 神 と 物質 は 具現 化 の 2 つの 極 で あり 、 そ の 間 に 第 3 の 要素 
と し て の 力 が あり ます 。 こ れ は 、 偉 大 な 精神 的 お ょ び 哲 学 的 伝 続 に 対応 
し て いま す 。 ク リ シ ュ ナ は バ ガ ヴ ァ ッ ド ギー ター の 中 で 、「 一 対 の 反対 
者 ] と 、 こ れ ら の 影響 を 制御 する 必要 性 (奴隷 で は な く 主 人 で ある こと ) に 
つい て 語っ て いま す 。 ネ オプ ラ ト ニ ッ ク の 教え は 、 同 じ 三 位 一 体 を 指し 
て いま す 。 キリスト 教 に は 三位一体 が あり 、 何 世紀 に も わた っ て 同じ 考 
え の ヒ ンズ 一 教 の 哲学 が 先行 し て いま し た 。 癌 い 換 えれ ば 、 精 神 と 物質 
は 力 / エ ネル ギー/ シ ャ クティ / 気 を 通し て つなが っ て いま す 。 圭 い 換 えれ 
ば 、 三 位 一 体 の ロゴ ス ( 意 志 、 知 恵 、 埋 葉 、 ま た は 振動 ) で あろ うと 、 力 、 
物質 、 形 / 定 式 化 で あろ うと 、 常 に 三位一体 が 具現 化し て 働い て いま す 。 
固有 の 力 に ょ る 極 間 の 相互 作用 は 、 す べ て の 進歩 と 応 退 を 引き 起こ し ま 
8 

進化 の 過程 に お いて 、 適 応力 は 働く 力 の 重要 な 側面 で す (イン ド 語 : シャ 
クティ )。 ア ー ト を 見 る 神智 学 の $ 年 間 、 特 に クン ダリ ニシ ャ クティ の セ 
クシ ジ ショ ン の サブ パ バ ロウ の シャ クティ 花 関 する イケ ル 。 


除 と 陽 の 二重性 は 、 自 然 界 に お ける プロ セス の 補完 性 の 例 の よう で す 。 
ここ に た くさ ん の 例 が あり ます : 


異な る 左脳 / 右 脳 機能 (ちな み に 、 こ れ ら は 一 緒 に 機能 し ます )。 Hm 
McGilchrist に よる 最後 の 2 冊 の 本 は 、 左 半球 と 右 半球 の 違い と その 相補 
性 を 扱っ て いま す 。 世 界 の 混 注 に つい て 説明 し 、 こ の 状態 を 克服 する 方 
法 に つい て いく つか の 指針 を 示し て いる の で 、 読 む 価 値 が あり ます 。 
彼 は 彼 の YouTube チャ ン ネ ル で 多く の 講演 や 講演 を 行っ て いま す 。 彼 は 、 
半球 が どの よう に 了 い に 機能 を 補完 する か 、 そ し て な ぜ 右 半球 が 左 半 球 
の 使用 人 で は な く マ スタ ー で ある べき か に つい て 多く の 例 を 挙げ て いま 
6 


神経 系 : 交感 神経 ・ 副 交感 神経 
筋肉 系 : 牛 抗 筋 
感覚 運動 カッ プリ ング 
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脳 内 メス トップ ゴー シス テム 
細胞 膜 の 分 極 、 電 和 荷 分 離 (+/-) 
男性 と 女性 の 違い 


価値 体系 は 、 以 下 の す べ て に 関 呈 し て いま す 。 
心理 的 : ポジティブ な 影響 と ネガ ティ ブ な 影響 
快楽 対 苦痛 
エゴ イズ ム と 無 私 無欲 の 態度 / 行 動 / 思 考 / 意 図 


質問 : 感情 は 素 粒 子 の よう に ペア で 発生 し ます か ? 感 情 と その バラ ンス に 
関す る 二 元 性 の 考え 方 、 お よび 意識 を より 高い レベ ル (メタ ファ ンク 
ショ ン ) に シフ ト す る と いう 考え に つい て は 、「 人 間 の 精神 で 働く 資質 ま 
た は グ ナ ] に 関す る 私 の 記事 、 付 録 B を 参照 し て くだ さい 。 


精神 的 / 道 徳 的 レベ ル で の 極性 / 二 元 性 の 例 : 自分 自身 と 人 類 の 悟り の た め 
の 解放 の 道 を 選択 する (プラ ティ エ カ ブッ ダ 対 アム リタ ブッ ダ )。 

上 記 の 例 は 、 自 然 の 進化 過程 に お ける 分 岐 の 発生 を 示し て いま す 。 複雑 
な シス テム で 分 岐 が 発生 する 現象 は 、 カ オス (また は 複雑 さ ) 理論 で 研究 
され て いま す 。 実際 、 こ こ で 紹介 する 補完 性 の 例 の ほとん ど は 、 学 界 で 
ある 程度 研究 きれ て いま す 。 政 治 的 お よび 経済 的 レベ ル で の 二重性 の 例 
も あり ます : 人 金融 : 債務 シス テム . 私 た ちの 現在 の 通貨 シス テム は 、 人 負債 の 
作成 と 複利 に 基づい て いま す 。 持 て る 者 と 持た ざる 者 の 差 が 広がる (トー 
7 


司法 制度 , 階級 正義 の 危険 は 常に 存在 し ます 。 


政治 的 レベ ル : 左右 の 分 裂 (現在 は や や 時 代 遅 れ )。 残 り の 部 分 に 対す る 分 
割 き れ た エリ ー ト は 今や 非常 に 明確 に な りつ つ あ り ま す 。 


メデ イア 。 手 メ ディア と 代替 メデ ティ イア 。 
要素 (イオ ン な ど ) の 分 極 は 、 力 場 で 発生 し ます 。 


これ ら の 有力 場 が さま ざま な 領域 で どの ょ うに 機能 する か の 類推 は 、 格 来 
の 研究 に 役立つ 可能 性 が あり ます 。 結局 の と ころ 、 こ れ ま で に 提示 され 
た 6 つの 原則 間 の つなが り は 、 確 か に 豊か な 研究 と 研究 の 分 野 を 提供 し 
まき お 


2 プ パ カウ アツ ド 科 ー タ ー と ウツ ウィリアム クア デン ジヘ ユル ッ ツ よる ギー 
ター に 関す る エッ セイ 。 

T. Subba Row に よる バ ガ ヴ ァ ッ ド ギー ター の 講義 と 、3$ 年 間 の 神智 学 に 
お ぉ お ける 彼 の 記事 。 こ の 章 の 最後 に ある リン ク を 参照 し て くだ さい 。 
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第 7 原則 また は 公理 : すべ て の 生命 の 本 質 ま た は 源 を 知る こと 


生命 と 存在 の 起源 は 何で すか ? 本 質 は 存在 し 、 ど の ょ うに し て 多様 化す 
る の か 9? 生命 の 起源 を 知る こと は で きま すか ? 最後 の 質問 か ら 始 め ま し ょ 
う 。 そ う で す 。 知恵 の 伝統 に ょ よれ ば 、 唯 一 の 源 で ある 普遍 的 な 生命 は 、 
すべ て の 存在 の 心臓 部 また は 核心 で 働い て で いま す 。 イ ンド の ウパ ニ 
シャ ッ ド は 、 あ な た は それ で ある と 癌 っ て いま す 。 

意識 の ょ り 高 い 側 面 で ある 責 観 と イン スピ レー ショ ン を 発達 きせ る こと 
で 、 誰 も が 自分 の 中 に 神聖 な 火花 を 発見 する こと が で きま す 。 こ れ に よ 
り 、 深 く 根本 的 な レベ ル で すべ て の 存在 の 相互 接続 性 が 徐々 に 認識 され 、 
理解 が 深まり ます 。 こ れ は 内 な る 目覚 め の プ ロ セ ス で あり 、 段 階 的 な 悟 
り で す 。 今 日 、 私 た ち は 量 子 も つれ と 場 の 量子 論 を 知っ て いま す 。 あら 
ゆる 種類 の 粒子 が 現れ る フィ ー ル ド の アイ デア は よく 知ら れ て いま す 。 
同様 に 、 そ れ ぞ れ が 独自 の 特徴 を 持つ 実質 的 な 生命 意識 の 無数 の ボイン 
ト か ら 流 れる 単 一 の ソー ス を 理解 する こと が で きま す 。 

別 の 類推 は 、 長 い 旅 と 多く の 変化 の 後 、 多 く の 小 川 と 水滴 が 海 ま た は 源 
に 戻る 海 で す 。 ソ ー ス は 内 在 的 で 内 在 的 で す が 、 超 越 的 で も あり ます 。 
ある 意味 、 こ れ ら は 相対 的 な 概念 で す が 、 説 明 す る に は 時 間 が か か りす 
ぎ ま す 。 こ れ は 全 神 教 の 人 生 哲 学 、 プ ロ セ ス 哲 学 で す 。 付録 A 人 に は 、d 
に 基づく モナ ド モデ ル が あり ます 。 意 識 の 流れ 。 こ れ は 、 比 較 的 無名 の 
神智 学者 で ある Q.de Purucker に よっ て 開発 され まし た 。 こ の モデ ル は 、 
モナ ド を 通る 赤い 人 条 を 示し て お り 、 そ の 内 容 か ら す ぐに わか る よう に 、 
多様 性 の 統一 を 暗示 し て いま す 。 注 意 深く 研究 する こと で 、 モ デル は 内 
な る 精神 と の つなが り を 理解 する の に 役立ち ます 。 

モデ ル 内 の 各 モ ナド に は 、 動 作 す る 必要 の ある 乗り 物 ( 魂 ) が あり ます 。 


器 と し て 機能 し 、 進 化し て いな い モ ナド の 電圧 を 下げ ます ( 図 の 垂 責 方 
向 に 示さ れ て いま す 。 付録 A を 参照 し て くだ さい )。 お そら く 、 こ こ で 
類推 を 引き 出す こと が で きま す 。 物 理学 : 光 (光子 ) は 、 力 の 運 振 人 で あ 
る 電磁 力 で す 。 光 子 は 物質 、 通 常 は 電子 と 相 互 作用 し ます 。 光子 が 物質 
に 吸収 され た 後 、 よ ょ より 低い 周波 数 で 再 放出 され る 可能 性 が あり ます 。 そ 
の 色 が 変わ り ま す 。 意 識 は 、 同 様 の 方 法 で 脳 と 相互 作用 する こと が で き 
ます 。 こ れ に よ ょ り 、 物 質 と 精神 の 二重性 の 問題 が 解決 され ます 。 物 質 は 
精神 の 結晶 で す 。 心 は 、 い わ ば 微妙 で す 。 

ここ で の 思考 の 糧 と 研究 の 糧 。 実 際 、 知 識 科学 研究 所 (IONS) は 、 心 と 
物質 の 相互 作用 に つい て 多く の 研究 を 行っ て きま し た 。 彼ら は 物質 に 対 
する 精神 の 明確 な 影響 を 発見 し まし た 。 こ の プレ ゼン テー ショ ン の 下部 
に ある リン ク を 参照 し て くだ さい (Dean Radin)。 し た が っ て 、 人 間 は 意 
識 の 流れ で あり 、 さ ま ざ ま な 意識 の 中 心 を 持つ 複合 的 な 存在 で す 。 人 間 


識 の 結節 を 発見 する こと は 、 よ り 大 き な 現 実 、 多 様 性 を 歩む 一 体 性 に 目 
覚め る プロ セス で す . こ れ は 「 出 入り ] の サイ クル で す 。 入っ て 、 心 に 共 
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び 込 み 、 出 て 行っ て 、 世 界 を 少し ずつ 変える の を 手伝っ て くだ さい 。 上 
記 の 内 外 循環 は 、 カ ー ル ・ グ スタ フ ・ ユ ング も 知っ て いま し た 。 こ の サイ 
クル は 、 ユ ング の 作品 に お ける 重要 な テー マ で ある 個性 化 の プロ セス に 
関与 し て いま す 。 彼 は また 、 錬 金 術 、 特 に 反対 者 の 結合 また は 結婚 が 重 
要 な テー マ て で ある 錬金術 の シン ボル に 魅了 され て いる こと で も 知ら れ て 
いま す 。 こ れ を 上 記 の 6 番目 の 公理 と 7 番目 の 公理 で 暗示 され た 統合 関 
数 と 比較 し て くだ さい ! 


最後 に 、 科 学 と 宗教 の 哲学 に つい て 考察 し ます 。 科 学 的 方 法 に 関連 する 
哲学 的 伝統 に は 、 経 験 主義 と 合理 主義 の 2 つが あり ます 。 経験 主義 : 知 
識 は 感覚 を 通し て 私 た ち に も た ら さ れ ま す (ジョ ン ・ ロ ッ ク )。 合理 主義 : 
知識 は 知性 また は 理性 か ら 生 じ る (デカ ルト )。 こ れ ら の 伝統 は 、 現 代 の 
科学 的 方 法 に 組み 込ま れ て いま す 。 現 代 の 方 法 、 そ し て 西洋 哲学 一 般 に 
欠け て いる の は 、 人 間 の 精神 の ょ り 深 い 能力 で ある 坪 観 と イン スピ レー 
ショ ン の 存在 の 認識 で す 。 確 か に 、 一 部 の 科学 者 は 時 折 ひ ら め き を 得 ま 
し た が 、 赴 観 力 の 存在 を 認識 し て いま す 。 物 事 が どの ょ うに 行わ れ て い 
る か を 深く 即座 に 理解 する こと は 、 現 代 の 学界 で は 一 般 的 で は あり ませ 
ん 。 こ れ が 続く 限り 、 科 学研 究 は 主 に 、 時 間 の 経過 と と も に 結論 が 変化 
する 現象 に 限定 され ます 。 ほ と ん どの 科学 は 、 主 題 の 表面 だ け を カバ ー 
し 、 深 さき を 欠い て いま す 。 表 観 力 の 発達 は 、 研 究 者 が 最初 か ら 倫理 的 な 
問題 に 対処 で きる 真 に 統合 的 な 科学 に 到達 する た め に 必要 で す 。 こ の 点 
で 、 ト ラン スパ ー ソ ナル 心理 学 と セラ ビー は 社会 科学 に 大 きく 貢献 する 
る と が で きま ず す 。 だ と ど と えん ば グ シ ウィル が 一 や ロペ ルト アサ ジョ ー リ 
(サイ コシ ン セ シス ) な どの 著作 に は 、 い くつ か の 長 の 宝石 が 含ま れ て い 
ます 。 こ れ ら の 第 一 原則 の 詳細 に つい て は 、 こ の プレ ゼン テー ショ ン の 
最後 に ある 参考 文献 を 参照 し て くだ さい 。 


この 世界 の 宗教 に 共通 する 主題 に 関す る 簡単 な メモ 。 


聖典 の 比較 アン ソロ ジー で ある 「World Scripture」 (以下 の リン ク を 参照 ) 
と いう 本 の 目次 を 見 る と 、 こ れ ら の 主題 の ほとん どす べ て が 、Gde 
Purucker に よっ て 首尾 一 貫 し た 鋭い 方 法 で 扱わ れ て いる こと に 気付 きま 
し た .TUP オン ライ ン アー カイ ブ を 参照 し て くだ さい 。 archive.org の 私 
の アー カイ ブ に は 、 宗 教 釣 な トピ ッ ク や 物語 の より 深い 解釈 を 扱っ た 本 
が いく つか あり 、 科 学 的 な み ト ピッ ク へ の 洞察 や つなが り を 統合 し て いる 
場合 ね あり ます 。 


結局 の と ころ 、 宗 教 、 哲 学 、 科 学 は 、 生 活 の 中 で 別々 の 領域 で は あり ま 
せん 。 哲学 は な ぜ と いう 問題 に 関連 し 、 宗 教 は どこ で 問題 に 関連 し 、 科 
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学 は それ が どの よう に 機能 する か (ノウ ハウ ) に 関連 し て いま す 。 こ れ ら は 
同じ 現実 の 異な る 側面 で す 。 ( 右 半 球 は 理解 で きま す が 、 左 半球 は 理解 
で きま せん 。) 過去 30 年 間 で 、 こ れ ら 3 つの レン ズ 、 つ まり 視点 を 現実 

に 統合 する こと に お いて 、 あ る 程度 の 進歩 が か あり まし た 。 Arthur Young 
の 作品 The Reflective Universe は 、 こ の 文 有 浅 に 纏 く こ と が で きま す 。 ア ー 
ras うい ウツ ョ ュ オイ ト を 参照 し で て だ さい 。 アー ザー ヤン グ の 作 
品 は 、 そ の 中 楼 と な る アイ デア を さら に 発展 させ る 価値 が あり ます 。 実 
際 、 こ れ は 開発 プロ セス の プロ トモ デル また は メタ モデ ル で す 。 メタ パ 
ラダ イム と し て の その 普遍 性 は 十分 に 確立 され て いま せん が 、 有 望 で す 。 
アー サー・ ヤ ング の モデ ル で ある 7 重 の 進化 の 弧 に は 、 物 質 エ ネル ギー、 
形成 的 因果 関係 (ルパート ・ シ ェ ル ドレ イク と 比較 し て くだ さい )、 情 報 、 
組織 、 意 味 、 お ょ び 目 的 の 考慮 が 含ま れ て いま す 。 


7 つの 原則 避 関 する オン ライ ン 資 料 

注 : 以下 の 文献 は 英語 で す 。 あ な た の 斉 語 へ の タイ トル の 翻訳 は 、 機 械 翻 
0 ツラ トド ウェ ア に に よら て 行わ おれ ます 。 以下 に リス ト さ れ て いる タイ トル 
の 一 部 は 、 あ な た の 斉 語 で も 利用 で きる 場合 が あり ます 。 


https://www.theosociety.org/pasadena/ts/tup-onl.htm (特に W.Q.Judge と G. 
de Purucker) 

ウィ リア ム ・ ク アン 意 事 , バ ガ ヴ ァ ッ ド ・ ギ ー タ ー の 解説 。 

ウィ リア ム ・ ク アン 裁 羊 官 。 神智 学 の 海 。 
G. de Purucker: 秘 教 哲学 の 基礎 [東洋 の 教え 方 に ょ る] 
G. de Purucker: Source of Occultism (外界 の 感覚 か ら 隠 きれ て いる も の の 
究 と し て の オカ ルト : 真 の 知識 の 宝庫 ) 


https://www.sno.org/books-and-mp3s (自然 秩序 の 学校 ) サ イキ ッ ク ワ ー ル ド ) 


archive.org の 私 の アー カイ ブ : https://archive.org/search.php? 

query テ Martin 二 Euser 尼 sin= 

アー カイ ブ 内 の 私 の 書籍 (上 記 の リン ク を 参照 ): 

Euser, Martin: 自己 と の 共鳴 

Euser, Martin: 人 間 の 心 の 謎 

また 、 私 の アー カイ ブ に は Proclus、Boehme な どの 作品 が あり ます 。 


Five Years of Theosophy (ult online version が お そら く 最 良 の 読み 物 で す ) こ 
の 編集 に は 、 特 に Subba Row か ら の 多く の 宝石 が あり ます 。 


ル バ ー ト ・ シ ェ ル ドレ イク の 汎 心 論 : https://Www.youtube.com/watch? 
v=B7KaNnFi20 https://www.youtube.com/watch7vV=sm9eMYSYDcA 

「 解 放さ きれ た 科学 ] に 関す る ルパート ・ シ ェ ル ドレ イク 
https://www.sheldrake.org 


ノエ ティ ッ ク 科 学研 究 所 (IONS): https://noetic.org/ 
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精神 が 物質 に 及ぼ す 影 響 に 関す る 研究 に 関す る ディ ー ン ・ ラ ディ ン の 講演 
( Youtube) 


これ も 関連 かす る が オン ライ ン で は な い : Stafford Beer, Brain of the Firm ( 企 
業 の 経営 へ の 人 間 の 神経 の 階層 的 組織 の 適用 ) 


炎 ) ポ ボツ ド 。 マイ 放 光 。 ボロ グラ アア ィ ッッ クッ ユニ バー ス 


ケン ・ ウ ィ ル バー: イン テグ ラル ・ サ イコ ロジ ーー 
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付録 A 


人 間 の モナ ドモ デル 
人 間 の 複合 体質 


この セク ショ ン の 目的 は 、「 私 た ち 」 の 間 の 関係 を 理解 する の に 役立つ 
人 間 の 「 モ デル 」 を 簡単 に 提示 する こと で す 。 そ し て 宇宙 。 こ の 感覚 を 
つか むと 、「 上 に ある も の は 下 に ある | (ヘル メス 公理 ) た め 、 す べ て の 生 
命 の 全体 性 また は 相互 関係 を 把握 する こと が 容易 に な り ま す 。 

神智 学者 G. デ プル ッ カ ー は 、 人 間 の モデ ル を 卵 ス キー マ の 形 で 提示 し 
まし た 。 図 を 参照 し て くだ さい 。 


Archetypal World Supreme Self 


(Pararmatrman) 


ivine soul nr Imonadic 


Atrman, diuine 
Envelope 


Eo: cosSimic 
COTSCIDUSTGES 全 
Spiritual soul nr indiuidual 
Imonad: buddhi: fruit and っ 
SEEH nf ImanaS. に 
Higher hurman 
Ego = reirmbody- 
in Edo = SOlar 
ancestnr nf 
Dersonal Eno 


Higher hurman snul, lOwer 
buddhi and hinher rnanaSs。 
Radiant Mind-stuff 


Lower hurman Soul, Or 
Iman: Manas, kaima and 
pranai hi ロ her Dart nf 
DSyche 

中 nirmal snul。 nr Vital-astral 


Snul: Karma and Dranai 
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reincarnatin ロ 
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中 nirmal Eo 


Physical soul nr body 
(sthula Sariraji 

Model body (linda Sariraji 
Prana (uitalityh 


Elernental Eno 


図 : エッグス キー ム :G. de Purucker に よる モナ ディ ッ ク モ デル 


卵 ス キー ム の 重要 な サン スク リッ ト 名 は 次 の と お り で す 。 


カー マ : 欲 思 (利己 的 また は 丘 利己 的 な 方 法 で 使用 で きる 中 立 的 を 力 : 第 
2 章 の 心 の セク ショ ン の 7 つの 側面 を 参照 ) 


プラ ー ナ : 生命 エネ ルギー 


マナ : 精神 : 性 格 上 、 そ れ は 温 望 (カー マ ) と 混ざり 合っ て お ぉ おり 、 所 有 、 地 
位 、 権 力 、「 ロ マン チッ ク な 」 関係 な どの 「 夢 の イメ ー ジ ] の 追求 に 通 
常 は 積極 的 で す が 、 そ れ ら は 後に 虚空 に 消え て し まい ます 。 


ブッ ディ : 精神 的 な 魂 。 光 物質 意識 生命 (原始 光 を 変形 させ た 三 日 常光 ) 


アー トマ (名 詞 ): 普 馬 的 な 精神 。 ま た 、 神 の モナ ド 、 最 高 の 自己 の 光線 。 


この 場合 、De Purucker に 基づく 難解 な 伝統 は 、 人 間 の 一 種 の 精神 的 物質 
的 イメ ー ジ を 提示 し ます 。 物 質 は 結晶 化し た 精神 と 見 な され 、 精 神 は 薄 
い 物質 と 見 な され ます 。 心 と 物質 は 、 究 極 的 に は 、 一 つの 生命 力 で ある 
1 つの 原則 の 状態 (症状 ) で す 。 科 学 は 、 物 質 と 力 が 互い に 変換 で きる こ 
と を 認識 し て いま す 。 

無限 の 才 智 は 、 こ の 事実 が サイ キッ ク お よび スピ リ チ ュ アル な 領域 に も 
当て は まる と 付け 加え てい ます 。 古 い 思 考 パ ター ン を 解消 し 、 凍 りつ い 
た エネ ルギー を 解放 し て 、 新 し い 形 で 使用 する こと が で きま す 。 こ の ト 
Ei グ 6 つや では 。 第 み 間 で 詳し く 読 な ご ら と が で きま すず す 、 多 の スス キーマ 
内 の 円 は 、 い わ ゆ る 「 モ ナド を 象徴 し て いま す 。 つ まり 、 普 刀 的 な 生 
命 力 の 火花 で す 。 あ な た は 純粋 な 精神 で す 。 モ ナド は 、 私 た ちの ヒエ ラ 
ルキ ー の 最上 部 (私 た ちの ヒエ ラル キー の 最も スピ リ チ ュ アル な レベ 
ル ) に ある 至高 の 精神 また は ロゴ ス (「 音 葉 ] ) か ら 意 識 物 質 の ょ り 粗 大 


ます 。- 生 活 。 


意識 と 物質 の 間 に 絶 対 的 な 分 離 は あり ませ ん 。 私 た ち は 皆 、 私 た ちの 内 
に 至高 の 精神 の 光線 を 持っ て お り 、 こ れ が 内 な る 道 を 見 つけ る 方 法 を 提 
供し 、 あ な た の 意識 を 私 た ちの ヒエ ラル キー( 生 命 の 領域 ) 内 の 物質 の ょ り 
微妙 な 状態 に シフ ト す る 方 法 を 提供 し ます 。 最 高 の 精 神 ま た は 自己 の 主 
題 が エッ グ ス キ ー ム 、 知 恵 の 7 つの 宝石 、 お よび イニ シェ エー ショ ン の 文 
脈 で 議論 され て いる 文献 #1 を 参照 し て くだ さい . こ こ で 付け 加 を て お き 
た い の は 、 ス ピリ チュ アル な 領域 や 領域 は 、 今 ここ で すでに 私 た ちの 中 
に あり 、 そ の 事実 を 認識 する だ け の 問題 で おわる た め 、 こ れ ら の こと は す 
べ て 現実 送 避 と は 何 の 関 係 ち な いと いう こと で す 。 私 た ち は 、 自 分 自身 
の 中 に ある これ ら の 促 域 、 影 響 に 心 を 開き 、 こ れ ら の エネ ルギー を 表現 
する よう に 教え ん る こと が で きま す ! 吾 在 化す る た め に 、 こ れ ら の モナ ド は 、 
組織 化 さ れ た 意識 物質 の 二 重 機能 ペア を 利用 し な けれ ば な り ま せん 。 こ 


73 


の デュ アル ペア は 、 左 の 卵 ス キー マ (車両 の 側面 = 「 魂 ] 、 意 識 の 担い 
手 ) と 右 の 卵 ス キー マ (エゴ ブ ま た は 意識 の 中 心 ) に 分 か れ ま す 。 こ の ス 
キー ム の 各自 我 は 、 対 応 する 自我 放射 モナ ド の 発達 し た 能力 と 性 質 を 表 
し て いま す 。 神 聖 な エ ゴブ は 、 個 人 的 な エゴ ょ り も 多く の 力 を 表現 し ます 。 
同様 に 、 人 と し て 、 私 た ち は 体 質 の 必要 な 部 分 で ある 動物 の モナ ド よ ょ より 
も 多く の 意識 の 性 質 を 発達 させ て きま し た . こ の 世界 で 自分 自身 を 表現 す 
る に は 、 体 と 同様 に それ が 必要 で す 。 さ ま ざ ま な 単 一 セン ター を 指す 矢 
印 は 、 これ ら の セン ター が 自己 認識 を 発達 させ た こと を 示し て いま す 。 
動物 の 魂 は まだ これ を し て いま せん 。 パ ー ソ ナリ ティ か ら 互 えら れ た 衝 
動 や 提案 に 盲目 的 に 従い ます 。 個 人 の 意識 は 、 個 人 の エゴ に 集中 し て い 
表 % 


次 の 列挙 は 、 さ ま ざ ま な モナ ド の 発達 し た 意識 の 性 質 の いく つか を 簡単 
に 示し て いま す 。 文献 (1.2) も 参照 し て くだ さい 。 

神 の モナ ド : イン スピ レー ショ ン 、 統一 意識 、。 ス ピリ チュ アル な モナ ド 
と と も に : 私 た ちの 内 な る 神 ま た は ハイ ヤー セル フ 。 

この モナ ド の 意識 の 賃 域 は 、 私 た ちの 銀河 の すべ て の 領域 (内 外 ) を 綱 羅 
し ます 。 サ ンス クリ ッ ト 語 の 同等 の 名 前 : atma(n) 。 

2 の が ラグ JAM 、 す . 悟り の 原則 (理解 、 看 感 . サ ンス クリ ッ ト 語 
グー デ ゴリ > 

意識 領域 : 太陽 系 全体 。 こ の モナ ド は 神 モ ナド の 乗り 物 で す 。 そ れ は 天 
の 世界 の 一 部 で あり 、 人 間 の 世界 また は 領域 の 一 部 で も あり ます 。 危 険 
な 時 に 警告 し て くれ る よう に 見 を ます が 、 世 の 中 の こと ば か り 考 えて い 
る 内 な る 声 を 聞き 慣れ て いな い の で 、 そ の 声 は 導き 取り に くい も の で す 。 
これ ら の 2 つの モナ ド は 、 人 間 の 精神 的 な 進化 の 一 部 で す 。 
(より 高い ) 人 間 の モナ ド : 活力 、 感 情 、 欲 望 。 ま た 、 思 考 の ょ り 高い 側面 
と 理解 の 一 部 。 個 人 モナ ド の 親 で す 。 

意識 の 領域 : すべ て の 領域 /Sp 地球 に 影響 を 与 える 公聴 会 (物理 的 な 地球 だ 
け で は あり ませ ん )。 高 次 の 人 間 の エゴ と 高 次 の 人 間 の 魂 は 一 緒 に 「 精 神 
の 息子 ] と 呼ば ん る こと が あり ます 。 こ れ は 、 こ れ が ノエ ティ ッ ク マイ 
ンド ( 高 次 の マナ 、 高 次 の 思考 、 部 分 的 に ブッ ディ 、 悟 り の 原理 ) を 発達 
させ る た めで す 。 こ の 存在 は 、 何 世代 も 前 に 、 そ の マナ (その 燃え る よう 
な 本 質 の 一 部 ) の 光線 を 初期 の 人 間 の 心 に 投射 する こと に よっ て 、 人 間 の 
精神 、 心 に 火 を つけ まし た 。 火 の 要素 は 通常 の 地上 の 火 と は まっ た く 異 
な る こと を 忘れ な いで くだ さい 。 た だ し 、 こ の 火 に も 火 の 微 妙 な 本 質 が 
働い て いま す 。 人類 の 前 史 に お ける この 出来 事 は 、 人 類 を 奇妙 な 状態 に 
陥れ まし た 。 古代 ギリ シャ の プロ メ テ ウ ス 神 話 は 、 こ の 出来 事 を 記念 し 
て いま す 。 彼 は オリ ン ポ ボス 山の神 々 の 神聖 な 火 を 盗み 、 そ れ を 人 類 に 与 
え 、 そ れ に 対し て 厳し い 罰 を 受け まし た . こ れ は 隠さ れ た 意味 に 満ち た 賢 
いた と を 話 で す ! 慎重 に ベー ル に 包ま れ た 意味 を 抽出 する に は 、 神 智学 
の 教え と と も に 徹底 的 に 研究 する 必要 が あり ます 。 プ ロメ テウ ス は 、 物 
質 と 精神 の 十字 架 で 十字 臣 に つけ られ た 高 次 の 人 間 の エゴ ブ ま た は 自己 の 
象徴 的 な 人 物 で す 。 
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この 神話 は 、 人 間 の 進化 の 第 2 の 線 で ある マナ ( 心 、 思 考 ) の 進化 を 象徴 
し て いま す 。 考え て みれ ば 、 こ の 出来 事 の 現実 を 理解 し 始め る こと が で 
きま す 。 結局 の と ころ 、 人 間 が 考え る こと が で きる (そし て 自己 認識 で 
き る) 大 き な 秘 密 が あり 、 そ れ は 動物 に つい て は 斉 え ませ ん 。 動 物 と 人 間 
の 間 に は 大 き な 隅 た り が あり ます (た だ し 、 動 物 の 身体 に は 多く の 共通 
点 が あり ます )。 こ の 自己 認識 の 事実 を 理解 し 、 唯 物 論 的 な 考え 方 で 説明 
で きる 生物 学者 は いな いで し ょ う 。 ネ オ ・ ダ ー ウ ィ ン の 進化 諭 は 多く の 点 
で 間違っ て いま す 。 す べ て の 真 の スピ リ チ ュ アル な 教師 が 知っ て いる よ 
うに 、 進 化 は 物質 に 尼 を られ た スピ リッ ト の 衝動 に よっ て 始ま る こと を 
彼ら は 知っ て いる か ら で す 。 (ます ます 多く の 生物 学者 も 、 ダ ー ウ ィ ン 
理論 の 欠点 を 認識 し て いま す )。 

精神 と 物質 の 存在 は 、 前 者 が 物質 の 比較 的 密度 の 高い 世界 で 経験 を 積む 
(そし て 精神 的 能力 を 発達 させ る ) よ うに 協力 し 、 後 者 は 徐々 に 精神 化 ま た 
は エー テル 化 さ れ ま す ( 精 神 と 「 物 質 ] の 進化 、 す べ て の 存在 に 固有 の も 
の で す ]。 ノ フエ ティ イッ ク マイ ンド と は 、 デ アレ イジ マイ ンド を は る が し 六 
えた 心 の 状態 で あり 、 も ちろ ん 本 質 的 に トラ ンス パー ソナ ル で す 。 

それ は クリ スト ス の エネ ルギー、「 天 の 父 ] 、 三 個人 的 、 超 個人 的 な 愛 
を 特徴 と する 意識 の 崇高 な 状態 と 同一 視 き れる べき で す 。 高 次 の 人 間 の 
魂 の 説明 と し て 、 ラ ディ アン ト マイ ンド スタ ッ フ と いう 用 語 を 追加 し ま 
し た 。 こ れ は 、 私 た ち 普 通 の 人 々 に と っ て 、 そ の 意識 の レベ ル ま た は 状 
態 は 、 自 分 の 高 次 の 魂 と 瞬間 的 に 密接 に つなが っ て いる と き に 光り 輝い 
て いる と 見 な され る た めで す 。 こ の 最後 の 出来 事 は 、 啓 示 ま た は ひら め 
き の 例 で す : 人 類 の 利益 の た め の 努 力 の 結果 )、 ハ イヤ ー セ ルフ が ブッ 
ディ を 発達 させ た か ら で す : 精神 的 な 識別 力 、 愛 と 共感 . ブ ッ デ ィ (霊魂 ) の 
輝き は ブッ ディ (悟り の 光 ) と つなが る の で 人 の 心 を 輝 か せ ます 。 こ の 結合 
は 「 ブ ッ デ ィ マナ ス 」] と 呼ば れ 、 惜 り の 状態 で す (自然 な 秩序 化 プ ロ セ 
ス の 目標 で す が 、 精 神 的 な 進化 や 展開 の 終わ り で は あり ませ ん )。 

この エゴ を 説明 する た め に 「 太 陽 の 祖先 ] と いう ラベ ル を 追加 し まし た 。 
それ は 人 間 の 祖先 だ か ら で す 。 ハ イヤ ー セ ルフ は 人 間 で あり 、 必 ず し も 
現在 の よう な 体 を 持っ て いる と は 限り ませ ん 。 以 前 の 進化 サイ クル で は 、 
現在 の 人 間 で す 。 人間 で あり 、 動 物 で あり 、 当 時 は 人 間 で あっ た ハイ 

ャ ヤー セル フ の 構成 の 一 部 で し た 。 


個人 また は 下位 の 人 間 の モナ ド : 

進化 し た 側面 : 活力 [プラ ー ナ ]、 感 情 、 欲 望 [ カ ー マ ]、 思 考 の 下位 側面 

[ロー マナ ス ]。 こ れ は 、 生 まれ 変わ る か 、 そ の 光線 を 物質 に 放出 する モナ 
ド で す 。 人格 は 、 転 生 中 に か ぶる 仮面 の よう な も の で す 。 転生 する の は 
人 格 で は な く 、 生 命 ・ エ ネル ギー* 物 質 ・ 意 識 の 合成 の 流れ の 中 で 光線 を 発 
し 、 新 し い 乗 り 物 を 形成 する 「 個 人 的 な ] モナ ド で す 。 上位 の 人 間 の モ 
ナド が 下位 の 人 間 の モナ ド の 親 で ある た め 、 こ れ は 動物 の モナ ド の 親 で 
す 。 フ ィ ル か ら の 思考 や 努力 な どの 側面 の た め 、 卵 スキ ー マ の この 時 点 
で 「 精 神 の ょ り 高 い 部 分 ] と いう ラベ ル を 追加 し まし た 。 プ ブラ トン 、 ピ 
タゴ ラス 、 そ し て ヴィ ト ヴ ァ ン の ょ よう な オ ソ フィ スト は 、 通 常 、 精 神 の 
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ょ り 高 い 部 分 に 属し て いま す 。 パ ー ソ ナリ ティ また は 小さ な 自我 は 、 
[私 は 他 の 人 か ら 分 離さ れ た 私 で ある | と 考え て いま す 。 ハイヤー セル 
フ は 知っ て いま す : 私 は ハイ エス ト セ ルフ で ある 全体 の 唯一 無 二 の 不可 
欠 な 部 分 で す 。 上位 の 人 間 の モナ ド は 、 そ の 光線 また は 放射 (下位 の 人 
間 の モナ ド ) と いく つか の 心理 的 特徴 を 共有 し て いま す 。 そ れ は その 発表 
の カル マ を ある 程度 共有 する の で 、 そ の 転生 し た 子 モ ナド が 苦し む な ら 、 
それ も 苦し む 。 確 か に 謎 で す が 、 物 質 面 で 子供 と その 親 に 例え る と 理解 
し まぐ か みり ます び 。 


動物 モナ ド : 活力 、 感 情 、 欲 望 
人 間 の 進化 の 第 3 ライ ン の 一 部 : 身体 的 / 感 情 的 / 罰 ま しい 側 面 が 発達 し て 
いま す 。 こ の モナ ド に 関連 付け られ た 魂 ( 魂 は 一 種 の 精神 電磁 場 で す ) は 、 
バイ タル プス トラ ル ツウ ツル と 呼ば れ ま す 。 これ は 、' ほとん どの 場合 、 
私 た ちの 意識 が 活動 し て いる 場 ま た は 存在 の 状態 で す 。 私 は この 魂 を 
「 ょ り 低 い (側面 の ) 精 神 ] と 呼び まし た 。 別 の 説明 は 次 の と お り で す 。 こ 
の 魂 ま た は 意識 の 場 は 、 横 隔 膜 の 下 の 下 部 チャ クラ に 集中 し て いま す 。 
通常 、 リ ビ ド ー と 呼ば れる 生命 力 の フェ ー ズ 、 セ ックス へ の 衝動 な どの 
影響 下 に あり ます 。 精 神 化 の プロ セス の 一 部 は 、 生 命 エ ネル ギー ( リ ビ 
ドー) の 一 部 を より 高い セン ター (チャ クラ ) に も た らし ます 。 精神 的 な 
創造 的 な 仕事 に 焦点 を 当て る こと に よっ て 。 こ れ を あま り 強 制 し な いで 
くだ さい 。 ピ タゴ ラス が 推奨 し た よう に 、 黄 金 比 を 取り ます 。 フ ロイ ト 
は 「 リ ビ ド ー の 昇華 ] に つい て 語っ た が 、 こ れ は 同じ 考え を 表す 用 語 で 
ある . た だ し 、 成 長 し た いと いう 欲求 の 原動力 が 必要 で ある こと を 忘れ な 
いで くだ さい 。 
私 た ち は 感 情 や 欲 也 な し に は 生き られ ませ ん が 、 文 学 で よく 埋 わ れ て い 
る よう に 、 感 情 、 欲 望 、 思 考 な どの エネ ルギー を 建設 的 な 方 法 で 使用 し 
6 ES YS 
スピ リ チ ュ アル な 探究 者 に よる 意識 の 発達 は 、 最 終 的 に 彼 / 彼 女 を クリ ス 
トス の 「 洗 礼 の 火 [ ま た は 光 ]] 、 内 な る 精神 と 接触 させ 、 意 識 の 新しい 
フィ ォ ー ル 肖 を 開き まま (| ん ま テ チ ティッ クツ まだ た は ビリ チョ アル な オク ター 
ブ 」 )。 意 識 の )。 意 識 の 進化 に 関す る 興味 深い 情報 は 、William Quan 
Judge の ブッ クレ ッ ト Culture of Concentration に 記載 され て いま す 。 以下 
の Vitvan へ の 参照 も 参照 し て くだ さい 。 こ の 「 バ プ テ ス マ 」| (スピ リ 
チュ アル エネ ルギー、 光 の 吸収 ) は 、 仲 間 の 人 間 に ょ り 多 く の 光 を も た 
ら す た め に 、 こ の エネ ルギー を この 地球 の 作業 領域 に 統合 する プロ セス 
を も た ら す 必要 が あり ます 。 こ の バプテスマ (イニ シェ ーション ) の 後 、 
ょ より 健康 な 世界 の た め に 協力 し た いと いう 強い 衝動 に 駆 ら れ ま す 。 こ の 
2 和 ま 地球 外 生命 体 や マス ター な ど は 、 人 類 を 愚か さか ら 救う こ 
らら は で き な い し 、 そ うす ずる つづ つ もり NIR 
ち 自 身 が 家 を 掃除 し な けれ ば な り ま せん [私 た ちの 体 、 精 神 、 汚 染 
た 生態 系 ]! 自 然 と 仲間 の 人 間 に 対す る 思い や り 、 愛 、 協 力 、 3 全 ま で 
ゆう 必要 な 教 記 を 他 に どの よう に 学ぶ こと と が で きる で し ょ うか 。 
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物理 的 な 魂 : 物理 的 な 魂 は 、 サ ンス クリ ッ ト 語 で 「 リ ン ガ シャ リラ 」 と 
も 呼ば れる モデ ル ボディ (テン プレ ー ト ) で 構成 され ます 。 シ ャ リラ は 
肖 ま た は 体 を 意味 し ます 。 リ ン ガ は 「 モ デル 」| と し て 翻訳 する こと が で 
き 、 創 造 的 な エネ ルギー の 意味 合い も 持っ て いま す . そ れ は 、 肉 体 の チャ 
クラ を 通し て 自分 自身 を 表現 する プラ ー ナ また は 生命 力 の 担い 手 で す 。 

それ は また 、 了 肉体 (sthula sharira) の 形成 原因 で あり 、 外 界 の 感覚 と 心 の 間 
の 必要 な 仲介 者 で ある アス トラ ル 感 覚 を 含ん で いま す . こ れ ら の アス トラ 
ル 感 覚 は 、 テ レバ シー、 和 干 里 眼 な ど に も 関 し て いま す 。 人 間 の モナ ド 
(自己 ) と 個人 の モナ ド の 間 の 接続 は 、 親 子 関係 と し て 前 の 章 で 概説 され 
まし た 。 私 た ちの 体質 の 奥深 くに は 、 私 た ちの 「 霊 的 自己 ] (内 な る 神 ) 
と 呼ば れる こと も ある 神聖 な 核 が ある こと に 注意 し て くだ さい 。 こ れ に 
ょ り 、 グ ノー シス 派 の 文学 に お ける 神 術 の 概念 が 幾 分 理解 し や すく な り 
ます 。 

Jamblichus ("The Mysteriis") は 、 そ れ に つい て 興味 深い こと を 書い て いま 
す 。 人間 の 神 性 (テウ ルギー) の 働き は 、 人 間 の 体質 に 神 の 要素 が ある か ら 
こそ 可能 で ある 。 こ れ は 、 簡 単に 理解 で きる よう に 、 括 常に 純粋 で 利他 
的 な 生活 を 必要 と し ます 。 動 物 の 自我 と 体 に 対す る 私 た ちの 責任 は 大 き 
いで す が 、 そ れ ら は 私 た ちの 世界 で は まっ た く 知 られ て いま せん 。 し か 
し 、 ネ ガ テ ィ ブ に 考え る か ポジティブ に 考え る か に か か わら ず 、 私 た ち 
は 体質 の 中 で この 動物 の 自我 に 大 き な 影 響 を 与え を て いる と 想像 で きま す . 
これ 影響 は 、 動 物 の 自我 意識 の 構造 に [刻印] され て いま す 。 こ れ お よ 

び 関 連 す る 主題 の さら な る 詳細 は 、 神 智学 文学 で 見 つけ る こと が で きま 
す 。 グ ノー シス 主義 者 は 、 永 効 (天使 、 大 天使 な ど )、( セ フィ ロティ アン ) 
生命 の 木 の カ バリ スト 、 プ ブラ ジャ パテ ィ ス の イン ド の プラ ー ナ に つい て 
話し ます 。 こ れ ら は すべ て 、1 つの 原則 の 同じ 階層 的 な 放射 の 名 前 で あ 

り 、 そ れ ら は すべ て 私 た ちの 宇宙 の 形成 に 関与 し て いま す 。 人 が 自分 の 
[そし て 集合 的 な ] 支 力 に よっ て 意識 を 向上 させ る と 、 個 人 的 な 魂 と 自我 の 
モナ ド か ら 真 の 人 間 の 魂 と 自我 の モナ ド に 変化 し 、 動 物 の 自我 を 個人 の 
自我 の レベ ル に 引き 上 げ ま す ! こ の 例 は 、 モ ナド の カル マ 接 続 を 示し て い 
ます 。 こ れ ら の アイ デア の さら な る 展開 に つい て は 、GQ.De Purucker の 書 
籍 を 参照 し て くだ さい 。 こ れ ら の 非常 に 形 面 上 学 的 で ある こと が 多い ( 還 
要 で は あり ます が ) 問 題 を スキ ッ プ し 、 よ ょ より 具体 的 な も の 、 つ まり 私 た ち 
の 人 格 ( 低 次 の 人 間 の 自我 ) と その 高 次 の 人 間 の 自我 と の 関係 に 限定 し ます 。 
この 本 の 第 2 章 、 第 3 章 、 お ょ び 第 $ 章 を 参照 し て くだ さい 。 これら 
の 章 を も う 一 度 読み 、 演 習 を 行う 価値 が あり ます 。 


寺 は 


出 | 


参考 文献 注 : 多く の 書籍 が オン ライ ン で 無料 で 入手 で きる よう に な り ま 
し た : TUP Online Books (https://www.theosociety.org/pasadena/ts/tup-onl.htm) 
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付録 B: 英 語 版 を 参照 


リン ク : https://archive.org/download/energy-qualities-gunas-at-work-in-the- 
human-psyche/Eneregy%%20qualties%%209628gunas%%29%20at%20work%20in 
2620the%20human%6 20psyche.pdf 


付録 C 
秘跡 に 光 を 


7 つの 秘跡 の 隠さ れ た また は 難解 な 意義 マー ティ ン ・ ユ ー ザ ー 著 (2020 年 
8 月 編集 ) 


この 短い 記事 で は 、 ロ ー マ カト リッ ク 教 会 で 知ら れ て いる 7 つの 秘跡 
に 関す る さま ざま を な 情報 源 か ら の 情報 を 要約 し ます 。 バ パン と ワイ ン の 象 
徴 性 に つい て も 簡単 に 説明 され て いま す 。 第 一 に 、 宗 教 や 宗教 的 慣習 が 
宗教 の 真 の 意味 と 目的 に 合致 し て いれ ば 、 私 は 何 の 問題 も あり ませ ん . 宗 
教 は 、 正 し く 理解 され れ ば 、 人 生 の 道徳 的 基 表 を 提供 し ます 。 ヒ ュー マ 
ニズム は 哲学 と 実践 と し て は 優れ て いま す が 、 日 常 生活 に 確固 た る 基盤 
や 原則 を 提供 する こと は で きま せん 。 ヒ ュー マニ ズム や 無神論 な ど で は 、 
人 間 と 宇宙 の 構造 を 理解 し て いな いた め に 対処 で き な い 問題 が 多 す ぎ ま 
a 


歴史 は 、 宗 教 は 通常 、 創 始 者 が 亡くな る と 比較 的 急速 に 衰退 する こと を 
教え を て いま す 。 聖職 者 カー スト が 引き 継い で 、 大 衆 に 対す る 権力 を 確立 
し ます 。 教え は 文字 通り に 解釈 さん たり 、 ね じ れ た り 、 解 さん た り し 
ます 。 同じ こと が キリ スト 教 の 秘跡 に も 起こ り ま し た 。 ヤ コブ ・ ベ ー メ の 
著書 「Threefold life of man」 (私 の アー カイ ブ に ある 無料 の 電子 書籍 ) の 第 
13 章 と 第 14 章 の 一 部 を 学習 する と 役立つ 場合 が あり ます 。 ベ ー メ は 、 
秘跡 の 概念 と 適用 、 な ら び に 司祭 と 聖職 者 の 主張 に 妨 び 込ん だ 歪み を 批 
剃 し て いま す 。 「 こ の 儀式 の 意味 は 何 な の か 」 、 そ れ が 聖体 で あろ うと 
洗礼 で あろ うと 他 の 秘跡 で あろ うと 、 私 た ち が 食 べ る の は 文字 どおり 
「 コ ー パ ス ・ ク リス ティ 」 な の か 、 そ れ と も キリ スト の 血 な の か 、 と 内 省 
的 な 気分 に ある 多く の 人 々 は 自問 し た こと で し ょ う 。 私 た ち が 飲 む の 
は ? 


幼児 洗礼 は どう で すか ? 結局 の と ころ 、 子 供 は これ また は その 宗派 の 信 
者 に な る こと を 選択 し ませ ん で し た 。 そ こ で は 何 が 起こ り ま すか ? そし 
て 、 罪 の 告白 や 赦し は どう で すか ? これ ら は 良い ぃ 質問 で あり 、 教 会 の 役 
人 か ら 満 足 の いく 答え が 得 ら れ た こと は 一 度 も あり ませ ん 。 それに は 正 
当 な 理由 が あり ます 。 それ は で きま せん 。 彼ら が これ ら の 儀式 (秘跡 ) の 本 
当 の 背景 を 知っ て いれ ば 、 お そら く あ な た に 話し た く は な いで し ょ うし 、 
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知ら な けれ ば 教え ん る こと も で きま せん . 読 み 進 め る うち に 、 こ の 声明 を す 
ぐに 理解 で きる で し ょ う 。 真 に カト リッ ク で あり 、 普 刀 的 な 意味 で の 真 
に 宗教 釣 な 人 は 、 存 在 の 深み を 探求 すれ # こ と を 避 ける こと は で きま せん 。 
彼ら は 自分 た ちの 宗教 が 何で ある か 、 ど こ か ら 来 た の か 、 ど の ょ うに 変 
化し た か を 理解 し て いま す (ニカ イア と コン スタ ン テ ィ ノ ー ブ プル の 評議 
会 )。 発 見 は ずっ と 前 に 行わ れ ま し た : 死海 文書 と ナグ ク ・ ハ マデ ィ の グノー 
シス 派 の 著作. 

これ に は 大 き な 関 心 が 寄 せら れる と 了 予想 され ます が 、 実 際 に は 、 多 く の 
クリ スチ ャ ン は それ ほど 関心 が あり ませ ん 。 な ぜ だ めで すか ? 人 々 は 少 
し 食 け 者 で すか ? 怖がっ た ? あな た が 維持 し た い 宗 教 コ ミュ ニテ ィ に ご に 特 
定 の 友人 の 輪 を 持つ こと は 慰め で すか ? 質 問 を する の は 教会 の 落胆 で す 

か ? いずれ に せよ 、 内 な る スピ リッ ト の 呼び か け は 、 こ の 化身 で あろ う 
と 別 の 化身 で あろ うと 、 必 然 的 に 人 々 を 内 な る 道 に 導く で し ょ う 。 


秘跡 か ら 始め まし ょ う 。 文献 衣 に ある 順序 と 命名 (翻訳 ) に 従い ます 。 
キリ スト 教 に 関す る 私 の 情報 源 (D.JP Kok, Literature 1: De Purucker, 
Literature 3: Vitvan, Literature 5) か ら 、 秘 跡 に つい て 次 の 簡単 な 点 を 述べ る 
こと が で きま す 。 これら の 点 は 、 古 代 の ミス テリ ー スク ー ル に も 当て は 
まる も の で あり 、 今 日 で も 、 外 部 の 儀式 や 儀式 を 必要 と し な い 、 存 在 の 
内 面 に 適用 で きま す 。 世 界 は 変わ り 、 知 識 の な い ぃ 人 に は 隠さ れ て いま し 
た が 、 今 や 「 上 難解] だ っ た 多く の こと が 、 教 養 の ある 大 衆 に 利用 で きる 
ょ うに な り ま し た 。 特に 、 い わ ゆ る 「 小 密 儀 ] は 、 私 が 従う 順序 の 学校 
で の 教え と し て 利用 で きる よう に な り ま し た 。 こ れ ら の 教え は 、 最 初 の 
3 つの 秘跡 に 関連 し て いま す 。 秘 跡 は 、 人 生 の オリ エン テー ショ ン 、 道 
徳 的 発達 、 そ し て 人 類 の 共通 の 利益 の た め に 働く と いう 決断 と 関係 が あ 
り ま す . そ れ ら は 精神 的 な 進化 に 関係 し て いま す 。 私 の 謙虚 な 意見 で は 、 
知恵 を 求め る 人 は 、 人 類 と 他 の すべ て の 生命 の 利益 の た め に 活動 する 組 
織 に 参加 し て 、 志 を 同じ くす る 人 々 と より ょ くつ な が る こと が で きま す . 
その ょ うな 組織 に は 育成 環境 が あり 、 内 な る 精神 と の 調和 を 維持 する の 
に 役立ち ます 。 


2 ポ の パン タス ッ マ 


古代 の ミス テリ ー ス クー ル で は 、si 知 恵 の 伝統 、 時 に は グノー シス と 呼 
ば れる 永遠 の 哲学 ( 水 遠 の 哲 学 ) の 教え の 教え に ch 水 の バ プ テ ス マ て 。 ま た 、 
人 生 の 方 向 性 の 変化 の 象徴 で も あり ます 。 外 の 世界 、 感 覚 の 世界 へ の 志 
向 か ら 、 精 神 の 世界 、 内 な る エネ ルギー の 世界 へ の 志向 へ の 変化 (「 最 初 
の 交差 点 ] の ヴィ ト ヴ ァ ン を 参照 )。 体 、 特 に 心から 汚れ ( 土 ) を 浄化 する 
象徴 と し て 水 を 賢明 に 選択 する こと に 注意 し て くだ さい 。 エ ネル ギー と 
感情 の 流動 的 な 性 質 は 明らか で す 。 

意味 を 外 に 投影 する の で は な く 、 自 分 自身 の 奥深 く で 意味 を 探し 始め る 
人 々 の 増加 が 、 こ の 小さ な 記事 を 書く 主 な 理由 で す . こ の 秘跡 は また 、 日 
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常 生 活 に お ける 指示 の 適用 に つい て も 括 常 に 重要 で す 。 学 ん だ こと を 実 
践 し な けれ ば 、 永 続 的 な 経験 は 得る られ な いか ら で す 。 指示 は 道 に ある 道 
し る べ の よう な も の で す 。 それら は 役に立ち ます が 、 人 は 自分 で 道 を 歩 
み 、 仕 事 を し 、 自 分 で 決断 し な けれ ば な り ま せん 。 行動 の 規則 は 課せ ら 
れず 、 志 応 者 は 自律 的 な 意志 を 持ち 、 精 神 的 な 道 を た どる こと を 選択 し 
ます 。 代理 和解 は あり 得 ま せん 。 告 白 の 秘跡 も 参照 し て くだ さい 。 


Freke-Gandi の 本 か ら : | 開始 の レベ ル 」 : 


「 異 教 と クノ ー シ ス の 哲学 体系 は どちら も 、 人 間 の アイ デン ティ ティ ー 
を 、 物 理 的 、 心 理 的 、 精 神 的 、 神 秘 的 と いう 4 つの レベ ル で 読 明 し まし 
た 。 グ ノー シス 主義 者 は 、 こ れ ら を 私 た ちの 存在 の 4 つの レベ ル ま た は 
側面 と 呼ん で いま し た 。 体 、 偽 り の 心 、 精 神 、 光 の 力 で す 。 体 と 偽り の 
心 (私 た ちの 物理 的 お ょ び 心 理 的 アイ デン ティ ティ ) は 、 幻 影 、 つ まり 低 
次 の 自己 の 2 つの 側面 を 形成 し ます 。 ス ピリ ッ ト と 光 の 力 (私 た ちの ス 
ピリ チュ アル で 神秘 的 な アイ デン ティ ティ ー) は 、 不 減 の 悪魔 の 2 つの 
側面 - 個 々 の ハイ ヤー セル フ と 共通 の 普遍 的 な セル フ - を 形成 し ます 。 
グノー シス 主義 者 は 、 自 分 の 体 を 自分 の も の と 同一 視 す る 人 々 を 「 ハ イ 
ザッ みみ 」 と 呼ん だ 。 
自分 の 性 格 や 精神 に 共感 する 人 は 、「 サ イキ ッ ク 」| と し て 知ら れ て いま 
みゆ だ 
自分 の 精神 また は ハイ ヤー セル フ と 同一 視 す る 人 々 は 、「 精 神 的 な 人 々 
また は 聖 職 者 ] を 意味 する 「 ニ ュー マテ ィ ク ス 」| と し て 知ら れ て いま し 
7 
どの レベ ル の 分 離し た アイ デン ティ ティ イー と も も は や 同一 視 せ ず 、 ク リ 
スト ス ま た は 普遍 的 な 悪魔 と し て の 真 の アイ デン ティ ティ ー を 認 識 し た 
人 々 は 、 グ ノー シス を 経験 し まし た 。 こ の 神秘 的 な 照明 は 、 イ ニシ ェ ー 
ト を 真 の 「 グ ノー シス | また は 「 知 識 人 」 に 変え た まし た 。 


と 一 』 


異教 と キリ スト 教 の 両方 で 、 こ れ ら の レベ ル の 意識 は 、 地 、 水 、 空 気 、 
火 の 4 つの 要素 と 象徴 的 に 関連 付け られ て いま し た 。 あ る レベ ル か ら 次 
の セル ペル C 信 る イニ シン エー ショ ン は 、 エ エレ メ シ 角 ル 、 パ アテ スス そよ っ て 
象徴 され て いま し た 。 偉大 な ロゴ ス の 中 で 、 イ エス は 弟子 た ち に 水 、 空 
気 、 火 の 「3 つの バプテスマ の 奥義 ] を 与え を て いま す 。 水 に よる バ プ テ 
スマ は 、 身 体 の み に 同 一 視 す る ヒ リ ッ ク が 、 人 格 や 精神 に 同一 化す る イ 
ニシ ェ エー ト へ と 変容 する こと を 象徴 し て いま す 。 

EZ パプ テ スマ は 、 | が イキ ッ ク 」| イ ニン エート が 、 ハ パイ ヤー セ ルン と 
同一 視 す る 空気 圧 イ ニシ ェ ー ト へ の 変容 を 象徴 し て いま す 。 

火 の バ プ テ ス マ は 、 ニ ュー マテ ィ ッ クス に こ に 普 刀 的 な 悪魔 、 ロ ゴス 、 内 な 
る キリ スト 下 、。 | ライ ト フォ ー ス 」] と し て の 真 の アイ デン チ ィ ティ を 明 ら 
か に する 最終 的 な イニ シェ エー ショ ン を 表し て いま す 。 ヨ ハネ の 福音 書 が 
青 サ よ うに 。 グノー シス は その よう な イニ ジ エ ー ト を 井 識 し て いま し た 。 
じ だ が っ で 、 と とれ らち は グノー ジス 派 ギ リス ト 教 ペ の イニ テニ シ エ ー シ ョ ン の 
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志願 者 が 精神 的 な 道 で 進歩 を 遂げ た と き 、 彼 また は 彼女 は 2 番目 の 秘跡 
で ある 確認 の 準備 を し ます 。 こ れ は ある 意味 で フォ ー メ ーション で す 。 
最初 の 秘跡 に ょ っ て 形成 され た も の を 確認 し ます 。 そ れ は 内 な る 道 、 内 
な る 旅 へ の 献身 を 指し ます 。 そ れ は 信 仲 の 揺るぎない こと を 指し ます 。 
外部 の 制約 、 感 情 、 世 界 の 意見 に 対し て 譲歩 は 行わ れ ま せん 。 精 神 的 進 
化 の 道 を 真剣 に た どる と いう 内 な る 決断 を 下す こと 。 

志願 者 また は 初心 者 は 、 以 前 ま ミ ステ リー スク ー ル の メン バー と し て 、 

ょ り 深 い 教 育 を 受け まし た が 、 現 在 は あら ゆる 種類 の 難解 な 学校 や 運動 
に いく ら か 統合 きれ て いま す . 現 実 の 学校 と 疑似 学校 を 区 別 す る 必要 が あ 
り ま す 。 

火 最 初 の 3 つの 秘跡 と それ に 関連 する 教え に 関連 か る 、 い わ ゆ る マイ 

ナー ミス テリ ー は 、 神 智学 や 関連 学派 を 含む さま ざま を な 経路 を 通じ て 、 
一 般 大 箇 が 自由 に 入手 で きる よう に な り ま し た 。 私 の 電子 ブック は 、 こ 
れ ら の 教え の 良い 紹介 を 提供 し ます 。 


3. 聖体 、 捧 げ 物 、 ま た は 聖体 拝 健 。 


バ パン と ワイ ン (また は ブドウ ジュ ー ス ) の 象徴 に 関す る セク ショ ン を 参 
照 し て くだ さい 。 こ の 秘跡 は 、 霊 と 世界 と の 交わ り を 指し ます 。 た と を 
ば 、( 世 界 は ) 霊 の 現れ で す 。 古 代 の ミス テリ ー スク ー ル は 、 心 と 精神 の 
団結 を 発散 する メン バー の コミ ュ ニ ティ で 構成 され て いま し た 。 彼ら は 
すべ て の 生命 と 一 体感 を 持っ て 生き て いま し た 。 彼女 の 意識 の 中 で 、 外 
の 世界 は 神 の 表現 で ある と いう 認識 が 高まり まし た . こ れ は また 、 存 在 と 
し て の 複合 人 間 (精神 、 魂 、 心 、 体 ) の 一 体 性 を 理解 し 、 経 験 する こと に 
も 大 きく 関係 し て いま す 。 

最終 的 に 、 内 な る 世界 で の 経験 が か より 強く な る に つれ て 、 当 然 の 帰結 と 
し て 、 ひ ら め き と し て 知ら れる 守護 天使 きた は ハイ ヤー セル フ に 出会う 
こと に な り ま す 。 こ れ は 、 内 な る 高 次 の 自己 の 啓示 と 出現 で ある 、 神 顕 
現 の 初期 の 形 で す 。 

これ ら の こと を 勉強 し な いと 、 私 の 説明 を 理解 する こと は で きま せん 。 


ょ より 高い 秘跡 は 、 神 の 古 接 の 経験 に 関連 し て いま す 。 こ れ は 深刻 な ビジ 
ネス で す 。 
教え れ は この レベ ル の 発達 で 続き ます が 、 内 な る 世界 の 表 接 的 な 経験 は ょ 
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り 強 く な り ま す 。 内 な る 能力 が より 表現 きれ る に つれ て 、 コ ミュ ニケ ー 
ショ ン の 自然 な 形 と し て 他 者 に 同調 する こと が より 容易 に な り ま す 。 


4. 告白 


これ は 司祭 に 罪 を 告白 する こと と は 何 の 関 係 も あり ませ ん 。 他 の 誰か (本 
祭 ) が 誰か の 罪 と 不法 侵入 を 許す こと が で きる と 人 々 に 信じ さき せる た め に 、 
教会 は どれ ほど 低く 沈ん で いま すか . 誰 も あな た の 間違い か ら あ な た を 救 
こと は で きま せん 。 カル マ の 負債 は 簡単 に 消す こと は で きま せん 。 こ 
の 人 生ま た は 別 の 人 生 で 、 そ れ は 対処 され 、 超 越 さ きれ ま す 。 こ こ で 、 あ 
な た は 自分 の 人 生 を 振り 返り ます 。 過 ちから 学び 、 目 標 や 理想 に 集中 し 
ます 。 後悔 の 話 も 、 間 違い ゃ 間違い に 焦点 を 当て る こと も あり ませ ん 。 
それ か ら .… 精 神 の 中 / を 通し て クリ スト ス の 力 の 誕生 が あり ます . 自 分 の 精 
神 的 性 質 の ノ フエ ティ ッ ク ( 精 神 的 ) 制 御 が さら に 強化 され ます 。 
「 エ レ ウ シ ス の 秘 儀 参 入 者 は 地球 に 降り て き て 、 そ こ か ら 生 まれ 変わ っ 
た と 癌 われ て いま す 。」| (Pryse、 引 用 、 文 づ 献 2)9。 ミ ステ リー の 伝統 で は 、 
初心 者 は 「 地 獄 ] また は 獄 (カー マ ロー カ ) に 降り て 、 そ の ょ うな 状 
態 で の 捕われ の 身 か ら 一 部 の 魂 が 解放 され る の を 助け る と 斉 わ れ て いま 
す . 自 然 の 王国 (特に 人 間 の 王国 ) を 歩き 回 り 、 働 く た め に 霊 的 な 力 を 地球 
に も た ら す た め に 、 初 心 者 の 精神 は 「 接 地 ] され る 、 つ まり 地球 に 接続 
され る 必要 が ある よう に 私 に は 思え ます 。 よ り 高 い イ ニシ エー ショ ン に 
関し て は 多く の 謎 が あり ます (すべ て の 秘跡 は 、 実 際 に は 異な る タイ プ 
の イニ シェ ーション で す )。 文献 3 を 参照 し ます 。 キ リス ト 教 は 福音 書 の 
中 で 、 聖 書 の 秦 刑 と と も に 「 地 獄 へ の 降下 ] に つい て 斉 及 し て いま す が 、 
これ は 私 の 見 和解 で は 正しく あり ませ ん 。 は りつ け は 後 で 来 て 、 秘 跡 の 別 
の 秘跡 を 指し ます 。 


秘跡 $、6、7 


これ ら の 最後 の 3 つの 秘跡 は 、 内 面 の 経験 と 大 きく 関係 し て いる た め 、 
まとめ て 扱い ます 。 詩 葉 に する の は 上 難しく 、 実 際 に は 、 現 在 の 発達 し べ 
ル の た め に 、 こ れ ら の 秘跡 は ほとん どの 人 に と っ て あま り 関 連 性 が あり 
ませ ん . こ れ ら の 秘跡 は 、 高 度 な 精神 的 達成 の 段階 を 扱い ます 。 


$. 油 注 ぎ 


ここ で あな た は あな た の ハイ ヤー セル フ と 「 顔 を 合わ せ て ] 、 い わ ば 内 
な る スピ リ チ ュ アル な レベ ル で 出会う の で す 。 御 圭 で 油 を そそ ぐ 。 キリ 
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スト の 力 の 成長 。 そ の うち の 1 人 は 間違い な く こ こ で 「 空 気圧 技師 ] で 
す (上 記 の Freke か ら の 引用 を 参照 し て くだ さい )。 秘 教 で は 、 キ リス ト 
は 神 か ら 人 間 の 王国 へ の 降下 と 見 な され ます 。 東 洋 で は 、 こ れ は アバ 
ター と 呼ば れ ま す 。 ク リス トス は 難解 な 文学 で し ば し ば 語ら れ ま す 。 同 
じ 2G た 。 


6. 神 権 ( サ ニヤ シン に な る ) 


真 の 神 権 と は 内 な る 御霊 の よう な も の で ある こと を 、 あ な た は 今 で は 理 
解す る で し ょ う 。 外 部 教育 、 教 会 等 と は 一 切 関係 あり ませ ん 。 こ の 側面 
の 難解 な 説明 は 圧 常 に 明白 で す 。 男 性 と 女性 の 性 的 エネ ルギー に 関連 す 
る 生命 力 を より 高い エネ ルギー セン ター に 移す まで は 、 誰 も 司祭 や 独身 
O 沙 っ で は な り ま 世 ん 。 まだ は チャ クラ を 送信 し ます 。 そ うし な いと 、 
自分 自身 や 他 の 人 を 上 欺 き 、 性 欲 の 押圧 や 他人 へ の 虐待 に つなが る こと が 
ょ く あ り ま す 。 教 会 や カル ト に お ける 性 的 スキ ャ ンダ ル は 、 こ れ を 十分 
に 証明 し て いま す 。 宗 教 が この 秘跡 を 乱用 し て きた と いう 事実 は 、 教 え 
の 特定 の 退化 の 十分 な 証拠 で す 。 真 の サ ニ ヤ シン と は 、 す べ て の 個人 的 
利益 を 放棄 し 、 す べ て の 人 類 と 他 の 自然 の 王国 の た め に 働く 人 で す 。 で 
すか ら 、 彼 また は 彼女 は 自分 の 利己 心 を 十字 架 に つけ て いる の で す 。 こ 
こ で 内 な る 光 が 働 いて いま す 。 変容 。 こ れ が 菩薩 の 発達 段階 で あり 、 完 
全 な 仏性 に 到達 する 前 の 最終 段階 で す 。 こ れ を 、 第 7 章 の 第 6 の 原則 ま 
た は 公理 と 比較 し て くだ さい 。 


7. 聖なる 結婚 


この 秘跡 は 普通 の 結婚 と は 何 の 関 係 も ありま せん 。 そ れ は どう し て で す 
か ? 結婚 の ょ うな 世俗 的 な 事柄 は 、 し ば し ば 経済 的 動機 、 欲 望 、 熱 狂 な 
ど に よっ て 決定 され ます が 、 避 響 と 何 か 関 係 が ある と 本 当 に 思い ます か ? 
いい え 、 そ れ は 男性 エネ ルギー と 女性 エネ ルギー の スピ リ チ ュ アル な 側 
面 、 つ まり 内 な る 男性 エネ ルギー と 女性 エネ ルギー の 重合 また は 統合 に 
関す る も の で す 。 あ る 意味 で は 、 そ れ は 魂 と 精神 の 結婚 と 呼ぶ こと が で 
きま す : 人間 性 と 神 性 が 融合 し 、 固 い 一 体 に 溶け 込み ます 。 こ こ で の 魂 の 
概念 は 、 プ ラ ト ニ ッ ク な 意味 で 理解 し て いま す 。 つ まり 、 和 欲望 、 理 性 、 

感情 の 全体 と し て の 精神 で す 。 

プラトニック な 意味 で の 心 ま た は ヌー ス (ギリ シャ 語 ) は 、 悟 り の 原則 を 
相 ル し 、 ツェ ー ダ シテ ィ イン の 用 語 で は ブッ テディ と 呼ば ぼれ ます 。 ア ダッ ディ は 
悟り の 原理 で す 。 こ れ は 、 意 味 の 目 覚め と すべ て の 生命 の 深い つなが り 

を 経験 する こと を 指し ます 。 こ の 結婚 は 悟り を 開い た 心 に つなが り ま す 。 
ブッ ディ と マナ の 組み 合わ せ で す 。 マ ナス は 心 を 指し ます 。 こ の 点 で 、 

それ は 主 に その 心 の 精神 的 な 特質 を 指し ます 。 こ の テー マ の 詳細 に つい 
て は 、 付 録 A を 参照 し て くだ さい この 秘跡 は 、 御 霊 に よる 復活 と 呼ぶ 
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こと が で きま す 。 あ る 意味 で は 、 こ の 融合 また は 統合 は 、 精 神 的 発達 の 
内 な る 道 を 旅 す る に つれ て 徐々 に 起こ り 、 最 終 的 に この 段階 で 最高 潮 に 
達し ます . 私 が 今 書い て いる 完全 な 完成 は まれ で す 。 そ れ は アバ ター の 教 
え 、 ま た は 偉大 な 教師 に な る た め の 神 の 精神 の 人 間 へ の 降下 と 関係 が あ 
り ま す . 


パン と ワイ ン の 象徴 


百科 事典 の 神智 学 用 語 集 か ら (TUP オン ライ ン を 参照 ): 


[パン と ワイ ン : 「 内 面 と 精神 的 な 恵み の 外面 と 目 に 見 える 兆候 ] 、 

「 パン と ワイ ン は 、 開 始 式 で 使用 きれ る 実際 の 要素 を 表し て いま す . そ れ 
ら は また 、 こ れ ら の 儀式 の 結果 を 象徴 し て いま す 。 た と えば 、 バ ッ カ ス 
の 秘 儀 で は 、 ブ ドウ と バッ カス の 血 と し て ワイ ン が 与え を られ まし た 。 血 
は 命 を 意味 し 、 バ ッ カ ス は 肉体 を 持っ た 神秘 的 な ロゴ ブス を 表し て いま す 。 
し た が っ て 、 儀 式 全 体 は 、 志 願 者 の 低 次 の 自己 と 内 な る 神 と の 意識 的 な 
結合 を 通じ て 、 候 補 者 が 神聖 な 生活 に 参加 する こと を 意味 し ます 。 こ の 
結合 は 、 個 人 の 自発 的 な 努力 に よっ て も た ら さ れ ま す 。 

ある 意味 で は 、 バ パン や 穀物 は 達成 の 知 的 側面 を 象徴 し て お り 、 知 性 は 精 
神 的 な 影響 力 の 「 体 ] で す 。 


キリ スト 教 の 秘跡 は 異教 の 儀式 か ら 採 用 きれ まし た 。 福音 洲 教 会 は 、 区 
上 度 な 参加 者 が 受け る 神 の 恵み の 象徴 と し て 、 パ ン と ワイ ン の 秘跡 を 寄付 
し ます 。 カ トリ ッ ク 教 会 は 、 神 聖 な 要 素 が 奇跡 的 に キリ スト の 血 と 体 に 
変換 きれ る と 教え て いま す . 信 徒 は 聖杯 や ワイ ン を 拒否 され ます 。 こ の 教 
会 は 、 儀 式 を 参加 者 の 罪 と 一 般 的 な 人 類 の 晶 の 贈 晶 と 見 な し て いま す 。 


古代 の 異教 の 儀式 に は 、 ワ イン を 飲む こと は 、 初 心 者 の 精神 的 な 神 の 生 
命 エ ネル ギー と つなが る こと を 意味 する と いう 考え が 含ま れ て いま し た . 
バン を 食べ る こと は 、 初 心 者 の 精神 と 、 バ パン が 象徴 する 宇宙 の 精神 と の 
同様 の 結合 を 象徴 し て いま し た 。 SOMA も 参照 し て くだ さい 。 ワ イン 」] 
(最後 に 引用 ) 


ヒッ ポリ トス に よる と (エレ ウシ ス の 審 儀 に つい て の 記述 ) 

[儀式 の 中 心 に ある 啓示 は 、『 力 強く 、 最 も 美しく 、 最 も 完全 な 神秘 一 
一 収穫 され た トウ モロ コシ の 穂 一 一 が 沈黙 の 中 で 示さ れる こと 』 で あり 、 
達成 され た 結果 の 知 的 側面 の 象徴 で あっ た 。 上 記 の 引用 。 神 秘 を 福音 の 
物語 に 結び つけ る 背景 に つい て は 、 ジ ェ ー ム ズ ・ モ ー ガ ン ・ プ ライス の き 
わ や か な The Restored New Testament を 参照 し て くだ さい 。 声 明 ( 文 献 
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キリ スト 教 の 未来 


私 に は 、 教 会 (宗派 ) が 信仰 、 教 え 、 実 践 に お いて 秘跡 の 真 の 意味 を 受け 入 
れ な い 限 り 、 こ れ ら の 世俗 的 な 時 代 に キリ スト 教 に 未来 は な いよ うに 思 
えま す . グ ノー シス 洲 お よび 関連 する 教会 が すでに どの 程度 そう し て いる 
の か は 、 私 の 専門 分 野 で は あり ませ ん 。 真 の 精神 性 は 人 類 に 固有 の も の 
で ある た め 、 生 き 残 る こと は 理 に か な っ て いま す 。 フ ォ ー ム は 変更 で き 
ます が 、 本 質 的 な も の は 残り ます 。 
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